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「全身が教材！」 

グラウンドでの交流の時間、書く場所に困った！でも、みんなの背中を使えば机がなくて

も大丈夫！足りないものは、アイデアで補う！全てが教材になる！ 

パラグアイ現地研修で印象に残った２枚の写真集 １／４ 

 

● 石田 秀憲 

「お気に入りの『自然』」  

「パラグアイのいいところ」として子どもから大人までの誰もが挙げた『自然』。日本の桜に

似ているパラグアイの国木「ラパーチョ」と盛んな農牧業。私たち人間は、すべての命と共

生していることに気付かされた。 

 

○ 伊藤 聡子 

「カテウラの未来」 
カテウラ地区の小学校の校長先生、NGO団体 Juvensurを立ち上げたカテウラ地区出
身の青年達、ミタイ・ミタクニャイ子ども基金の齋藤さんとの集合写真。カテウラ地区の子
ども達のために活動されている思いに感動した。 

「地球の反対側の朝」 
ホームステイ先の朝、陽が昇ってすぐに撮影。日本の地球の裏側で迎える朝。時差は
あるけれど、同じ太陽がこの場所も照らしている。同じ自然環境をシェアしている。つ
ながりを感じた瞬間。 

「生徒の想いがつまったキャ
ベツ」  
畑で育てている野菜のことを熱心
に語ってくれたカアグアス市職業訓
練高校のロメロ・オスカルさん。キャ
ベツの切り口からは水分が溢れ出
ていて、みずみずしさが体中に染
み渡り、最高のおいしさ！！ 

「マンディオカの収穫」 
ホームステイ先の畑でマン
ディオカ（タロイモ）の収穫
体験をさせてもらったとき
の１枚。芋を収穫し、枝を
土に埋め込むと、また芋
が育ち収穫することができ
るそうだ。マンディオカは、
ゆでたり、揚げてチップスに
したりシンプルな調理方
法で芋のうまみを味わえる
野菜です。 

 

● 加藤 寿惠 



パラグアイ現地研修で印象に残った２枚の写真集 ２／４ 

「ゴミ山」 
パラグアイ中のゴミが集積されるカテウラ地区では、処分しきれないゴミが山積みになってお
り、そこで生活する人びとの生活は悲惨である。あの想像を絶するようなゴミ山とその上を
舞う鳥の群れ、鼻を突き刺すような臭いはこの研修でもっともインパクトのあるものだった。 

 

● 川合 孝弥 

「つながれ！子どもたち」 

日本の子どもたちからパラグアイの子どもたちへの質問を画用紙に書いて、返事をパラグ

アイの子どもたちに書いてもらった。言葉や場所は違うけど、自分の字で書いた思いはき

っと互いに届くはず。 

 

○ 椙山 紗希 

「ペットボトルの蓋で作った教材」 

◇サン・エンリケ・デ・オソ小学校では、教材や掲示物を教師が自作していた。必要なも

のがあったら、「買う」という生活をしていた私は、物がなくてもあるのもで、「作る」という環

境に出会い、私の価値観は揺さぶられた。 

 

● 髙橋 泉名 

「第２の家族」 
たった 2 日間のホームステイで本当の家族のように 接してくれたことに感謝です。 

「言葉の壁を越えた思い」 
スペイン語が理解できなさ過ぎて、壁を感じるとともにもどかしかったホームステイ。それで
も、お別れに書いた拙い手紙で、言葉は合っていたか分からないけど、思いが伝わったこ
とは確信できた。 

「日本の子どもとの共通点」 
研修中、子どもたちと一緒にサッカーや、長縄跳びなどで交流をした。始めは、お互いが
緊張していたが、体を動かすとすぐに打ち解けることができた。言葉が通じなくても、体を
動かすことで心が通じ合えた瞬間であった。 



 

 

パラグアイ現地研修で印象に残った２枚の写真集 ３／４ 

「子ども達の笑顔と絆」 
日本からの贈り物としてクラス全員で本のしおりを作り、現地でプレゼントした。キラキラ
した笑顔で嬉しそうに手にとるサン・エンリケ・デ・オソ小学校の子ども達。日本とパラグア
イ。国を超えて子ども達の絆が結ばれた瞬間であった。 

 

● 宮川 勇作 

「日本語学校の高校生」 
自由さの中にも、軸がしっかりとある子たちだった。「日本の少子化と待機児童の問題っ
て矛盾してない？」と、地球の裏側から日本社会に鋭く切り込む彼らと、もっと話してい
たかった。 

○ 村上 偉代 

「美しい景色とこれからの課題 」 
ランバレの丘から一望できる緑豊かなパラグアイの景色。街は鮮やかなピンク色のラパー
チョで溢れている。その中にあるカテウラ地区は、私たちにこれからの課題を投げかけてい
るように見えた。 

「合奏は練習所の軒下で」 

建物の軒下で、情熱あふれる指導のもと合奏が進められる。日光が当たろうとも集中

力を失うことなく一音一音に魂を込める彼らの姿には、凛としたオーラがあった。いつかま

た、彼らの音に会いに行きたい。 



 

パラグアイ現地研修で印象に残った２枚の写真集 ４／４ 

 

上：青年海外協力隊員とのワーク

ショップ、その後の懇親会 

中：サン･エンリケ･デ･オソ小学校

 

 

下：カアグアス市職業訓練高校
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目的とねらい 

 
開発教育に熱心に取り組んでいる小学校・中学

校・高等学校・特別支援学校等の教師（以下「教師」

という。）を対象に、指導者研修等の国内研修および

JICA が支援している国への教師海外研修を有機的に

組み合わせた上で実施し、各国の置かれている現状

と日本との関係（国際協力を含む）への理解を深め、

その成果を、次代を担う生徒の教育に役立てて頂く

こと、また、研修参加後、JICA 国内機関と協力し、

教育現場で開発教育を推進する中核となるような人

材を育成することを本事業の目的としている。 

この事業の目的を踏まえた教師海外研修の目的を次のとおり設定している。 
 
 
 

海外研修のテーマを「持続可能な開発」とし、教師の皆さんが、パラグアイの暮らしや社会、

JICA の協力活動等の体感を通じて、人類の多様性、心の同一性、問題点、課題を解決するため

に必要なことなどを調べ考え、その経験を共通の教材にし、日本の児童・生徒への開発教育・

国際理解教育に活かしてもらうことを目的とする。 
 

パラグアイ現地研修の学びの視点 

 

１．訪問国に肯定的 
に出会う 

◇ 世界の多様性を知り、多様な人やものと出会うこと・交流するこ

との楽しさを伝える。 

◇ 多角的に肯定的に相手国と出会い、人の顔が見え、つながりを感

じられるようになる。 

２．日本と訪問国との 
つながりや同一性
を理解する 

◇ 地球規模で進むグローバル化の恩恵と課題を理解し、日本とパラ

グアイとのつながりに気づき、つながりを築く。 

◇ 国や人の多様性だけではなく、共通するものがあること（同一性）

を理解する。 

３．共に考え・共に越 
える共通の課題の
解決をめざす 

◇ 相手を知ることで自国（自分）をふりかえり、互いの誇りや課題

を確認する。 

◇ 共に学びあい、知り、考え、気づき、よりよい未来を共に築く入

り口を提供する。 

 

Ⅰ．教師海外研修の概要 

パラグアイ 
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  訪問国と訪問先 

 (1) 訪問国  
 

本年度の訪問国はパラグアイ１カ国である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 現地研修における訪問先 
 

現地研修における現地スケジュールと訪問主要都市地図を P.3～4 に示した。 

訪問先の選定にあたっては、JICA、運営委託先である NIED・国際理解教育センター、現地研修

同行ファシリテーターを交えて検討を行った。 

手順としては、現地研修の学びの視点を満たす主要テーマを設定し、各国の概要、過年度の研修

の訪問実績および現在の JICA の活動を踏まえ、在外事務所と調整しながら、最終的な主要テーマ

を下表のとおり設定し、それに沿った訪問先に決定した。 
 

学びの視点ごとの主要テーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅰ．教師海外研修の概要 

パラグアイ 

学びの視点 主要テーマ 

１．訪問国に肯定的に出会う 

２．日本と訪問国の同一性に気づく 

Ａ 衣食住 

Ｂ 衣食住以外の暮らし・分科 

Ｃ 人々の気持ちや考え 

Ｄ 学校・子どもの生活 

２．日本と訪問国とのつながりを理解する 
Ｅ 日本とのつながり（貿易など） 

Ｆ 日本とのつながり（移民、JICAの協力） 

３．共通の課題について共に考え・共に越える 

Ｇ 教育・職業訓練（格差是正の一手段） 

Ｈ 格差是正（社会サービス･基盤の充実､貧困層の生活 

向上）・持続的経済開発 
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現地研修の訪問スケジュール 

期日  訪問先  
研修場

所 

７／２８ 
（土） 

15:30 名古屋駅太閤通口発 （連絡バスEK7031/3h20m） →18:50 関西国際空港着 

（乗継4h55m）－23:45発－（EK317/10h05m） → 機内 

２９ 
（日） 

04:50 ドバイ着（乗継3h10m）－08:00発 －（EK261/14h55m） → 15:55 サンパウロ着（乗継

6h05m）－22:00発―（G37642/2h10m） →23:10 アスンシオン着 →ホテル泊 
機内 

アスンシオン 

３０ 
（月） 

① JICAパラグアイ事務所ブリーフィング＋懇親会（当日夜） 
② ニホンガッコウ（私立の幼稚園～大学）／青年海外協力隊（小学校教育） 

アスンシオン 

３１ 
（火） 

③ 小規模ゴマ栽培農家支援のための優良種子生産強化プロジェクト+小規模農家の輸出
農作物安全性向上プロジェクト／アスンシオン国立大学UNA農学部 

④ 白沢商工株式会社 （日系人ゴマ生産者） 
⑤ JICAボランティアとのワークショップ＆懇親会（レスリング、青少年活動､日系日本語教師） 

アスンシオン 

８／１ 
（水） 

⑥ サン・エンリケ・デ・オソ小学校／青年海外協力隊（小学校教育） 
⑦ カテウラ地区、サンタ・ロサ・デ・リマ小学校 

／ミタイ・ミタクニャイ子ども基金活動×Juvensur 
⑧ カテウラ音楽団 
・陸路 （アスンシオン→イタウグア 1.5h） 

アスンシオン 

２ 
（木） 

・陸路 （イタウグア→カアグアス 3h） 
⑨ サグラード・コラソン・デ・ヘスス小学校／青年海外協力隊（青少年活動）活動 
⑩ カアグアス市職業訓練高校／青年海外協力隊（野菜栽培）活動 
★中間ふりかえりミーティング 

カアグアス 

３ 
（金） 

・陸路 （カアグアス→イグアス 2h） 
⑪ イグアス湖流域総合管理体制強化プロジェクト／イグアスダム  
⑫ イグアス日本人会、同診療所・移住資料館＋懇親会 

イグアス 

４ 
（土） 

⑬ イグアス日本語学校  
⑭ パラグアイ人宅でのホームステイ 12:00～  

イグアス 

５ 
（日） 

⑭ パラグアイ人宅でのホームステイ ～13:30 
★ホームステイや全体ふりかえり＠福岡旅館 

イグアス 

６ 
（月） 

⑮ 東部地域・酪農振興のための農業研修拠点の形成と人材育成支援プロジェクト 
／セタパール財団・近隣酪農家 

⑯ イグアス市農協、移動途中の地方のスーパーマーケット 

・陸路 （イグアス→カアグアス 2h） 

イグアス 
↓ 

カアグアス 

７ 
（火） 

・陸路 （カアグアス→イタアグア 3h） 
⑰ ニャンドゥティ工房＋お土産物屋 
・陸路 （イタアグア→アスンシオン 1.5h） 
⑱ ロマ・ピタ母子病院／青年海外協力隊（看護師） 
⑲ JICAパラグアイ事務所報告会＋懇親会 

イタアグア 
↓ 

アスンシオン 

８ 
（水） 

⑳ アスンシオン市内見学・教材収集 （コロン通り、文房具屋、ランバレの丘など） 

17:11アスンシオン発－（LA1301/2h14m）→20:25サンパウロ着（乗継2h05m）－ アスンシオン 

９ 
（木） 01:25サンパウロ発－（EK262/14h30m）→ 22:55 ドバイ着（乗継4h45m）－  機内、空港内 

１０ 
（金） 

03:40ドバイ発―（EK316/9h10）→17:50 関西国際空港着 （乗継1h40m）－19:30発－ 
（連絡バスEK7032/3h20m） →22:50名古屋駅太閤通口着 （解散） 

機内 

Ⅰ．教師海外研修の概要 



 

4 
 

 
 

 

現地研修の訪問先主要都市 

 

 

Ⅰ．教師海外研修の概要 

※ 地図出典：UN（国際連合）ウェブサイト内 http://www.un.org/Depts/Cartographic/map/profile/paraguay.pdf 

アスンシオン 

イタウグア 

イグアス 
カアグアス 
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  研修の受講者 

 (1) 受講者 
 

同行者を除く 8 名の研修受講者の属性及び同行者を含む名簿は以下のとおりである。 
 

性別：女性５名、男性３名 

         年代：20 代５名、30 代３名 

           地域：愛知７名、三重１名 

           校種：小学校４名、中学校１名、高等学校３名 

 

教師海外研修受講者および同行者名簿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 応募資格等 
 

【応募資格】次の要件をすべて満たす方 

① 応募および研修受講時点で愛知県、岐阜県、三重県、静岡県の国公立、私立の小学校、中学校、義

務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、高等専門学校の教員（児童・生徒に開発教

育・国際理解教育を継続的に実践できる立場にある教員）で、所属する学校の校長の推薦があるこ

と。 

② 原則、JICA が実施している教師海外研修、ボランティア、専門家、国際協力レポーター（ODA

民間モニター）等 JICA から海外に派遣された経験がないこと。 

Ⅰ．教師海外研修の概要  Ⅰ．教師海外研修の概要 

五十音順

No. 名前 所属先・教科・学年 県名

1 いしだひでのり

石田秀憲
愛知県立松蔭高等学校

英語 1年
愛知県

2 いとうさとこ

伊藤聡子
大治町立大治中学校

保健体育 2年
愛知県

3 かとうとしえ

加藤寿恵
蟹江町立蟹江小学校

全教科 6年
愛知県

4 かわいたかや

川合孝弥
愛知県立常滑高等学校

外国語 2年
愛知県

5 すぎやまさき

椙山紗希
海津市立下多度小学校

全教科 5年
三重県

6 たかはしいずな

髙橋泉名
名古屋市立滝川小学校

全教科 5年
愛知県

7 みやがわゆうさく

宮川勇作
津島市立東小学校

全教科 1年
愛知県

8 むらかみいよ

村上偉代
愛知県立瀬戸北総合高等学校

理科 3年
愛知県

9 ほりかわえみ

堀川絵美
ＮＩＥＤ・国際理解教育センター

同行ファシリテーター
愛知県
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【参加条件】次の条件を満たす方 

① 教師海外研修の趣旨・目的を十分理解し、同研修の実施および以後 JICA が実施する開発教育支援

事業に協力可能であること。 

② 2018 年度中に授業やクラブ活動で､教師海外研修の経験を活かした開発教育・国際理解教育を実

践できること。 

③ 国内で実施される研修・説明会および現地研修の全行程に参加可能であること。 

④ 派遣国の事情（道路状況や衛生環境等）を勘案した上で、全研修行程に参加するに耐えうる健康状

態であること。 

⑤ 帰国後、所属長の承認を得たうえで、1) 海外研修に関する報告書を提出すること、2) 所属校に

おける授業実践内容についての実践報告書を提出すること、3）実践報告フォーラムで実践内容を

発表すること、4) これら提出物を報告書冊子や JICA ウェブサイトなどで一般公開されることに

同意すること。 

⑥ 本研修に関わる連絡・情報共有のため、E メールでの連絡が可能な方。 

⑦ 受講者・スタッフ間のメーリングリストなどでの情報共有に賛同いただけること。 

 

研修全体のスケジュール 

教師海外研修の各研修等は、以下のような年間を通した日程で行った。 
 
 

 

  

Ⅰ．教師海外研修の概要 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］

 

事前研修  
 

＜ねらい＞ 
 
◇ 教師海外研修の目的・内容を理解し、自分たちの言葉でミッションを立てる。 

◇ 訪問国のJICA事業および訪問先の詳細な情報を共有する。 

◇ 海外研修の経験を授業につなげるための教材のテーマ、収集方法を検討する。 

◇ 現地で行うチームの役割分担、役割係ごとの内容を検討する。 

◇ 海外研修の準備・留意事項（フライト、持ち物、健康・安全対策など）を確認する。 

 
 

＜プログラム＞ 

■ １日目：６月３０日（土） 

 

６月３０日（土）１1：００～１７：００、７月１日（日）１０：００～１６：００

時刻 内 容 講師等 

11：00 
 

１．開会（5 分） 
（１）あいさつ、スタッフ紹介（同行者の役割） 

（２）事前研修のねらいとプログラム   

JICA 木村 

NIED 川合 

11：05 
 

２．教師海外研修の目的・内容（15 分） 
（１）研修の全体概要と受講者への期待   

NIED 川合 

11：20 
 

３．海外研修の訪問国・訪問先情報の共有（40 分） 
（１）パラグアイの概要、JICA 事業の枠組み・概要 

（２）現地行程（案）・訪問での活動予定、自分の関心事メモ  

（３）質疑応答     

NIED 川合、堀川 

 

12：00 休憩（60 分）  

13：00 
 

４．共通基盤づくり(50 分) 
（１）お互いの思いを知り合う 

（２）海外で学んでくる私たちが担うミッションとは？→教材チーム 

NIED 堀川 

13：50 
 

５．海外研修を生かした教材化の視点の確認 （30 分） 
（１）学習者の学びの３本柱とねらい  

（２）教材づくりのポイントの説明   
  

NIED 伊沢 

14：20 
 
 

６．海外体験を授業につなげるための計画①／個人作業（40 分） 

（１）私たちのミッションと「事前－現地－事後」研修のねらいの確認  

（２）自分の関心事×子どもたちと共に学びたいことの洗い出し  

（３）学びの柱ごとの８つのテーマに分類   

NIED 久世 

堀川、伊沢 

15：00 休憩（15 分）  

15：15 
 
 

７．海外体験を授業につなげるための計画②／チーム作業（95 分） 

（１）教材チームの担当するテーマの決定  

（２）訪問先情報集の担当テーマ部分を分担読解・ネット検索・相談   

（３）個人洗い出し意見の確認とテーマ別教材収集シートの作成  

  ・ねらい／カテゴリー／収集内容／方法 

NIED 久世 

堀川、伊沢 

16：50 
 

８．事務連絡（10 分） 
（１）海外保険加入手続き 

（２）その他 

JICA 木村 

NIED 川合 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］ 

■ ２日目：７月１日（日） 

 

資料 １：事前研修レジュメ 資料 ２：パラグアイの基礎・生活情報集  

資料 ３：JICA 事業の枠組み、パラグアイに対する協力概要  資料 ４：パラグアイ現地日程案・地図 

資料 ５：訪問先等と活動予定 資料 ６：学習者の学びの柱・ねらいの解説 

資料 ７：学びの柱に沿った教材テーマ設定 資料 ８：パラグアイ訪問先資料集 

資料 ９：教材収集シート 資料 10：チーム内の係の説明   

資料 11：安全・健康などの留意事項 資料 12：持ち物・準備に関する資料集 

資料 13：旅行会社フライト関連資料         資料 14：2017 年度教師海外研修報告書  

 

 

＜開催の様子＞ 
 

 

 

 

 

時刻 内 容 講師等 

10：00 

 

９．朝の体操(10 分) 
（１）自己紹介、アイスブレーキング 

NIED 堀川 

 

10：10 
 

10．海外体験を授業につなげるための計画③／チーム作業(80 分) 

（１）担当テーマの教材収集シートの作成（続き＆重点化） 

（２）教材収集シートの教材チーム内での共有 

（３）教材収集で事前準備や工夫が必要なものの検討・計画  

（４）ここまでの成果の全体共有、提案会   
 

NIED 久世 

堀川、伊沢 

11：30 途中お昼休憩（60 分）  

12：30 
 

（５）提案を受けて、再検討(40 分)   

（６）教材収集の具体的準備    

 

13：10 
 

11．子どもたちとの交流＆チームでの役割の検討（60 分） 
（１）子どもたちとの交流についての検討（出し物、グループ活動） 

（２）チームとして行う各活動の内容把握と役割分担 

NIED 久世 

堀川 

 

14：10 休憩（15 分）  

14：25 
 

12．参加の準備や注意事項（75 分） 
（１）海外研修中の留意事項（安全、健康、ルールなど） 

（２）持ち物・準備事項、手荷物制限、その他留意事項 

（３）質疑応答   

NIED 川合 

JICA 木村 

 

15：40 
 

13．最終調整、事務連絡（20 分） 
（１）連絡事項 

（２）全体を通しての質疑応答 

NIED 川合 

JICA 木村 

 

▲研修の全体概要説明と受講者への期待 ▲教材収集の具体的準備 ▲学び合う仲間になろう！ 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事前研修］

１）こどもたちの思いを知り、伝える！ ６）人としてのスキルアップ↑↑ 

２）「わたし」と「パラグアイ」、もうつながってるYO！！ ７）自分を教材に！ 

３）わたしたちができること→わたしたちがしたいこと ８）国際理解教育の橋渡しを 

４）違いの良さを味わおう ９）違いを愉しむ人の育成 

５）♡「幸せの形」♡ 10）周りを巻き込む 

＜成果物＞  

■海外で学んでくる私たちが担っている役割 

 

 

 

■ 学習者の学びの柱ごとに設定したテーマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 作成した教材収集シート例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者の学びの柱 設定したテーマ 

１．訪問国に肯定的に出会う 

（多様性と同一性） 

Ａ 衣食住 

Ｂ 衣食住以外の暮らし・文化 

Ｃ 人々の気持ちや考え 

Ｄ 学校・子どもの生活 

２．日本と訪問国とのつながりを 

理解する 

Ｅ 日本とのつながり(貿易など) 

Ｆ 日本とのつながり(移民･JICA) 

３．共通の課題について共に考え･ 

共に越える 

Ｇ 教育・職業訓練 

Ｈ 格差是正・持続的経済開発 
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［出発前説明会］ 

出発前説明会  
 

＜ねらい＞ 
 
◇ 海外研修の最新情報について共有し、出し物・お土産・情報収集などの最終調整を行う。 

◇ 気持ちよく豊かに学び合うための約束・心がけを決め、結団し、出発する。 
 

 

＜プログラム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜成果物＞ 「気持ちよく豊かに学び合うための約束・心がけ」 

 

 

 

＜開催の様子＞ 
 

 

 

 

 

 

▲教材収集の確認 ▲約束・心がけづくり ▲出発時の記念撮影 

７月 ２７日（金）１３：００～１８：００

時刻 内 容 講師等 

13：00 １．開会、ねらいと内容の説明（5 分） JICA 木村、NIED 川合 

13：05 

 

２．安全対策ビデオ視聴（35 分） NIED 川合 

13：40 

 

３．最新情報と確認事項（60 分） 

・マナビノオトの見方、使い方 

・海外研修行程の１日の流れ（訪問、ふりかえり） 

・デジカメの時刻設定統一 など 

全体説明：NIED 川合 

１日の流れ：NIED 堀川 

14：40 

 

４．教材収集の確認（30 分） 

・教材収集シートでの情報収集内容の確認・共有 

進行：NIED 堀川 

          

15：10 休憩（15 分）  

14：25 

 

５．気持ちよく豊かに学び合うための約束・心がけ 

・仲間として／個人として          （30 分）

進行：NIED 堀川 

         

14：55 

 

５．チーム活動の準備・調整・練習（65 分） 

・出し物の練習   ・お土産の仕分け 

・学校での活動の確認（チーム別） 

進行：NIED 堀川 

         

17：00 

 

７．結団式 at カフェクロスロード（60 分） 

・主催者からエール→参加者からの抱負  

進行：JICA 木村、課長挨拶 

① 違和感も発見もみんなで共有 ④ Let’s  positive ⑦ 何事にもチャレンジ！！ 

② 素直でいよう♡ ⑤ アグイジェ ⑧ 時間を伝え合おう 

③ いつも笑顔で ⑥ 思いやろう！  
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事後研修］

 

事後研修  
 

＜ねらい＞ 
 
◇ 教師海外研修で学んだこと・得たことを基にした個人の授業実践プログラムを作成し、

評価指標の活用、相互提案などを通してより実践的な内容に深める。 
 

＜プログラム＞ 

時刻 内 容 講師等 

10：00 １．事後研修のねらいとスケジュールの確認 （10 分） JICA 木村（挨拶） 

10：10 ２．アイスブレーキング（20 分） NIED 堀川 

10：30 ３．授業実践プログラム作り①（ねらいの設定）（55 分） 
 （１）プログラムづくり・参加型手法レクチャー 

 （２）実践時間・対象に応じた「ねらい」の検討 

 （３）全体発表・共有 

NIED 堀川 

11：25 

 

４．授業実践プログラム作り②（プログラムの試作）（35 分）

 （１）ねらい・実践時間に沿ったプログラムの流れづくり 

 （２）プログラムへのアクティビティの当てはめ、学習者への

「問いかけ」の検討 

NIED 堀川 

 

12：00 休憩（60 分）  

13：00 ２．アイスブレーキング（10 分） NIED 堀川 

13：10 ６．指標による授業実践プログラムの相互提案（30 分） 
（１）６つの指標による相互提案 

NIED 堀川 

 

13：40 

 

７．授業実践プログラム作り④（最終まとめ）（60 分） 

（１）プログラムの作成、個別相談 

 （２）全体発表用模造紙への記入・プログラム完成 

NIED 堀川、伊沢、久世 

14：40 

 

８．授業実践プログラムの展覧会（15 分） 

（１）プログラム模造紙を壁に貼り、全体共有 

NIED 堀川、伊沢、久世 

14：55 ９．授業実践プログラムの発表＆提案会①（35 分） 

（１）発表者：プレゼンテーション×4 人（5 分） 

 （２）聞き手：よかった点／よりよくするための提案（3 分）

NIED 堀川、伊沢、久世 

15：30 休憩（10 分）  

15：40 

１０．授業実践プログラムの発表＆提案会②（35 分） 

（１）発表者：プレゼンテーション×4 人（5 分） 

 （２）聞き手：よかった点／よりよくするための提案（3 分）

NIED 堀川、伊沢、久世 

16：15 休憩（10 分）  

16：25 
１１．授業実践プログラム改善（60 分） 

（１）よかった点／提案をふまえてプログラムの改善、個別相談

NIED 堀川、伊沢、久世 

17：25 １２．実践に向けての私宣言！＆エール（10 分） NIED 堀川 

17：35 １３．実践報告フォーラム2019 での報告検討（20 分） NIED 堀川 

17：35 １４．事務連絡（5 分） JICA 木村、NIED 川合 

９月１日（土）１０：００～１８：００
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Ⅱ．出発前後の国内研修・説明会等［事後研修］ 

▲６つの指標による相互提案 ▲作成したプログラムの発表 ▲実践に向けての私宣言＆エール 

 

■ 授業実践プログラムの６つの評価指標 

● 開発教育・国際理解教育における「学習者の学びの３つの柱」に関する指標 

指標① 柱１：学習者が、「訪問国に肯定的に出会う」学びがあるか。 

指標② 柱２：学習者が、「日本と訪問国とのつながりや同一性に気づく」学びがあるか。 

指標③ 柱３：学習者が、「共通の課題について共に考え・共に越える」学びがあるか。 

● 学習者主体の参加型、収集教材の活用に関する指標 

指標④ プログラムに流れがあり、気づきから行動へとつながるものとなっているか。 

指標⑤ 学習者が、主体的に考え、学習者同士が学び合えるような問いかけや手法となっているか。 

指標⑥ 現地で収集・整理した教材が効果的に活用されているか。 

 

＜成果物＞ 

■ 授業実践プログラム例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜開催の様子＞ 
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Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び

 

 
 
※ 現地研修の「研修報告書」を一部編集して掲載した。 
なお、訪問先の番号は、4ページの現地行程表の番号と一致させています。 

 
 

［ 7／30 (月) ］  

①JICAパラグアイ事務所ブリーフィング＋懇親会 
 

海外経験豊富な米崎所長、近藤次長、村上さんであるが、決して

今までの経験からパラグアイという国やパラグアイ人を決めつける

ことなく、パラグアイをもっと知って、目の前の人たちと共に同じ

目線で活動していきたいという熱意をもっていた。米崎所長の「国

際協力を日本の文化に」という言葉が印象的であった。そのために、

私たち教師がすべきこともたくさんある。子ども達の視野を広げ、

国際協力とは何かを考えさせるため、教師が体験したことを子ども

達だけでなく、親にも発信し理解を深めることが必要だと言われた。

大石さんのブリーフィングは分かりやすく、かつ課題と現状について詳細に、資料以上の情報が伝わってきた。

具体的にはパラグアイの基本情報や日本との関係、JICAが関わった各プロジェクトのねらいと成果、今後の課

題などである。大石さんは「日本とパラグアイを繋ぐことが日系人としての私の使命だ」と言っていた。丁寧

な説明の随所で、大石さんの想いが伝わってきた。（石田秀憲） 

 

［ 7／30 (月) ］  

②ニホンガッコウ（私立幼稚園～大学）／青年海外協力隊（小学校教育）

活動 
 

最初の訪問先ということもあり、緊張していた私たちだったが、

日本とパラグアイの国旗を持った子どもたちに歓迎され、すぐに気

持ちがほぐれた。まず、オルテガ校長から25年もの歴史あるニホン

ガッコウの概要を聞いた。日本で研修を受けたパラグアイの教員が、

日本式の教育に感銘を受けたことから創設された私立学校である、

学校に通う子どもたちの 95％以上はパラグアイ人であるというこ

とに驚いた。小学生の算数の学力向上を目的に活動している青年海

外協力隊の西野宏明さんからは、日本式の算数指導を現地の先生方

に取り入れてもらうまでの苦労、子どもたちが黙々とプリント学習を行うことができるようになるまでの苦労

などを聞くことができたとともに、西野さんの教育に対する熱意に感銘を受けた。訪問した日はパラグアイの

「友情の日」であり、嬉しそうにプレゼント交換をする子どもたちの姿があった。私たちとの交流の時間に見

せたパラグアイの子どもたちの笑顔と、日本の子どもたちの笑顔が重なった。（伊藤聡子） 

 

［ 7／31 (火) ］  

③小規模ゴマ栽培農家支援のための優良種子生産強化プロジェクト、小

規模農家の輸出農作物安全性向上プロジェクト／アスンシオン国立

大学UNA農学部 
 

Ⅲ．現地研修の様子と受講者の学び 
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日本は、ゴマをほぼ100％海外からの輸入に頼っている。その約30％がパラグアイからだ。アスンシオン大

学では、リーデルさんと滝本専門家からプロジェクトが始まった経緯や内容を聞いた。このプロジェクトでは、

種子の研究や商品化に向けて研究、残留農薬の研究を取り組んでいる。そして、ゴマを生産している小規模農

家が自立し、貧困が改善されることを目指している。生産現場だけでなく、輸出まで見通した対応ができるよ

うに会議が行われているそうだ。ゴマの生産に関わっている行政や業者、大学、そして滝本専門家で会議をす

ることで、お互いに意見交流し、問題を特定から解決に向けて取り

組んでいるようだ。話を聞いて、普段食事をしていても食材がどの

ように日本まで届いているのか考えたことはなかった。しかし、現

在、品質の整ったゴマを日本に届けられているのは、パラグアイ人

の努力と海外でパラグアイ人と共に課題解決に向けて取り組む滝本

専門家のような方のおかげであると痛感した。輸入する側だけの利

益でだけではなく、輸出する側にも利益がある両方のWin-Winな関

係が不可欠であると痛感した。（加藤寿恵） 

 

［ 7／31 (火) ］  

④白沢商工株式会社（日系人ゴマ生産者） 
 

白沢商工株式会社の社長が当時、非常に貧しい家庭にゴマの栽

培を推奨し、はじめは少数の生産者しかいなかったが、徐々に噂

が広まり、多くの人がゴマ栽培を始めるようになった。それによ

り生活水準が高まり、病気になっても薬が買える等と生活が向上

した。白沢社長との意見交換では白沢社長の生い立ちを聞いた。

白沢社長は日本で生まれ育ったのだが、戦前に家族がブラジルに

いたこともあり、子どもの頃から南米に憧れを抱いていた白沢社

長と兄弟の南米に帰国したいという思いから、パラグアイに住む

こととなった。白沢社長との意見交換で印象に残っているのは、「何十万人の貧困層が病気になったら薬が買

える等といった、生活向上をすることが使命である」という言葉であった。人々を救いたいといった熱い思い

が伝わってきた。また、現地の人々とゴマ栽培をするにあたっては、現地の目線に立って考えることが大切で

あるということであった。どんな活動においても、現地の人々が何を必要としているのかを感じ取り、協力し

ていくことが大切だと思った。（川合孝弥） 

 

［ 7／31 (火) ］  

⑤JICA ボランティアとのワークショップ＋懇親会（レスリング、青少

年活動､日系日本語教師） 
 

ワークショップでは、日本の良さと課題、そしてパラグアイの

良さと課題を青年海外協力隊の方と見つめた。私は特に「優しさ」

についての捉えが深まり、とても興味深かった。例えば、日本の

「礼儀正しい」「おもてなしの精神」は他者への優しさの表れと考

えていたが、見栄を張っていたり他者の目を気にしすぎていたり

することもあるのではないか。また、パラグアイの「家族を大切

にする」「知り合いは家族同然に過ごせる」も、優しさというより

これが当然のこととして生活しているのではないか。もちろん全

員が当てはまるわけではないが、「優しさ」１つとっても多様な優しさがあり、多様な価値観があることに気

付かされた。私たちはまだ数日しかパラグアイのことを知らないが、パラグアイに滞在し、現地の方と仕事を
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し生活する中で、多くの気付きや考えがあることが分かった。奮闘しながらも任務の遂行に全力を注いでいる

青年海外協力隊の方から、多くの刺激をもらった。（椙山紗希） 

 

［ 8／1 (水) ］  

⑥サン・エンリケ・デ・オソ小学校／青年海外協力隊（小学校教育）活動 
 

サン・エンリケ・デ・オソ小学校では就学前教育から基礎教育課程１年生～９年生への授業を行っている。

小学校に訪問すると、パラグアイならではの踊りや、歌などを披露し、私たちを歓迎してくれた。その後、子

ども達と新聞ダンスやしっぽ取りをして交流をした。始めは緊張しているように見えた児童たちであったが、

体を動かすことによってすぐに打ち解けられた。その点は日本と共通しているのではないだろうか。「教育が

義務だからではなく、思いをもって子ども達と接しています」という校長先生の言葉が印象的である。その言

葉の通り、子ども達の、先生を見る表情はとても柔らかく、先生方

が普段から愛情深く子ども達と接していることが垣間見えた。教室

に入ると、自作の教材が多数置いてあった。布やペットボトルの蓋

など、身近にあるものを使った、子ども達の理解を助ける教材であ

った。ふと日本のことを考えてみる。最近は、百円ショップなど格

安で物が手に入ることもあり、物が壊れればすぐに捨て、新しいも

のを安値で買う。物を大切にする気持ちが薄れてはいないだろうか、

と考えさせられた。（髙橋泉名） 

 

［ 8／1 (水) ］  

⑦サンタ・ロサ・デ・リマ小学校、ミタイ・ミタクニャイ子ども基金、

Juvensur（現地NGO）／カテウラ地区 
 

今回の研修で最も多くのことを考えさせられたカテウラ地区の訪問。パラグアイ中の大多数のゴミが運搬さ

れてくるこの地区に住む家庭は、そのほとんどが埋立地からリサイクル品を採集して売買することで生活を営

んでいる。Juvensur の青年は「この地域に住んでいたわたし達が、この地域に対して根付いている差別や偏見

を無くすための働きかけをしていきたい」と力強く語っていた。鼻を刺すような匂いと居住区を取り巻くあの

悲惨な光景は、実際に現地に足を運ばなければ知り得ないことであった。国際機関からも改善要求が出されて

いるようだが、明らかに政治的解決が必要だと感じた。この居住区の片隅には、ここで暮らす子ども達が通う

サンタ・ロサ・デ・リマ小学校がある。ミタイ・ミタクニャイ子ど

も基金は現在、この小学校に校庭を作るための活動をはじめ、たく

さんの活動をされている。サンタ・ロサ・デ・リマ小学校の校長先

生はご自身もこの居住区出身である。「子ども達には卒業したら少し

でも偉くなってほしい。この学校に教師として戻ってくる子がいれ

ば、本当に幸せである。」と語っていた。（宮川勇作） 

写真提供：特定非営利活動法人ミタイ・ミタクニャイ子ども基金 

 

［ 8／1 (水) ］  

⑧カテウラ音楽団 
 

真剣に楽譜と向き合い合奏に臨むこどもたちの表情に、鳥肌が立った。ゴミ山に溢れる金属から作られたと

いう楽器たちは、カテウラの人々の知恵と工夫が結集したものであり、人々の思いを紡ぐように優しい音を響

かせていた。活動を始めた当初は、団員も少なく、こども同士で楽器を奪い合ったり、楽器で相手を叩いたり
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してしまうこともあったそうだ。しかし年月が経ち、団員も大幅に増え（現在約400人）、活動の幅も広がり、

集団の中で規範意識や責任感が身につき、リーダーシップを発揮で

きるこどもが増えてきたという。「音楽を通して彼らに『価値観』を

伝えたい」というファビオ団長の信念は、確実にこどもたちの心に

根付いていると感じた。訪問の最後に受講者８名で「上を向いて歩

こう」（歌＋リコーダー）を披露した。途中、弦楽器(アルパ)のメン

バーがアドリブで伴奏に参加してくれて、演奏を華やかに盛り上げ

てくれた。演奏後には盛大な拍手と歓声。音楽で心が通じ合ったと

感じられた瞬間だった。（村上偉代） 

 

［ 8／2 (木) ］  

⑨サグラード・コラソン・デ・ヘスス小学校／青年海外協力隊（青少年

活動）活動 
 

サグラード・コラソン・デ・ヘスス小学校はカナダのキリスト教団体が設立し、同団体からの支援で運営が

できている。政府からの支援はほぼないそうである。運動場も整備されているわけではなく、サッカーボール

も空気の抜けたペコペコの状態であったが、子ども達とサッカーをしたり、大縄跳びをしたりして楽しく交流

することが出来た。校長先生自らサッカーに参加し、子ども達と一緒になってボールを追う姿も印象的であっ

た。環境に関係なく、私も児童・生徒と過ごす時間を大切に

できる教師でありたいと思った。また、情報の授業も参観さ

せてもらった。コンピュータは使用済みのものを寄付しても

らう形で、子ども達３～４人につき１台程度の割合であった。

情報の時間と外で遊ぶ時間のどちらが好きか尋ねたところ、

半分ずつくらいで手が上がったのも興味深かった。情報の授

業には、大学生が「夢を育てるプロジェクト」の一環で、ボ

ランティアとしてプログラミングの知識を教えに来ていた。

（石田秀憲） 

 

［ 8／2 (木) ］  

⑩カアグアス市職業訓練高校／青年海外協力隊（野菜栽培）活動 
  

パラグアイに764校ある職業訓練校の一つで、８学科で構成され、約1,000名の生徒が在籍する中高一貫校

である。私たちは、青年海外協力隊の太田至さんが行っている農牧科の野菜栽培の活動を見せてもらった。太

田さんが赴任してきたころは雑草だらけの更地だった場所。そんな場所が想像できないほど立派な畑になって

いた。スコップや鍬を使って畑の畝を作る姿、大きな袋をもって肥料を撒く姿など、生徒たちの姿を見ただけ

で野菜栽培に対する想いを感じ取ることができた。将来の夢は「農

業エンジニア」「大学で農業の勉強をもっとしたい」「獣医師になり

たい」と語るなど、彼らの眼差しはきらきらとしていた。派遣期間

が残り２か月となった太田さんは、「生徒たちは自主的に活動するこ

とができているから安心して任せられる。後悔はない」と話してい

た。この活動を通して太田さんが生徒たちに伝えた想いを、今後は

さらに後輩たちへと受け継いでいってくれることを願う。（伊藤聡

子） 
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［ 8／3 (金) ］  

⑪イグアス湖流域総合管理体制強化プロジェクト、イグアスダム 
 

電力公社「ANDE」の方々から、イグアス湖流域の環境保全の取り

組みについての話を聞いた。ここでは、イグアス湖周辺の森林を保

全するために、植林活動や教育関係者に対しての技術移転を行って

いる。最終目標として、安定的に水を供給すること・持続的に電力

を供給すること・森林保全をすることが挙げられていた。目標を達

成するために特に印象的だったのは、子ども達への環境教育だ。「子

ども達は、魚を見たら捕れる。森を見たら、狩りができるというイ

メージをもっている。」そうだ。目先のことだけを考えるのではなく、

持続可能な社会になるように、子どもの頃から学ぶことによって、波及効果が高いということに共感した。信

念をもって、活動されている様子に心打たれた。イグアスダムは、あいにくの雨模様だった。ダムからは、勢

いよく水が放水されていた。ダムの勢いとは対照的に、湖はとても静かだった。岩場には、鳥たちが羽を休め

ており、立ちこめる霧の織りなす風景はとても美しかった。この広大な自然がいつまでも続くように願うばか

りである。（加藤寿恵） 

 

［ 8／3 (金) ］  

⑫イグアス日本人会、同診療所、移住資料館＋懇親会 
 

イグアス日本人会は日系の人の会費で診療所、日本語学校が運

営されている。診療所の経営は非常に厳しいようだが、日系の方

やその地域に住むパラグアイ人にとってはなくてはならないもの

である。また、日本語学校も教員のなり手がいない等の問題を抱

えている。そのなかでも、イグアス日本人会が中心となってこの

コミュニティを支えている。移住資料館では、移住の歴史を知る

ことができた。戦後、日本は国策としてパラグアイに多くの移民

を送った。当時、パラグアイとしても労働力が欲しかったため、

移民の受け入れを行った。日本人の多くは異国の地で成功を収めるという大きな希望を抱いて、パラグアイに

渡った。しかし、当時のパラグアイは木々で覆われており、開拓から始めなければならなかった。なかには、

日本へ帰国する人もいたようだが、移民をした人たちは土地を開拓し、農業を始めた。いつかは日本に帰ると

思っていたため、子どもへの日本語教育も大変熱心にする家庭が多かったようである。現在の日系３世、４世

の世代とは日本語を勉強する意味合いが大きく異なっているようである。（川合孝弥） 

 

［ 8／4 (土) ］  

⑬イグアス日本語学校 
 

日本人移住地内にある日本語学校からは、日本語の挨拶が聞こえ

てきた。朝礼では君が代の斉唱があり、授業も基本的に日本語で進

んでいた。授業では、辞書を片手に読み方や意味を調べる姿、原爆

や移住の歴史の文章から日本語を学ぶ姿が多くあった。日本の文化

や習慣も大切にしつつ、言葉を少しでも多く教えようとする姿勢が

感じられた。子どもたちと話してみて、カレーライスが好きだった

り家族のことを笑顔で話したりするところは日本人と通じるものを

見つけた。しかし、友達同士で話すときにスペイン語の方が話しや
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すい様子も見られた。現地教員との対話の中でも、家庭でのスペイン語の使用が多いことや、日系２世3世と

世代が進むごとに日本語が薄れていくことに課題を感じているようで、日本と同じ国語の教科書を使っている

が、「国語」ではなく「日本語」を教えているということが印象的だった。世代が進むことには逆らえないが、

その中で少しでも日本人としての読み書きの力を付けようとするところに、考えさせられるものがあった。（椙

山紗希） 

 

［ 8／4 (土) ～ 8／5 (日) ］  

⑭ホームステイ 
 

1 泊 2 日のホームステイは、パラグアイの人々の大らかな優しさの源を知

ることができた時間だった。わたしがお世話になったイリさん一家は、お父

さんが獣医で、お母さんは音楽の元教師というご家庭であった。自宅の裏に

はヤギやニワトリの小屋があり、さらに奥には畑があった。訪問直後に振る

舞ってもらった昼食に鶏肉の煮込み料理があり「とてもおいしいです。」と頬

張っていると、「この鶏肉は、庭で育てたニワトリの肉よ。」と教えてくれた。

日本では、食品の半分以上を輸入に頼っているのに食べ残しや残飯が減らな

い。食べものはもともと生きていた命であることを再認識させられ、自らの

価値観を揺さぶられた。夜は、マテ茶を飲みながら楽しく語り合い、日本か

ら持っていった浴衣をお父さんに着てもらって、一緒に盆踊りを踊った。と

てもゆったりとした笑いの絶えない贅沢な時間であった。帰国後もお母さん

から「家族は元気にしている？」と連絡があり、一生の宝物のような出会い

をさせてもらった気持ちになった。（宮川勇作） 

一瞬一瞬がとても尊く感じた。見ず知らずの日本人をハグで迎

えてくれた。お母さんは、「私がもう一人の母親よ」と歓迎する気

持ちを、言葉にしてくれた。初めて会ったはずなのに、安心感に

包まれた。受け入れてもらっていることを言葉や行動に起こして

表現してもらえることは、こんなにも嬉しく、心豊かになるのだ

ということを感じた。私がお世話になった家族は、朝、起きてき

た人からリビングに集まり、マテを回す。何を話すわけでもなく、

ただ同じ空間で同じ時を共有する。そうするうちに、お母さんが

用意した朝ごはんができ、食べ終わったら、全員外のテラスに出て音楽を聴きながら、また同じ時を共有する。

日本だと、何かしようとしてしまいがちな私にとって、こういった時間は新鮮であった。日本でも同じ形でな

くとも、忙しさの中にほっとする時間を作りたい。また、ホームステイ先の家族が私に尊いと思える時間をく

れたように、私も自分だけでなく、周りの人の時間も同じように尊いものであることを忘れずに生活していき

たい。（髙橋泉名） 

ホストファミリーは、「あれこれやってみたい」という好奇心旺盛

な私たちをとにかく温かく受け入れてくれた。連れて行ってもらっ

た繁華街では車の往来にドギマギし、モンダウの滝ではその迫力に

圧倒され、明け方の牧場では人生初の牛の乳搾りにはしゃいだ。牧

場を駆け回る鶏たちを見て、前の晩の食事を思い出し、「ここにある

命を戴いたのだ」と感謝の気持ちが湧いた。搾りたての牛乳は、今

までの人生で一番美味だった。雄大な自然の中で「生かされている」

ことを実感した。二日目は、留学するホストシスターの送別会。彼

女の友人らとその家族が大集合していて、つながりを大事にする現地の人々の温かさを感じた。図らずして現
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地の高校生と交流できる機会となり、日本の文化や学校の様子を紹介したり、夢や価値観について語り合った

りした。夢を語る高校生のエネルギッシュな様子に、活力をもらえた。ホームステイの最後は、集まった人み

んなとハグをしてお別れ。無性に寂しくて泣けた。短い時間だったが、温かな雰囲気の中過ごせて本当に幸せ

だった。（村上偉代） 

私は父親がパン屋さんで母親が校長先生という家庭にホームス

テイした。到着し父と話をしていると、早速テレレが始まった。

スペイン語が全く分からず、ものすごく高い言葉の壁に一瞬でぶ

つかった。しかし、分からな過ぎてジェスチャーや指差し会話帳

を駆使し何とか返事をしようとすることに楽しさを感じた。外国

語の授業での子どもの気持ちを痛感するとともに、コミュニケー

ションについて考えさせられた瞬間だった。また、娘の15歳の盛

大な誕生日パーティーの招待状を配りに回るのに同行し、訪問し

た知人宅には、所狭しと鶏や鴨、豚がいた。全てが食用だと聞き、命をいただくということを感じた瞬間だっ

た。お別れでは手紙を読むと家族が涙目になり、みんながハグしてくれた。1 泊しかしていないのに、私まで

涙が込み上げてきた。私たちを家族として迎え入れてくれたこと、何とか思いを伝え合おうとしたこと、一緒

にご飯を食べたこと、全てに温かさを感じた。（椙山紗希） 

 

［ 8／6 (月) ］  

⑮東部地域・酪農振興のための農業研修拠点の形成と人材育成支援プロ

ジェクト、近隣酪農家／セタパール財団 
 

セタパール財団では、草の根技術協力事業として、帯広畜産大学とともに東部地域・酪農振興のためのプロ

ジェクトを行っている。このプロジェクトの目的は、農協技術者の酪農に関する専門能力の向上と適切な農家

指導の実践・財団がアルトパナラ県の農業研修拠点として機能すること・農業大学対象の酪農研修の強化であ

る。私たちは、このプロジェクトに携わっている小川専門家に話を聞いた。小川専門家は「ニーズに合わせる」

「次につながる」ということを大切に、活動を行っていた。財団にあるデモ農場に、機械を導入したりすれば、

もっと効率がよくなるかもしれない。しかし、そのようなことは、普通農家で行うのは難しいため、デモ農場

で行っても意味をもたなくなってしまうのだ。あくまでも、普通農

家のニーズにあった技術協力を目的としている。また、次に繋げる

ため、モデル農家への訪問は必ず酪農技術者を一緒に連れて行くそ

うだ。そうすることで、酪農技術者の技術が向上し、次の技術者の

育成に繋がるのだ。「育てることの大切さが分かれば、食べるという

ことが変わってくる」という小川専門家の言葉は、自分たちの食に

ついても考えさせられた。（髙橋泉名） 

 

［ 8／6 (月) ］  

⑯イグアス市農協、地方のスーパーマーケット 
 

イグアス市内のスーパーメルカドには、たくさんの品物が所狭し

と並べられていた。日用品や食料品まであらゆる生活用品が一遍に

揃いそうな品揃えであった。日系社会があるイグアスだからなのか、

日本で売られているお菓子や即席商品など馴染み深いものも多くあ

った。食料品は日本の業務用スーパーに近いものがあり、野菜や肉、

米などは一つ一つのサイズがかなり大きかった。ペットボトル飲料
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は1本5リットルのものもあり、その大きさに驚いた。パラグアイでは、特に週末になると自宅に多くの友人

を招いて食事をすることが日常的である。そういった機会には、大きいものを買って用意しないとすぐになく

なってしまうのだそうだ。地方の大型スーパーでは、会計途中の方がわたし達に話しかけてくれる一場面があ

った。驚いたのは、つい話に夢中になり、支払いをせずに話し込んでいたその方に、列に並んでいた周囲の人

が誰も急かすようなことを言わず、むしろ微笑みながら一緒に聞いてくれていたことである。心にゆとりがあ

る人達が多いパラグアイだからこそ垣間見られた一幕であった。（宮川勇作） 

 

［ 8／7 (火) ］  

⑰ニャンドゥティ工房 
 

伝統工芸が長く次の世代に伝承され続けるということは、単に

その地域に技術が残るということだけではなく、そこに暮らす

人々の思いが残っていくということなのかもしれない。ニャンド

ゥティやアオポイなどに触れ、手に取ったり工芸体験をしてみた

りしたことで、その繊細さに圧倒され、守られてきた伝統の重み

を実感した。驚いたのは、ニャンドゥティには図柄が３００種類

以上あって、その１つ１つが、歴史の中で少しずつ編み出されて

きたものだということ、そしてその技術が全て口承で残ってきた

ものだということ。デザインのモチーフには小麦やかまどの形が使われていて、パラグアイの人々の家族愛や

自然を愛する心が伝わってくる。日本にも様々な伝統工芸があるが、その多くは後継者問題などで途切れつつ

ある。モノに溢れた社会の中で、人々の工芸品そのものへの関心が薄くなっているのも要因かなと思う。日々

を丁寧に過ごしていくことが、ヒトやモノとの温かいつながりを思い出すための大切な手立てなのかもしれな

い。（村上偉代） 

 

［ 8／7 (火) ］  

⑱ロマ・ピタ母子病院／青年海外協力隊（看護師）活動 
 

ロマ・ピタ病院の名前は母子病院であるが、実際は総合病院として機能していて、多くの患者が訪れる。数

年前から診察室が足りなくなったため、敷地内には現在診察室として使われている中古のコンテナがいくつも

立ち並んでいた。ロマ・ピタ病院は訪問介護を実施したり、高齢者の診察待ち時間が短くなるように、スマー

トフォンのアプリケーションを用いた予約システムを導入したりしていた。青年海外協力隊の塩川さんは常に

患者の意思を尊重していて、その姿勢にも心を打たれた。患者が治

癒されることによって元気になる時だけでなく、望む最期を迎えら

れるように心がけていた。「高齢者は私たちよりも生活してきた時間

が長いから、彼らの文化や生活習慣を尊重しながら接することが大

切だ」と言っていたので、常に相手の視点で接していることが伝わ

ってきた。日本にいても外国にいても、あるべき姿は変わらない。

目の前の一人一人と丁寧に向き合っていくことが大切なのだと感じ

た。（石田秀憲） 

 

［ 8／7 (火) ］  

⑲JICAパラグアイ事務所報告会＋懇親会 
 

JICAパラグアイ事務所の近藤信孝次長をはじめ、青年海外協力隊や専門家の方々、私たちを含め総勢30名

での報告会と懇親会。まず、私たち受講者８名が「価値観を揺さぶられたもの」「今後、子どもたちにどう還
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元していくか」についてのスピーチをした。それぞれの学んだことや感じたことを共有することで、より学び

を深めることができた。何かを学ぶためには、五感で学ぶこと以上のものはないと改めて感じた２週間となっ

た。懇親会では、アサードをはじめパラグアイ料理を食べながら、アルパの生演奏を聴いたり、パラグアイダ

ンスを見たりするなど、お世話になった方々と充実した時間を過ご

した。さらに、私たちもアルパの演奏やダンスをすることができ、

パラグアイの文化も体感することができた。何よりも私たちの励み

になったのは、みなさんからのエール。たくさんの方々からの言葉

を胸に刻み、今後の実践に向けての決意を固めた会となった。この

研修でお世話になった方々への感謝の気持ちを、日本の子どもたち

への実践という形で恩返ししていきたい。（伊藤聡子） 

 

［ 8／8 (水) ］  

⑳アスンシオン市内見学、教材収集／コロン通り、文房具屋、ランバレ

の丘 

 

ホテルの窓から外を眺めると、ところどころに高層ビルが建ち、ラパーチョ（日本の桜に似た花）がきれい

に咲き誇っていた。至る所にラパーチョが咲いていて、それを見る度に元気になった。アスンシオンの町は、

田舎にどこまでも広がる農地ののどかさに比べて、人の活気があった。コロン通りには、マテ茶のポットを始

めとして革細工やパラグアイの衣装であるアオポイ、シルバーのア

クセサリーなど様々なお店が軒を連ねていた。どれを子ども達に見

せたら、パラグアイでの経験が伝わるのかと考えながらお店を見て

いると、とてもわくわくした。ランバレの丘からは、アスンシオン

市内やカテウラを見渡せた。カテウラのゴミの埋め立て地周辺には、

街中に咲き誇っていたラパーチョは、あまり見当たらなかった。カ

テウラを眺めながら、目の前の課題に目をそらさず取り組もうとこ

れからの決意をした。（加藤寿恵） 

 

 ［ 全般 ］  

パラグアイでの食事 
 

パラグアイの食事での第一印象は、肉文化であるということである。アサードはパラグアイの代表的な食事

の一つであり、パラグアイの家庭では週末に食べられることが多いようである。実際に、本研修でもアサード

を食べる機会が多く、レストランではさまざまな部位を味わうことができた。また、ホームステイでもアサー

ドを作り、家族で食べた。アサード以外にもミラネッサ、ソパ・パラグアージャ、マンジョーカ、チパ、エン

パナーダ等とさまざまな食事がある。一般的には、朝晩は軽く済ま

せ、昼にしっかりと食べる家庭が多いようである。日本食に比べる

と油をよく使うせいか、胃もたれをすることもあった。飲み物では、

マテ茶はパラグアイでは欠かせないものである。どの人も水または

お湯の入ったポットのようなものと、マテ茶の茶葉の入ったコップ

を持っている。街中では、薬草をすり潰したものがよく売られてい

た。肉文化であるということもあり、このマテ茶がよく飲まれるよ

うだ。（川合孝弥） 
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● 石田 秀憲 

近年、私たち日本人の日常生活において、外国との関係は

至る所に存在している。食べ物は外国から輸入されているも

のが多く、服や電子機器なども海外で生産されているものが

多い。しかし、普段の私はそこまで外国とのつながりを意識

して生活しておらず、生徒にも日本と外国とのつながりを感

じさせるような指導ができていない。生徒たちが外国へ行く

機会だけでなく、日本で生活をしていても外国の方と接する

機会があるはずである。日頃から日本と外国のつながりを意

識できる大人、そして海外で起こっている問題も他人事では

なく、自分にも関係のある問題だと考え行動できる大人を育

成していきたい。この研修で感じたことを授業実践で活かし、

英語教師としてだけでなく、生徒にとっての身近な大人とし

てロールモデルに近づきたい。その目的を達成するために、

授業実践の構想も意識して研修に参加することができていた

ので、現時点では目標点に達している研修だといえる。 

● 伊藤 聡子 

地球の未来を担う子どもたちを育てるために、教育者のひ

とりとして何ができるのだろうか。まずは、私自身が視野を

広げること。ひとりの人間として、そして教育者として、ひ

と回りもふた回りも成長したいという思いをもって臨んだ研

修であった。本研修では、パラグアイの歴史や自然、日本と

パラグアイとのつながり、国際協力をしている人々の想いな

ど、さまざまなことを五感で体感することができた。さらに、

日本文化の魅力、日本人としての誇りをパラグアイで暮らし

ている人々から学んだ。そして、日本人だから…パラグアイ

人だから…ではなく、ひとつしかない地球で暮らす仲間とし

て、世界共通の課題に向かって共に解決していかなければい

けないことを再認識した。また、本研修を共にした仲間から

は、さまざまな角度から物事を捉えることの大切さを学ぶこ

とができた。これらの学びは、私の一生の財産となった。本

研修で学んだことを周りに広め、教育を通して持続可能な社

会を築いていく人を育てていきたい。 

● 加藤 寿恵 

本研修に参加するにあたって、「共生」という視点で現地の

状況を視察したいという思いがあった。特にパラグアイでは、

日系移民を多く受け入れているという歴史的な背景から日系

人がどんな思いで暮らしているのか関心があった。現地で起

業している白沢社長や日本人会の方々から、実際に話を聞く

ことができた。「パラグアイ人の生活を良くしたい」や「私た

ちを受け入れてくれたパラグアイ人に感謝している」という

話が特に印象的であった。パラグアイのことを愛し、敬い、

そして使命感をもって過ごしているという熱い思いに感動し

た。そして、パラグアイ人と良好な関係を築いていくために

大切なことを聞くと「パラグアイ人の目線に立って伝えるこ

と、相手のことを知ること」と話していた。同じ目線に立ち、

相手の立場に立って考えることで、互いに歩み寄り、良好な

関係を築くことができたのではないかと感じた。人種や国籍

などに関係なく、‘人として‘関わり合うこと、これは学校教

育でも同様に大切だと思う。このような日系人の思いも織り

交ぜながら授業実践に取り組んでいきたい。 

● 川合 孝弥 

本研修への参加の目的は大きく二つあった。開発教育・国

際理解教育への理解を深めることと、実際にパラグアイを訪

れ、自らが目で見て、感じたことを生徒たちに伝えることに

よって、還元していくことである。現地研修では、一つの途

上国の教育、農業、環境、日系社会、医療の視察をしたり、

そこで活躍している青年海外協力隊の方や日本人の方と意見

交換したりした。青年海外協力隊の方の活動を通して、国際

理解とは何なのか、自らに問いかけ、考えることができた。

そして、理解を深めることができた。また、さまざまな分野

の現場を視察することができ、専門科目の授業のみならず、

進路等の総合的な学習の時間や部活動でも授業実践ができる

と考えている。生徒たちが興味関心を持ってもられるような、

きっかけを作ったり、進路実現に役立てたりすることができ

るように授業を実践していく。 

● 椙山 紗希 

私の現地研修での目的は、学校や子どもたちに還元する内

容をたくさん持ち帰ることだった。出発前は、帰国後に何を

アウトプットできるのか自分に必要以上にプレッシャーをか

け、楽しみな反面不安がものすごく大きかった。しかし、現

地研修は分刻みでたくさんのスケジュールがあり、その分、

単に学ぶことが多いだけでなく多様にあり、より多くの分野

について学べた。だから、当初抱いていた不安とは裏腹に、

学ぶことが多すぎて「何を」ではなく「どのように」アウト

プットするかに視点を移せたことは、私にとって大きな成果

であった。また、訪問先での学びももちろんあるが、移動中

や途中のワークショップでの仲間の発言が私に新しい気づき

や視点を与えたことも多くあり、とても有意義だった。その

ため、目的の達成度は予想以上の学びがあり 100％を大きく

超えていると感じている。ただし、どのようにアウトプット

していくのかまだまだ工夫を凝らす必要がある。今後の研修

Ⅳ．帰国後の報告

現地研修報告書 

※現地研修の「研修報告書」を一部編集して掲載した。

１．現地研修に対する各自の目的とその 

達成度 
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をもとに学んだ情報を整理し、授業実践に生かしていきたい。 

● 髙橋 泉名 

本研修に参加した理由は２つある。一つ目は、自分自身が

見て感じ，子どもたちが他国を五感で感じることのできる生

きた教材を持ち帰りたいと思ったからである。二つ目は、教

師として視野を広げ、新しい価値観をもって子ども達と関わ

りをもちたいと思ったからだ。五感を使ってパラグアイを感

じたことで，インターネットからでは分からないことをたく

さん得ることができた。日本が何故海外支援をしているのか、

現地ではどのような教育が行われているのか、パラグアイの

人はどのような生活を送っているのか、なぜ日本からの移民

がたくさんいるのかなど、多くの人と出会うなかで生の声か

ら学ぶことができた。知識だけでなく，そこに住む人々の気

持ちを知ることができたことは、とても貴重な体験となった。

また、多くの出会いは私を教師としてだけでなく、人として

も成長させてくれた。 

● 宮川 勇作 

私は、今回の研修が人生初の海外渡航だった。これまでは、

「日本人らしさ」といっても、周囲から聞く話やメディアな

どの情報を介して受け取ることが全てで、自分自身の体験か

らそれを感じたことがなかった。一教育者として、今後、目

の前の子ども達を国際的な視野を持つひとりひとりに育てて

いきたいという観点から、この研修で学ぶことを子ども達に

還元することができたら、これ以上ない喜びであると感じて

いた。実際に本研修に参加することで、一言では言い表すこ

とができないぐらいのとても大きな学びを得た。異国の文化

や習慣、国民性やさまざまな環境、懸念されるたくさんの課

題。そのどれもが先進国の日本に住む私にとって、非常にイ

ンパクトのあるものだったが、一番感銘を受けたのは、現地

に生きる人々の寛容的で大らかな人格、そして、「教育」に対

する甚深たる思いである。その一端を担う教育者として、本

研修にてまさに「五感で得たこと」を子ども達や同僚、周囲

の人達に伝え抜いていきたい。 

● 村上 偉代 

現地の文化や人々の暮らしに触れて、仲間とともにさらに

学びを深めたい。そして「幸せとは何か」を、子どもたちと

一緒に考えていきたい。申込当初の私の思いである。日々子

どもたちと接していて感じる彼らの生きづらさ、幸せの感じ

にくさの背景は、どのようなところにあるのか。海外研修を

通して、新たな視点を得ることができればと考えていた。参

加してみての達成度は、100%と表すにはあまりにも少な過ぎ

る。多くの訪問先で出会う、使命感に燃えて活動される方々、

子どもたちの屈託無い笑顔と澄んだ瞳。現地研修を通して、

ともに学んだ仲間たちはかけがえのない存在となり、語り尽

くせないほどの貴重な経験ができた。生物の教員である私に

とって、ゴマの品種改良や酪農、植林活動の現場を訪問でき

たことも有難かった。家族を愛し、友達を愛し、すべての命

に感謝して生きるパラグアイの人々の表情を、日本の子ども

たちに伝え共有し、「幸せとは何か」を考える活動につなげた

いと考えている。 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

● 石田 秀憲 

「訪問国に肯定的に出会う」ということを出発前から随分

と意識してきた。生徒たちにも国際理解教育をする上で、こ

の態度を伝えていきたい。しかし、滞在中に各訪問地へ行く

につれ、意識する必要がなくなっていった。なぜなら、訪問

先の現地の方々が私たちの訪問を温かく迎えてくれたからで

ある。人と肯定的に出会うには、訪問する側だけでなく、出

迎える側の態度も重要な要素であると気づかされた。私は普

段の生活の中で、現地の方々のような温かな対応を、職場や

家などの訪問者にしているだろうかと考えるきっかけになっ

た。「国と肯定的に出会う」ということは、非常に基本的な部

分では「その国の人たちと肯定的に出会う」ことなのだと思

った。国際問題や各国の抱える問題に目を向け、知識を深め

ることも重要であるが、その知識によって偏見や疑いをもっ

て接するのでなく、目の前の一人一人を温かく受け入れられ

る人でありたい。また、生徒たちにはそのような大人になっ

てもらいたい。 

● 伊藤 聡子 

「ここがあなたたちの家だと思って、いつでも帰ってきて

ください」どこの訪問先でも言われた言葉。「あなたは私の娘

だよ」ホームステイ先で言われた言葉。「パラグアイに一人の

友達がいることを忘れないで」私たちを各訪問先まで送って

くれた運転手さんの言葉。全く知らない人同士がすれ違った

だけでも笑顔で「オラ！」。パラグアイの人々は、行く先々で

私たちを歓迎してくれた。そして、私たちのことを肯定的に

受け入れてくれた。パラグアイの人々のあたたかさや寛容さ

を肌で感じたことで、短い滞在期間ではあったがパラグアイ

のことが好きになり、「また来たい」という気持ちになった。

パラグアイの人々は、出会いや人と人とのつながりを大切に

する。訪問国であるパラグアイやそこに住んでいる人々と肯

定的に出会うことで、人と人とのつながりの大切さを実感す

ることができた。本研修で出会った仲間、そして、いつも私

を肯定的に受け入れてくれている家族や友達をこれからも大

切にしていきたい。 

● 加藤 寿恵 

学校・企業・団体・病院などたくさんの場所を訪れた。訪

問したり、ホームステイをしたりする中で、パラグアイ人の

２．柱１「訪問国に肯定的に出会う」観点 

から学んだこと 
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人柄や生活を実感することができた。どの訪問先でも、「来て

くれてありがとう」や「またいつでも来てね」など、とても

暖かく迎え入れてもらった。初対面の相手に対して、誠意を

もって迎え入れよういという気持ちは、言葉の違いはあって

も、表情や態度などからも伝わってきた。私は、パラグアイ

で外国人だからということで嫌な思いをすることが一度もな

かった。それは、パラグアイで出会った人達が私たちのこと

を大らかに受け入れてくれたからなのではないかと思う。日

本とは異なり、マテ茶を親しい人同士で回し飲みをする文化

があった。はじめは、「同じコップで？」と驚いたが、人との

関わりを大切にするからこそ、この文化が生まれたのではな

いかと思った。私自身がパラグアイに肯定的に出会った訳で

はなく、パラグアイの方が肯定的に出会わせてくれた。 

● 川合 孝弥 

私がパラグアイを訪問して最初に感じたことは、パラグア

イの人たちが私たちをとても歓迎してくれ、日本人を尊敬し

ているということである。とりわけ、日本式教育を導入して

いる学校や青年海外協力隊の方が活躍している学校では手厚

いおもてなしを受けた。今思えば、訪問国に肯定的に出会う

ために、そのような行程になっていたのではないかと考える

こともできるが、訪問国に肯定的に出会うということはとて

も大切なことであると思った。なぜならば、ある国に対して

否定的に出会ってしまうと、その国には否定的な先入観が生

まれてしまうからである。また、肯定的に出会うことにより、

その国の課題を目の当たりしたときにインパクトが強くなっ

たり、その国の課題を解決したりするためにはどうすればよ

いのかを前向きに考えることができるようになる。さらに、

自国の課題にも目を向け、客観的に考えることができる。 

● 椙山 紗希 

私がパラグアイに対して肯定的に感じたことのうち、特に

パラグアイで出会った人たちの温かさと日本の知名度は印象

が大きかった。人々の温かさでは、あくまで 10 日間の中で

出会った人たちについてしか言えないが、訪問先の人から「私

たちはあなたたちの友達だよ。」「いつでもこちらに来てくだ

さい。」と声をかけていただいた。また、私たちに対してだけ

でなく、パラグアイの人がレジでお金を払うのを忘れていて

も、後ろで並んでいる人やレジの人は温かく見守っていて苛

立つ気配がなかった。心にゆとりがあり、初めて訪れた人を

も受け入れる受容力があることを感じた。また日本の知名度

では、日本ではパラグアイのことをあまり知らないのに、地

球上で遠く離れた日本のことを知ってくれていることに感動

した。しかも知っているだけでなく、日本人は時間を守る・

きちんと仕事をする・正直など、良い印象をもっていた。国

の歴史なども関わってくるのかもしれないが、他者を受け入

れる・他者を知る気持ちは相手をこんなにも安心させること

に気づけた。 

● 髙橋 泉名 

パラグアイという国は、自然が豊かで、街には多くの鳥が

気持ちよさそうに飛んでいる。そんな自然で育っている牛や

鶏などは瞳が美しく、とても健康的であるため、食事もおい

しい。一方で、教育を受けられる子どもが少ない、働き口が

少ないといった課題もある。パラグアイの滞在はわずか 10

日程であったが、パラグアイの「人との出会いを大切にする

文化」が素晴らしいと感じた。数時間しか関わりがなくても

「またここに帰ってきてね」など温かい言葉をもらった。近

くのスーパーに出掛ければ、行く道で会う人に挨拶をしたり、

何をしているのかを尋ねたりし、同じコミュニティで一緒に

生活をしていることを実感でき安心感を得た。ふと日本での

自分自身の行動を思い返してみた。最後に近所の人と話した

のはいつだろう…。日本が、パラグアイが間違っている、正

しいという判断をするのではなく、課題は課題として受け入

れ、違いや共通点を「知りたい！」「面白い！」「取り入れた

い！」と思うことができると、どの出会いも尊いものとなる

だろうと感じた。 

● 宮川 勇作 

日本には「一期一会」という言葉があるが、パラグアイに

住む人々の振舞いはまさにその言葉を体現しているようであ

った。どの訪問先に行っても、私たちを心から歓迎してくれ

た。その表情は、まるで「肯定的に出会うこと」を意識して

いる様子がなく、私たちを元からあった我が家に帰ってきた

ような姿勢で受け入れてくれているような印象であった。そ

こには、警戒心や疑念などはなく、とても温かな雰囲気と安

心感があり、一瞬にしてパラグアイの心の豊かさに魅了され

た。それぞれの場所では、別れ際、必ず「いつでも戻ってき

てください。あなた達の帰りを待っています。」と言ってくれ

る。国や人種を越えて、どんな人でも受け入れる心の大きさ

に感動して、何度も目頭を熱くした。パラグアイの人達のよ

うに、偏見や固定概念を抱くことなく、ひとつひとつの出会

いに感謝することができれば、こんなにも相手の心を柔らか

くすることができるのだと学んだ。 

● 村上 偉代 

パラグアイに着いた瞬間から、現地の方々が私たちを肯定

的に受け入れてくれていた。その雰囲気は社交辞令のような

堅苦しいものではなく、心の底から安心できる優しく温かい

ものだった。道行く人が、ふと目が合った時に「¡Hola！」と

声をかけてくれる。研修の行程でお世話になった方々が、「こ

こをあなた方の家だと思って」「パラグアイに友人が1人いる

と思って」「また帰っておいで」と優しい言葉をかけてくれる。

言葉が音のシャワーになって、優しく心に染み込んできた。

学校の子どもたちやカテウラ音楽団とのひとときでは、言葉

を越えた心の交流ができたと感じた。同じ空間で遊んだり、

優しい音のエネルギーを共有したりして、気づけば自然と笑

顔になり心が喜びでいっぱいになった。相手を信頼し受け容

れる気持ちで接すること、「大切だよ」という気持ちをありの

まま言葉にすることの大切さを、パラグアイで教えてもらっ

た。空気を読んで相手の心を「察する」ことも優しさの形か

もしれないが、大切な人たちに素直に言葉を紡ぐこともこれ

から心がけたいと思っている。 
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● 石田 秀憲 

日本とパラグアイのつながりを最も感じたのは、アスンシ

オン大学で小規模ゴマ栽培農家支援のための優良種子生産強

化プロジェクトと、小規模農家の輸出農作物安全性プロジェ

クトの説明を受けた時である。日本で食べる時、その存在す

らあまり意識していなかったゴマだが、その一粒一粒に日本

人の専門家、パラグアイの研究者と農業関係者の想いが詰ま

っていると気がついた。また、パラグアイには日本車が多く

走っていて、日本で使われた車が中古車としてパラグアイで

まだ動いている光景にも、日本とパラグアイの繋がりを感じ

た。「同一性を理解する」ということには直接繋がらないかも

しれないが、子ども達の純粋な笑顔は日本もパラグアイも変

わらないと感じた。子ども達の笑顔を守ることは、自然環境

を守っていくことでもあり、彼らが大人になったときに、よ

り良い社会や世界を自分達で築けるように、教育者として子

ども達と真摯に関わっていくことでもある 

● 伊藤 聡子 

日本から約18,000㎞も離れたパラグアイ。こんなに離れた

国で、日本という国や日本人を愛する心をもっている人がた

くさんいるとは想像もしなかった。日本式の教育を取り入れ、

日本の伝統文化を受け継いでいる学校があることに驚いた。

日本へゴマを輸出することで、パラグアイの人々が貧困から

抜け出し、生活を安定させることができることが分かった。

さらに、ゴマの安全を守ることは、日本とパラグアイ国内の

食の安全を守ることにもつながるということも知った。学校

を訪問した際に感じたことは、「育てたい子どもの姿は万国共

通」ということである。カテウラ地区のサンタ・ロサ・デ・

リマ小学校の校長先生から聞いた「自尊心を育てたい」とい

う言葉。学ぶ環境は違っても、育てたい子どもの姿は同じで

ある。私たちは同じ教育者として、自他ともに大切にする子

どもを育てていかなければならないと改めて思った。そして、

何百年先も子どもたちのきらきらとした眼差しや笑顔が見ら

れるような世界にしていきたい。 

● 加藤 寿恵 

私は、人の感情は万国共通だと思う。人によって個人差は

あるかもしれないが、嬉しいときや、楽しいときには自然に

笑顔になることが多い。本研修で、たくさんの人の笑顔に出

会った。小学校でサッカーを楽しむ子ども達の笑顔。大縄が

跳べたときの喜んだ笑顔。算数の問題で全問正解したときの

達成感に満ちた笑顔。学校で見られた笑顔は、教育活動に関

わっている教員だからこそ見ることができる笑顔なのではな

いかとふと思った。教科書を読んでやり方を教えられる一方

的な教え込みの授業だけでは、子ども達は退屈をする。だか

らこそ「子ども達がわくわくする」、「なるほど！と納得する」、

「この方法でやってみたらどうなるのだろうと、試してみた

くなる」そんな授業づくりの工夫をしていきたいと思った。

学びを楽しみ、笑顔でいられる子どもを増やしていきたいと

思った。 

● 川合 孝弥 

パラグアイに訪問する前は過去のサッカーワールドカップ

で日本が決勝トーナメントで対戦した相手というくらいのイ

メージしかなかった。実際にパラグアイに訪問して同一性を

感じたものとして、ゴマがある。日本人の食卓にはなくては

ならないゴマはほとんどがパラグアイからの輸入であること

を知った。また、日系人のゴマ生産者である、白沢商工株式

会社は何十万人の現地の貧困層の人びとにゴマの栽培を勧め、

生活向上の手助けをしていたり、ゴマの種子を改良したりす

る大学もある。このような同一性に気づくことによって、他

国の存在がなければ、今の日本は存在しないということがわ

かった。パラグアイのみならず、多くの国からの輸入により、

日本の食糧自給率を補っているのである。研修を通して、パ

ラグアイの人と触れあうことで、訪問前とのイメージとは異

なるところもある。例えば、パラグアイの人たちは非常に真

面目で、勤勉で、少しシャイに思えることがあり、日本人の

気質と似ているように感じた。 

● 椙山 紗希 

つながりという観点では、アスンシオン国立大学でのゴマ

の貿易について印象に残った。貿易が世界をつないでいるこ

とは容易に想像できるが、安全管理の面で、実際に外国でで

きたものが自分の体の中に入ってくるというところまで具体

的に気づけていなかった。食料自給率が低い日本においては

切っても切り離せない課題をいただいた。そして、実際の輸

出入品目だけでなく、海外で働くことの意義の一つとして、

日本の国益につながるからという要因が私にとっては新鮮だ

った。海外で働くことは、貧しい人たちのためとか、他国の

発展のためとか、日本以外のためであり、郷土愛と国際理解

は対照にあるように考えていたが、「日本の国益につながる」

ということで両者が一致したように感じた。また、同一性と

いう視点では、各学校関係の訪問先で教員からお話を伺った

ときに、子どもに願うことが「自信をもって大人になってほ

しい」「価値観を学んでほしい」などという意見を聞いた。こ

のような願いや思いには同一性があると感じた。 

● 髙橋 泉名 

小規模農家支援に携わっている滝本さんは「教育はお金よ

り大事」だと言っていた。ゴマの栽培方法について教育を受

けてゴマを作ることができるようになっても、作ったゴマで

稼いだお金の使い方を知らず貧困を生んでしまうことがある

３．柱２「日本と訪問国とのつながりや同一

性を理解する」観点から学んだこと 
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そうだ。日本とパラグアイに共通することは、「教育は国を作

る」ということだと思う。万国共通の考えなのかもしれない。

カアグアス市職業訓練高校で青年海外協力隊の方から農業に

ついての教育を受けている生徒に話を聞いた際「教えてもら

ったことがすぐに生きるのが楽しいです」と学ぶ楽しさを語

ってくれた。また，酪農振興プロジェクトを進める小川さん

は「技術者に教え込むのではなく、一緒に考えていくことで、

意識が変わり自分から学ぶようになってほしい」と言ってい

た。自分自身を振り返ってみる。教え込むだけの授業になっ

ていないだろうか。知識の習得だけでなく、その知識をどう

生かしていくのかまで意識させることができているだろうか。

課題が見えてきた。教員という仕事の責任の重さを改めて感

じるとともに、そのような職業に出会えたことを誇りに感じ

た。 

● 宮川 勇作 

訪問前にパラグアイのことを調べてみると、「地球の反対側

のもう一つの日本」という言葉があった。現地ではその言葉

通り、およそ日本の反対側とは思えないほど、「日本」を感じ

ることが幾度となくあった。研修中に訪れたイグアスは、日

本からの移民を受け入れた地域で、日系社会があり、イグア

ス日本語学校をはじめ、そこで働く人達は当たり前のように

日本語を話す。イグアス日本人移住資料館には、日本人がパ

ラグアイに移住した当時の歴史が所狭しと示されていて、芳

名録を見るとたくさんの日本人が訪れていることが分かった。

資料館の案内人である園田さんのお話は博学さとさまざまな

感情が調和していてとても引き込まれた。「パラグアイで生き

る日本人のことを語り継いでいくのが、わたしの使命です。」

と語り、心から感銘を受けた。また、教育環境が日本のよう

に整っていないパラグアイでは、規律を重んじる日本式の教

育法に非常に関心が高く、ニホンガッコウも設立されている

ほどである。 

● 村上 偉代 

最初に感じたことは「日本の素晴らしさ」である。イグア

ス日本人会を訪ね移民の歴史について学び、日本人の勤勉さ

やひたむきさがパラグアイの農業に大きな影響を与えていた

ことを知った。また、ニホンガッコウやイグアス日本語学校

など、日本とのつながりの深い教育現場に実際に入ってみた

ことで、自国ではない場所で大切にされている日本の価値を

知ることができた。パラグアイで日本の良さを感じられたの

と同じように、日本でももっとパラグアイの素晴らしさを共

有していきたいと思った。もう一つ実感できたことは、「人々

の使命感が日本とパラグアイの強固なつながりを作ってき

た」ということ。小規模農家支援にしても教育活動にしても、

困難な状況があっても諦めずに進み続けてきた人がいたから

こそ人同士のつながりが生まれ、それが二国間のつながりに

発展していったのだと思う。信念を持つこと、諦めないこと

の大切さもまた、日本で伝えていかなければと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 石田 秀憲 

滝本専門家や小川専門家の活動視察やお二人との対話を通

じて、お二人は現地の方々に寄り添う姿勢で農業や酪農の問

題に取り組んでいると感じた。日本の技術や方法をいきなり

伝えたりせず、パラグアイの人々が持っている道具や施設で、

彼らのやり方を尊重しながら、無理なく続けられる方法を共

に考えて普及活動に努めていた。「共通の課題について共に考

え・共に越える」という姿勢は、まさにお二人のように相手

の立場や考えを尊重しながら模索していくものであると気づ

かされた。まずは日本（自分達）と相手国（相手の人）をよ

く理解し、共通点や相違点をしっかり理解しようとすること

が大切である。世界の問題を他人事でなく自分事として捉え

ることは勿論、日本で自分ができることや、現地に居たら（も

し自分がその状況の中で生活していたら）どんなことができ

るか、ということまで考え行動できる大人を育成していきた

いし、私もそうでありたい。 

● 伊藤 聡子 

「相手の目線や立場に立って、共に考え、共に解決しよう

とすること」パラグアイで活動している青年海外協力隊や専

門家の方々が口を揃えて言っていた言葉である。こちらの押

し付けではなく、相手の目線や立場に立つことで信頼関係を

築くことができ、課題解決へと歩み始めることができる。ロ

マ・ピタ母子病院で在宅療養・介護支援プロジェクトに携わ

っている青年海外協力隊の塩川更紗さんの「文化や生活スタ

イルが異なるパラグアイでは、まずは相手を認めること。そ

の上で、少しでも何かが変わるような種を蒔いていければい

い」という言葉が印象に残っている。日本とパラグアイの共

通の課題は、貧富の格差や環境問題など…。課題を解決して

いくための基本は、「教育」であるということをさまざまな訪

問先で学んだ。心に残っている言葉「教育はお金より価値が

ある」「教育が人を変える」「教育者の偉大さが国をつくる」。

ひとりの教育者として、未来を担っている子どもたちと共に、

世界共通の課題について考え、共に越えていきたい。 

● 加藤 寿恵 

首都のアスンシオンから郊外に向かう車の中。道路沿いに

捨てられた無数のゴミ。共通の課題と聞かれてすぐに思い浮

かんだのは「環境問題」だった。カテウラ地区を見たときの

４．柱３「共通の課題について共に考え・ 

共に越える」観点から学んだこと 
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Ⅳ．帰国後の報告［現地研修報告書］

衝撃は、今でも鮮明に思い出すことができる。そこは、近隣

地区から出たゴミが 24 時間休みなくトラックで運び込まれ

る。ゴミが高く積まれたこの場所も、もうすぐいっぱいにな

るとのことだった。これらを見た時の衝撃は容易に忘れるこ

とはできない。そのことを聞いて、日本の現状を思い出した。

日本もあと何年かすれば国内の埋め立て地がいっぱいになる。

買い物をしたら、持ちやすいようにレジ袋に入れる。誰かに

プレゼントをするときには、美しく見えるように包装する。

これらの袋や包装紙は、全てが本当に必要なものなのだろう

か。より豊かな生活ができるようになってはいるものの、地

球に還らない物を必要以上に生産し続けることは、持続可能

な開発になるのであろうか。子ども達と一緒に考えたい課題

となった。 

● 川合 孝弥 

研修で訪問した、教育、農業、環境、日系社会、医療のさ

まざまな訪問先で課題を抱えている。例えば、ゴミ問題を挙

げるのであれば、パラグアイではゴミをゴミ箱にいれるとい

った習慣が浸透していないことが多い。そのため、街中でも

ゴミが捨てられているのをよく見かける。パラグアイ中のゴ

ミが集積されるカテウラ地区では、処分しきれないゴミが山

積みになっており、そこで生活する人びとの生活は悲惨であ

る。しかし、このゴミ問題は日本や世界にも共通する課題で

ある。最近、ニュースで海洋ゴミの話題をよく見聞きする。

特に、分解されない細かいプラスチックなどが多く、海に住

む生き物がそれらを誤食し、死に至るといったケースも起き

ている。これらのゴミ問題は日本のみならず、世界規模で対

応をしなければならない大きな問題である。あるコーヒー会

社ではプラスチック製のストローの使用を数年後に廃止する

といった対策がなされているが、私たちもこのゴミ問題にし

っかりと目を向け、私たちができることから始めなければな

らない。 

● 椙山 紗希 

柱２の項目でも挙げた、食料自給率と貿易については子ど

もたちと考えたいと感じている。農業を主要産業としている

国と食料自給率が低下している国は相互依存の関係になるし、

その関係が多くの国と結ばれるため、どうしても自分の国だ

けが良ければいいとはいかない。互いに良い面で刺激し合う

ことや良い面を生かすことを大切にしながら、授業実践に移

していきたい。また、カテウラの状況も日本の課題と通じる

ところがあり、ともに解決策を考えていかなくてはいけない

と感じた。衛生状況は悪く、生活することは容易ではないが、

実際にそこで生まれ育った人からすると「何と言われてもこ

こが私たちの故郷なんです。」という言葉が刺さった。日本も

ごみや核燃料の埋め立て地が少なくなってきている現状があ

る。また、自然災害で住んでいた土地が土砂で埋まってしま

うこともある。最初はカテウラの町の風景と日本は正反対の

ように感じたが、そんなことは全くなく、共に考えていく課

題の一つだと感じた。 

● 髙橋 泉名 

本研修で、青年海外協力隊や日本から派遣されている専門

家の方から様々な話を聞いた。みなさんのプロジェクトはど

れも、知る、計画する、準備する、周りを巻き込みながら行

動するというプロセスを辿っていた。中でも大切にしていた

のは「知る」ことである。パラグアイのことは，パラグアイ

の人が良く知っている。日本の技術をただ導入するのではな

く，パラグアイの人の気持ち、生活、歴史・伝統、課題を把

握して，相手を理解して進めていた。押し付けたり、どこか

と比較したりするのではなく、パラグアイにあった方法を共

に考えていこうとしていたのである。酪農振興プロジェクト

を進める小川さんから、課題解決の方法を提案する際に「必

要だから」「いまよりもこの方法の方がいいから」ではなく「な

ぜ必要なのか」「どうしてこの方法がいいのか」を伝える姿勢

を忘れないようにしていると聞いた。ただ真似をしたり，新

しい取り組みをしたりして解決をしようとするのではなく、

実態にあった取り組みをするために「知る」ということを大

切にすることが「共に考え・共に越える」ことであり、結果

的に課題の解決へ近づくと考える。 

● 宮川 勇作 

日本でも昨今、「格差是正」が声高に叫ばれている。だが、

日本のそれにも増して、パラグアイでも貧困の差が激しい。

誰もが一つの命を懸命に生きている。それぞれの個性や人格

の違い、文化や習慣の違いがあっても、生まれる場所や環境

によって、生きることすら困難を強いられることのある現代

の課題を決して見過ごしてはいけないと思った。本研修の訪

問地では、青年海外協力隊の方々をはじめ、現地で活動され

ている方のお話をじっくり伺うことができた。どの現場にも、

今まさに直視しなければならない課題や中長期的な展望にた

ったときに明らかに生じる課題を数多く抱えていた。共通の

課題に対して、解決の糸口見出すために対話を重ね、具体的

な行動に移していくとき、先進国や途上国という組み分けは

もはや不要だと感じた。一国の前進が、やがて地球規模の変

革につながる。そのために今を生きるわたし達が「知り、考

え、行動する」というサイクルを繰り返すことが出来るよう

にマインドシフトしなければならない。 

● 村上 偉代 

青年海外協力隊の皆さんとワークショップをした際に、パ

ラグアイは人が温かく優しいという素晴らしい国民性を持ち

ながら、人材育成や教育の面で大きな課題を抱えていること

がわかった。政治の世界では汚職が横行し、先頭に立って国

の教育に力を入れていこうという政治家がいないということ

も、大きな原因ということだった。一方日本では、世界から

見ても質の高い教育が展開されているにも関わらず、どの世

代においても「孤立」が進み、学校で学んだ知識や技術を用

いて、誰かと協力して何かを作り上げていこうという力が発

揮できていないと感じることが多い。「よりよい教育とは何

か」という課題について、「人と人とのつながりの温かさ」と

いうパラグアイの良さと、「充実した教育体制」という日本の

良さを持ち寄り人々が繋がっていくことで、それぞれの国が

抱える課題が解決に向かうためのいい流れが生まれるのでは

ないかと感じている。国際協力の目指すところは、このよう

なところにもあるのかもしれない。 
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Ⅴ．帰国後の報告［国内研修・実践報告フォーラム 2019 での報告］

開発教育指導者研修（実践編）第３回での報告  

＜現地研修報告＞  

◇ 同行ファシリテーター挨拶の後、①パラグアイダンス、②パラ

グアイの概要、③訪問先の紹介、④受講者一人ひとりの印象に

残ったこと、⑤研修を通して気づいたことについて、現地の写

真および音楽と共に紹介した。 

 

開発教育・国際理解教育実践報告フォーラム 2019 に向けた準備 

◇ 開発教育･国際理解教育実践報告フォーラム2019内で行う現地研修報告の内容検討会を、次の日程

で行った。 

第1回：2018年10月20（土）10：00～12：00 

第2回：2018年12月16（日）10：00～12：00 

 

開発教育・国際理解教育実践報告フォーラム 2019 での報告 

＜現地研修報告＞  

◇ 同行ファシリテーター挨拶の後、次の流れで、現地の写真と音楽

と共に研修報告を行った。 

① パラグアイダンスと音楽 

② パラグアイ基本情報クイズ 

③ 各訪問先の紹介と印象に残っていること 

④ 本研修の目的と現地研修で得た学び、気づき、自分自身の変化 

＜ポスターセッション（実践報告）＞ 

◇ 実践のねらいとプログラムをまとめた「実践報告ポスター」と実践の教材、成果、写真などをもとに、

フォーラム参加者へ42分間（１4分×3セッション）の報告を行った。 
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Ⅴ．パラグアイ実践報告書 

 

 

 

パラグアイ実践報告書の内容一覧 

No. 名前 対　象 時間数 タイトル

1 石田 秀憲
高等学校１年生
（40名）

３時間
『食』と『貿易』

～私たちにできることはゴマんとある！～

2 伊藤 聡子
中学校２年生
（40名）

６時間 「食」を通して考える世界とのつながり

3 加藤 寿恵
小学校６年生
（100名）

２４時間 開こう！世界へのとびら

4 川合 孝弥
高等学校２年生
（32名）

６時間 環境問題～私たちにできること～

5 椙山 紗希
小学校５年生
（13名）

６時間 虹～無限の色でみんなスマイル～

6 髙橋 泉名
小学校５年生
（36名）

９時間 世界へ旅に出掛けよう

7 宮川 勇作
小学校1年生
（29名）

９時間 世界授業 “いいね！”っていいね！

8 村上 偉代
高等学校１年生
（40名）

７時間 「わたし」と「社会」はつながっている！

 

Ⅴ．パラグアイ実践報告書 
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Ⅴ．実践報告書［石田秀憲］ 
 

 

 

 

 

学校名 愛知県立松蔭高等学校 授業者氏名 石田 秀憲 

対象学年 
（人数） 

高等学校１年生（４０名） 
実践年月 
（時数） 

２０１８年１０月～１１月 

（３時間） 
担当教科等 外国語（英語） 

単元名 
（活動名） 国際問題を知り、自分たちのできることを考えよう 

実践する 
教科・領域 総合的な学習の時間 

学習領域 

[Ａ] 多 文 化 社 会 … 文化理解（〇）／ 文化交流（  ）／ 多文化共生（  ） 

[Ｂ] グローバル社会 … 相互依存（〇）／ 情 報 化（  ） 

[Ｃ] 地 球 的 課 題 … 人 権（  ）／ 環 境（〇）／ 平 和（  ）／ 開 発（  ） 

[Ｄ] 未 来 への選 択 … 歴史認識（  ）／ 市民意識（  ）／ 社会参加（〇） 

単元目標 
・ゴマ（食物）を通して貿易や環境問題を自らの関わることだと理解する。 

・国際問題を解決するために国・企業・個人という３つのレベルで取り組むべき課題を見つける。 

・外国の方や異文化にルーツをもつ方々と共に課題に向き合う態度を身につける。 

単元の 
評価規準 

知識および技能 
・食や貿易に関する国際問題について、扱う言葉の意味や数値を正しく理解し

ている。 

思考力、判断力、

表現力等 

・食や貿易に関する国際問題の学びを通して、国や企業、個人という異なる視

点から、課題解決に向かうための具体的行動案を提示できる。 

学びに向かう力、

人間性等 

・書く活動や発表する活動に積極的に参加し自分の意見を表現でき、グループ

活動では他者の意見に耳を傾けることができる。 

単元設定の 
理由･意義 

 
（児童生徒観、
指導観、教材

観から） 

・学習に対して概ね前向きな生徒たちではある。しかし、例えば英語の授業等で国際問題を取り上げ

ても、その内容というよりは英語自体の知識を増やすために学習に取り組む姿勢の生徒が多い。

試験のためだけではない学びの動機を見つけ、国際問題への関心に繋げたい。 

・自身の進路やキャリアについて、まだあまり真剣に考えていない生徒が多い。国、企業そして個人

という異なる３つの視点から国際問題への取り組み方を考えることで、高校卒業後に何を学びたい

か、どんな大人になりたいか、自分には何ができるかなどを想像し、キャリア意識の涵養に努めた

い。 

・課題解決に向けた話し合いや議論、交渉の中で、それらにはスキルが関係していて、トレーニング

が必要であることを実感できるような展開をしていきたい。基本的なことではあるが、相手の立場に

なって考え自分の発言を顧みたり、どのような姿勢や言葉遣いで話し合いに臨むべきかを考えたり

することで、コミュニケーションスキルの向上に加え、他者と共に課題解決に取り組む姿勢を醸成し

たい。 

『食』と『貿易』 ～私たちにできることはゴマんとある！～ 
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Ⅴ．実践報告書［石田秀憲］ 

［単元計画 （全３時間）］  

時 ねらい 学習活動 資料など 

１ ・パラグアイという国がどんな

国なのか、そして特にゴマを

通して、日本とのつながりを知

る。新しいものと出会う時には

『肯定的に出会う』という姿勢

の重要さに気づく。 

 

・私達の身体の半分以上が外

国産のものでできていることを

知り、国際問題を自分たちに

関係するものだと自覚する。 

 

・パラグアイ産のゴマの残留農

薬の問題から、食料自給率の

低い日本には、食と貿易に関

する問題が存在し、問題解決

の為に良好な関係を他国と築

くことの重要性にも気づく。 

・【バースデーラインナップ】でのグループ作り。 

・教師の準備した物を見ながらパラグアイがどんな国

かを想像し、思い付いたことや頭に浮かんだ単語をど

んどん書き出していく【ブレーンストーミング】。 

・グループで各自のアイデアを共有した後、教師の話

を聞く。 

 

・カロリーベースでの日本の食料自給率を予想し、その

後具体的な数値を教師から聞く。 

・自分たちの身体の半分以上が外国産の食品で出来

ているということを図にする。【イメージ図】 

 

・日本が輸入するパラグアイ産のゴマが近年減ってし

まったという事実を知り、原因を想像する。カルバリル

などの残留農薬が原因であるという事実を知り、食料

自給率の低い日本には、考えていかなければならな

い食と貿易の問題が多く存在していることに気づく。 

・民族衣装【実物】 

写真、動画、土産 

 現地の伝統的音楽 

・配付プリント 

【アクティビティ参考】 

「参加型アクティビテ

ィ集 コミュニケーショ

ン編」（特定非営利

活動法人  NIED・国

際理解教育センタ

ー） 

【資料作成参考】 

農林水産省ホームペ

ージ 

財務省 貿易統計 

滝本浩司氏（JICA 専

門家）提供資料 

２ 
本時 

・食と貿易の問題を解決する為

に日本はどのように外国と関

わっていくべきかを考える。同

時に、話し合いや交渉にはス

キルが必要であるという事実

に気づき、周囲の意見をよく

聞いた上で自分なりの意見を

もち、そして自分の発言がど

のように相手や周囲に影響す

るかを考えられるようになる。 

・前回の授業を振り返り、グループで共有する。 

・配付された仮想国Ａ国～Ｅ国に関する資料を読み、

読みとれることや各国の課題をグループで共有する。 

・各グループに仮想国が割り当てられる。各グループ

はその国の代表者として国際会議の場でどんなこと

を提案すべきか考える。その後、実際に他国（他グル

ープ）に向けて提案をする。全ての国（グループ）の１

回目の提案が終了した後、もう１度各グループで他グ

ループからの提案にどう反応するか考え、２回目の発

言の時間を設ける。これを何度か繰り返す。 

 

・日本とパラグアイの間でのゴマの残留農薬の問題に

関して、専門家が派遣されていることを知る。 

・配付プリント 

【資料作成参考】 

農林水産省ホームペ

ージ 

財務省 貿易統計 

滝本浩司氏（JICA 専

門家）提供資料 

３ 
本時 

・日本が国際協力の一環として

専門家を開発途上国に派遣し

ている事実から、国際協力は

単に相手の国のためだけに

行っているのでなく、日本のた

めにもなっていることを知る。 

 

・フードマイレージ、テーブルフ

ォーツー、フェアトレード、食品

ロスなどの考え方や取り組み

を知る。 

 

・国際問題を解決するために、

自分にもできることがあると気

づき、その上で国や企業、個

人という３つの異なる視点か

ら具体的な行動計画を練られ

るようになる。 

・ゴマの残留農薬の問題解決のため、日本からパラグ

アイに専門家が派遣されていることの意義を考える。

「専門家が派遣されて残留農薬の問題が解決される

と、どんな良いことが起こるか」という教師からの問い

かけに対し、グループで１つの【派生図】を作り、書き

込んでいく。 

 

・左記の４つの考え方や取り組みについてそれぞれ書

かれた４種類のプリントをグループで１人１種類読

み、その後要点をまとめて同グループの他のメンバー

と伝え合って共有する。 

 

・食や貿易に関する国際問題の解決のために、国や企

業、個人レベルでできることを個々で考え、グループ

でアイデアを共有する。更に個人レベルでできること

に関しては、クラス全員ができそうなものをグループ

で３つずつ選び、クラス全員への提案として発表す

る。 

・配付プリント 

【資料作成参考】 

農林水産省ホームペ

ージ 

政府広報オンライン 

財務省 貿易統計 

滝本浩司氏（JICA 専

門家）提供資料 

フェアトレード・ラベ

ル・ジャパンホーム

ページ 

特定非営利活動法

人 ローハスクラブホ

ームページ 

TABLE FOR TWO 公

式サイト 
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Ⅴ．実践報告書［石田秀憲］ 
 

［本時の展開 （２時間目）］   

ねらい 
・食と貿易の問題を解決する為に日本はどのように外国と関わっていくべきかを考える。同時に、話し合

いや交渉にはスキルが必要であるという事実に気づき、周囲の意見をよく聞いた上で自分なりの意見

をもち、そして自分の発言がどのように相手や周囲に影響するかを考えられるようになる。 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

１．前回の授業を振り返り、考えたことや感じたことをグループ

で共有する。 

２．メンバーを入れ替えてもう一度共有の時間をもつ。(４名の

グループのうち２人がそれぞれ前後のグループへ移動し、４

人中２人が最初と別のメンバーになるようにする) 

 

 

 

 

 

３．配付された仮想国Ａ国～Ｅ国に関する資料を読み、読みと

れることや各国の課題をグループで共有する。(配付プリン

トには５カ国の輸出入品、取引相手国、輸出入額、カロリー

ベースの食料自給率、食料品国内残留農薬規定、食料輸

入品残留農薬規定、その他の特徴が書かれている) 

＜生徒の気づきの例＞ 

・Ａ国は自動車や機械を多く輸出して貿易黒字だが、食料自給

率が低い。食料輸入品に対する残留農薬規定がとても厳し

い。 

・Ｂ国は食料やエネルギー源を輸出しているが財政が厳しい。 

・Ｃ国は輸入額も輸出額も一番だが、かなりの貿易赤字であ

る。国民から輸入超過財政に対しての不満がある。 

 

４．各グループに仮想国が割り当てられる。各グループはその

国の代表者として国際会議の場でどんなことを提案すべき

か考える。その後、実際に他国（他グループ）に向けて提案

をする。全ての国（グループ）の１回目の提案が終了した

後、もう１度各グループで他グループからの提案にどう反応

するか考え、２回目の発言の時間を設ける。これを何度か

繰り返す。 

＜生徒発言例＞ 

・Ａ国はかなりの貿易黒字だから、貧しい国にお金が回るよう

に食料をもっと買うべきだ。残留農薬規定も緩めてほしい。 

・貿易黒字の国は機械を作る技術を教えるべきだ。 

・せめて農薬を使わずに安全に食物を生産できる方法を共有

してほしい。 

 

５．本日の振り返りを行う。 

６．日本とパラグアイの間でのゴマの残留農薬の問題に関し

て、専門家が派遣されていることを知る。 

・話し合いのヒントになるよ

う、前回のキーワードを黒

板に書く。（肯定的に出会

う、パラグアイ、ゴマ、食料

自給率、残留農薬） 

・話し合いがスムーズに行

っていないグループを把

握し、会話を促進する働き

かけを行う。 

 

・まずは１人で静かに資料

を読む時間を設けてから

話し合いの時間にする。 

・司会役を指定し、必ず全

員が発言できるように注

意を促す。 

・話し合いがスムーズに行

っていないグループを把

握し、会話を促進する働き

かけを行う。 

 

 

 

・発言者が毎回同じになら

ないように、グループ内で

交代することを伝える。 

・他のグループが発言して

いる間は静かに聞き、内

容をメモするように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・意見をしっかり伝えること

と、相手の話をしっかり聞

くこと、同じ内容を伝える

にもどのような言葉遣いや

話し方で発言するかが重

要であると伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・配付プリント 

【資料作成参考】 

農林水産省ホーム

ページ 

財務省 貿易統計 

滝本浩司氏（JICA

専門家）提供資料 

評価規準に基づく 
本時の評価 

・資料を読み取り、グループの一員として自分の意見を伝えることができる。 

・他者の意見に耳を傾け、質問や提案に対して適切な応答ができる。 

・国際問題に対して、外国の立場も踏まえた上で日本の関わり方を考えることができる。 

・話し合いでの態度やスキルの重要性に気づき、日頃の自分を振り返ることができる。 
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Ⅴ．実践報告書［石田秀憲］ 

［本時の展開 （３時間目）］   

 

 

 

 

 

 

 

ねらい 

・国際協力は単に相手の国の為だけに行っているのでなく、日本の為にもなっていることを知る。 

・フードマイレージ、テーブルフォーツー、フェアトレード、食品ロスなどの考え方や取り組みを知る。 

・国際問題を解決するために、自分にもできることがあると気づき、その上で国や企業、個人という３つの

異なる視点から具体的な行動計画を練られるようになる。 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５分 

 

 

 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

１５分 

 

１．前回の授業を振り返り、考えたことや感じたこと、日本が国レ

ベルで国際社会のためにできることをグループで共有する。 

 

２．メンバーを入れ替えてもう一度共有の時間をもつ。(４名の

グループのうち２人がそれぞれ前後のグループへ移動し、４

人中２人が最初と別のメンバーになるようにする) 

 

 

 

 

３．残留農薬問題解決のためのＪＩＣＡの専門家派遣の意義と

様々なメリットを考え、グループで【派生図】を作成していく。 

 

４．グループで作成した派生図をその場に残し、１人１本ペンを

手に持ち次のグループへ移動する。移動先に残っている派

生図に自分なりの考えを書き加えていく。【ギャラリー方式】 

 

 

５．残留農薬の問題に加え、食と貿易に関する問題は他にも

様々あることを知る。各グループに配付された４種類のプリ

ント（フェアトレード、フードマイレージ、テーブルフォーツー、

食品ロスについて）を１人１枚受け取り、読む。 

６．要点をまとめ、グループ内の他の生徒に２分でプリントの内

容や感じたことを伝える。 

 

７．日本が国としてできることや、日本の企業や個人ができるこ

とを３つずつ考え、グループで発表する。【ビンゴ】 

８．グループ内でクラス全員ができそうなことを３つ見つけ、発

表する。 

 

９．３時間の振り返りを行う。 

・話し合いのヒントになるよ

う、前回のキーワードを黒

板に書く。（話し合いの場

で大切な事は何だろう） 

・話し合いがスムーズに行

っていないグループを把

握し、会話を促進する働き

かけを行う。 

 

 

・専門家を派遣することは、

途上国の技術発展のため

にもなり、日本が安全な食

物を輸入できるようになる

という２つの大きなメリット

があることを生徒が気づ

いているか確かめる。 

 

・机間指導を行い、支援が

必要な生徒が居ればグル

ープ内での発表を手助け

する。 

 

 

 

・机間指導を行い、支援が

必要な生徒が居ればグル

ープ内での発表を手助け

する。 

 

 

 

 

 

【アクティビティ参

考】 

「参加型アクティビ

ティ集 コミュニケー

ション編」（特定非営

利活動法人 NIED・

国際理解教育セン

ター） 

 

【資料作成参考】 

・配付プリント 

農林水産省ホーム

ページ 

政府広報オンライン 

財務省 貿易統計 

滝本浩司氏（JICA

専門家）提供資料 

フェアトレード・ラベ

ル・ジャパンホーム

ページ 

特定非営利活動法

人 ローハスクラブ

ホームページ 

TABLE FOR TWO

公式サイト 

評価規準に基づく 
本時の評価 

・自分の考えと他者の考えの繋がりに気づくことができる。 

・国際協力は相手国の為だけでなく、自国や自分にも影響があると気づくことができる。 

・資料を読み取り要点をまとめ、聞き手に伝わりやすいように発表することができる。 

・自分にもできることを考え、異なる視点から具体的な行動計画を練ることができる。 
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Ⅴ．実践報告書［石田秀憲］ 
 

［総括・まとめ］  

 

学習方法および
外部との連携 

・【バースデーラインナップ】でグループを作り、今までの友人関係に囚われず誰とでも交流する

きっかけを与えた。 

・【イメージ図】では参加型授業を楽しむ雰囲気作りを意識し、グループで１枚の絵を完成させる

ことで、その後の話し合いに進む前に、グループ内での安心・安全の場を作った。 

・仮想国を各グループに割り当て国際会議を行うことで、個人レベルだけでなく国レベルでも物

事を考えると共に、話し合いの場での伝え方や聞き方のスキルアップにも結びつけた。 

学校内外で 
国際理解教育・
授業実践を 

広める取り組み 

・授業の宣伝を校内で積極的に行い、３回の授業で２０名以上の方に見に来ていただいた。 

・愛知県高等学校国際教育研究協議会で海外研修と授業実践の報告をさせていただいた。 

・勤務校から教師と生徒合わせて２０名程度を JICA 中部訪問プログラムへ引率した。 

苦労した点 
・国際会議ゲームをするための資料作りに大変苦労した。農林水産省や財務省のホームページ

をはじめ、様々なところからデータを集め、生徒が理解しやすいように実際の数値を少し変更し

たり、単現のねらいに必要なものだけ取捨選択したりして資料を作った。 

改善点 

・実際には３時間で実践を行ったが、同じ実践を行うならばもう少し時間的に余裕をもった方が

良い。時間が少なかったため話し合いの時間が短かったり、作業の時間が短くて成果物の質

が低かったり、自分自身が焦ってしまって生徒の気づきを促すための発話や働きかけが誘導

尋問のようになってしまった場面があった。 

成果が出た点 
・多くの生徒からもっとこの単元を続けて欲しいという声を聞いた。 

・特別に用意していただいた総合学習の３時間を使って実践を行ったが、見に来ていただいた先

生方からも好評で、来年度は英語の教員が通年で総合学習に携わることになった。 

学びの軌跡  
（児童生徒の 
反応、感想文、
作文、ノートなど） 

・「国の問題はすべて企業や政府が改善するのではなく、自分たち、一人一人が小さなことから

始めることもあるのだと知った。さらにそれが大事だとも思った。」 

・「食料を外国からの輸入に頼っている日本が、他国との国際協力を大事にするべきだと思いま

した。少し難しい内容の授業でしたが、グループで話し合うことで楽しく理解することができまし

た。」 

・「自分が、いろんな国の人間の立場になって、相手国に意見を言う授業で、自国の利益だけじ

ゃなく、それが相手国にとってどんなメリットがあるのかを考えながら、グループで話し合うのが

とてもおもしろかった。」 

・「私は正直、英語が苦手だし、他の言語を学びたいとも思わないし、そもそも外国にまったく興

味がありませんでした。初めにどう思う？とかイメージは？と聞かれてもそんなに思うことはなく

て、大体みんなはこう考えるんじゃないか、などの他の人の意見しか考えられませんでした。し

かもそれはほとんど日本を基準に考えた否定的なことばかりで、それに違和感を覚えることも

ありませんでした。でも今はそれを恥ずかしいことだと思っています。それくらい石田先生の肯

定的に出会うというのが心に残っていて、本当にためになりました。またそれは外国に対してだ

けではないと思います。すべての人、物に肯定的に出会うことで生まれる何かが絶対にあると

思います。」 

授業者による 
自由記述 

・単現計画には予定していなかったが、もう少し生徒自身ができることを考えたり、身近なもので

フェアトレードのものなどを見つけてきて発表する場を設けられたりすると良かった。更に、フェ

アトレードのものを消費者に買って貰うには企業はどんな取り組みや努力ができるか考えてポ

ップ作りや陳列の計画を立てるのも良いのかも知れない。 

単元構想・実施 
における 

参考資料等 

１．「参加型アクティビティ集 コミュニケーション編」 NPO 法人 NIED・国際理解教育センター 

２．農林水産省ホームページ   ３．政府広報オンライン   ４．財務省 貿易統計 

５．滝本浩司氏（JICA 専門家）提供資料   ６．NPO 法人 ローハスクラブホームページ 

７．フェアトレード・ラベル・ジャパンホームページ   ８．TABLE FOR TWO 公式サイト 
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Ⅴ．実践報告書［石田秀憲］ 

［学びの軌跡 （児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 生徒の成果物の一例（専門家派遣のメリットを考える） ▲ 生徒の活動の様子１ 

▲ 生徒の活動の様子２ ▲ 生徒の振り返りシートの一例 
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Ⅴ．実践報告書［伊藤聡子］ 
 

 

 

 

 

学校名 愛知県海部郡大治町立大治中学校 授業者氏名 伊藤 聡子 

対象学年 
（人数） 

中学校２年生（４０名） 
実践年月 
（時数） 

２０１８年１１月～１２月 

（６時間） 
担当教科等 保健体育 

単元名 
（活動名） 持続可能な社会のために私たちにできること ～ 一人の百歩より、百人の一歩 ～ 

実践する 
教科・領域 総合的な学習の時間 

学習領域 

[Ａ] 多 文 化 社 会 … 文化理解（〇）／ 文化交流（  ）／ 多文化共生（  ） 

[Ｂ] グローバル社会 … 相互依存（〇）／ 情 報 化（  ） 

[Ｃ] 地 球 的 課 題 … 人 権（〇）／ 環 境（  ）／ 平 和（  ）／ 開 発（〇） 

[Ｄ] 未 来 への選 択 … 歴史認識（  ）／ 市民意識（〇）／ 社会参加（  ） 

単元目標 
・パラグアイと肯定的に出会い、「世界をもっと知りたい」という思いをもつ。 

・自分の食生活に関心をもち、自分の生活が世界とのつながりの中で成り立っていることに気づく。 

・世界の国々とのよりよいつながりのために、自分たちにできることを考えて行動する。 

単元の 
評価規準 

知識および技能 

・世界には多様な文化や習慣があることに気づくことができる。 

・自分自身の生活を振り返り、自分の生活が世界とのつながりの中で成り立っ

ていることを理解することができる。 

思考力、判断力、

表現力等 

・自分や世界の国々の食生活に関心をもち、普段、食べているものがどんな道

のりを通ってきているのかを考えることができる。 

・「食」に関するデータを整理・分析し、日本で作られた食料のみのメニューを考

えることができる。 

学びに向かう力、

人間性等 

・持続可能な社会を実現するために自分にできること、仲間とできること、国の

できることの３つの視点から行動できることを考え、自分にできることに取り組

もうとすることができる。 

単元設定の 
理由･意義 

 
（児童生徒観、
指導観、教材

観から） 

・現地研修で私自身が一番印象に残った体験である「食事＝動植物の命をいただいている」というこ

とを教材にしたいという思いから、「食」から世界とのつながりに気づくことができるような単元計画

を立てた。 

・本実践前に、生徒たちは道徳の授業の中で、「パラグアイの人たちが日本人のよさをたくさん知って

いる」ということを知り、「パラグアイのことをもっと知りたい」という思いをもち始めた。そこで、パラグ

アイを切り口に世界のことに興味関心を広げていけるような授業展開をしようと考えた。 

・本単元では、まずは自分の生活を振り返ることで、自分の生活と世界がつながっているということ、

そして、日本は世界の国々に支えられているということに気づけるようにしたい。世界とのつながり

を知った上で、もし世界とのつながりがなくなったらどうなるのかを考えると、さらに考えが深まるの

ではないかと思う。その中で、日本や世界が抱える課題に気づき、課題を解決するために自分たち

にできることを生徒自身が考えられるようにしていきたい。 

「食」を通して考える世界とのつながり 
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Ⅴ．実践報告書［伊藤聡子］ 

［単元計画 （全６時間）］  

時 ねらい 学習活動 資料など 

１ ・パラグアイを肯定的に受

け入れ、他国の習慣や

文化に関心をもつ。 

①パラグアイのイメージを出し合う。【ブレーンストーミング】 

②Sí〇？No×？クイズを行う。 

③パワーポイントでクイズの答え合わせをする。 

※国旗、テレレセット、コイン・紙幣、民族衣装の実物を見せる。 

④①のブレーンストーミングの模造紙に、分かったことを付け

加える。 

・クイズ（１６問） 

・パラグアイで撮影し

た写真や動画 

・パワーポイント 

・パラグアイで購入し

たもの 

２ ・パラグアイと日本とのつ

ながりに気づく。 

①パラグアイと日本のどちらの写真かを考える。 

【フォトランゲージ】 

②どちらの国と思ったのかプリントの国名に○をつけ、なぜ

そう思ったのかを付箋に書いて貼る。 

③どちらの国と予想をしたのか、理由と合わせてペアグルー

プで考えを共有する。 

④パワーポイントでどちらの国の写真かを確認する。 

・パラグアイで撮影し

た写真１６枚（日本と

のつながりが分かる

もの） 

 

 

・パワーポイント 

３ 
 

・身の回りのものから、自

分と世界とのつながりに

気づく。 

・世界の食卓の様子から、

多様な食生活を知る。 

①この一週間お世話になったものを書き出す。【リスト】 

②リストを見て分かったことや気づいたことを書く。 

 （どんな種類のものが多い？海外とつながっているもの

は？なくなると困るもの TOP３は？） 

③９枚の食卓の写真がどこの国のものなのか、なぜそう思う

のかを考える。【フォトランゲージ】 

④写真の食卓がどこの国かを世界地図で確認する。 

・９か国の食卓の写

真（中国、ブータン、

オーストラリア、ドイ

ツ、トルコ、マリ、アメ

リカ、エクアドル、ア

イルランド） 

・世界地図（黒板用） 

４ 
本時 

・国や地域によって、一日

の摂取カロリーに違いが

あることを知る。 

・自分たちが食べているも

のが、どのように食卓ま

で運ばれてくるのかを考

える。 

①写真の人物になりきって、一日の食事を紹介する。 

【ストーリーづくり】 

②写真の人物の一日の摂取カロリーを予想し、４枚の写真を

摂取カロリーが低い順に並び替える。【フォトランゲージ】 

③原料と加工されたものを組み合わせる「『食』マッチングゲ

ーム」をする。（例：小麦-パン、カカオ-チョコレート） 

④マッチングゲームで組み合わせたものが、食卓に届くまで

の道のりを考える。 

⑤考えたことを全体で発表し、共有する。 

・４か国の一日分の

食事の写真（ケニ

ア、バングラデシュ、

チャド、スペイン） 

・原料の写真カード、

加工されたものの写

真カード各９枚 

５ 
 

・「食」に関するクイズなど

から 、日本は世界の

国々に支えられているこ

とに気づく。 

①「食」に関する３択クイズを解く。 

②お好み焼きの材料がどこからきているのかを考える。 

・豚肉、えび、かつおぶし、小麦粉の４つの食材の日本の

自給率を予想する。 

・４つの食材がどこの国から輸入されているのかを予想

し、４つの円グラフから選ぶ。 

③輸入が止まった半年後のメニューを考える。 

（朝昼夕のいずれか一食分） 

④考えたメニューを全体で発表し、共有する。 

⑤日本で作られた食料のみの食事を知る。 

⑥ほとんどがパラグアイ産のもので作られた食事を知る。 

・３択クイズ（１０問） 

・４つの円グラフ 

・品目別自給率のプ

リント 

・日本で作られた食

料のみの食事のイラ

スト（朝昼夕） 

・パラグアイのホー

ムステイ先で食べた

食事の写真（朝昼

夕） 

６ ・自分の生活が世界と密

接に関わっていることに

気づき、世界の国々との

よりよいつながりのため

にできることを考える。 

①パラグアイの食事に関する写真から物語を作る。 

【ストーリーづくり】 

②世界とのつながりがなくなったらどうなるかを書き出す。

【派生図】 

③模造紙の回し読みをして、「なるほど」と思ったものに☆印

をつける。 

④世界の国々とのよりよいつながりのためにできることを、

「自分」「仲間」「国」の３つの視点から考える。 

【行動計画づくり】 

⑤全グループの「自分」に関する行動計画の中から、自分が

行動していこうと思うものを一つ選び、シールを貼る。 

・パラグアイの食事

に関する写真４枚 
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Ⅴ．実践報告書［伊藤聡子］ 
 

［本時の展開 （４時間目）］   

ねらい 
・国や地域によって、一日の摂取カロリーに違いがあることを知る。 

・自分たちが食べているものが、どのように食卓まで運ばれてくるのかを考える。 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

導入 

５分 

 

 

 

 

展開 

４０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５分 

１．写真の人物になりきって、一日の食事を紹介する。 

【ストーリーづくり】 

（1） 各グループ４枚の写真の中から、一人一枚を選ぶ。 

（2） 写真の中の人物の食生活を想像する。 

（3） 写真の人物になりきって、想像した食生活をグループ内

で伝え合う。 

２．写真の人物の一日の摂取カロリーを予想し、４枚の写真を

摂取カロリーが低い順に並び替える。 

【フォトランゲージ】 

  ・ ケニア 800kcaｌ 

  ・ バングラデシュ 1800kcaｌ 

  ・ チャド 2300kcaｌ 

  ・ スペイン 4200kcaｌ 

３．原料と加工されたものを組み合わせる「『食』マッチングゲー

ム」をする。 

（1） １８枚の写真カードを机の上に並べる。 

（2） 普段、食べているものが何からできているのかを考え、

写真カードを組み合わせる。 

・ マグロ － マグロの寿司 

・ ニワトリ － 唐揚げ 

・ 小麦 － パン 

・ 米 － せんべい 

・ アブラナ－ 菜種油 

・ カカオ － チョコレート 

・ 牛 － チーズ 

・ 大豆 － みそ 

・ スケトウダラ － かまぼこ 

４．「『食』マッチングゲーム」で組み合わせたものが、食卓に届

くまでの道のりを考える。 

（1） 原料から食卓に届くまでに、どのような工程があるのか

を考えて、プリントに書き込む。 

（2） 一人一つのヒント資料を担当し、大切だと思うところに下

線を引く。 

（3） 下線を引いたところをグループ内で伝え合い、プリントに

付け加える。 

５．考えたことを全体で発表し、共有する。 

６．本時の感想をグループで伝え合う。 

 

 

 

・食事だけではなく、写真に

写っている人物の生活背

景も読み取る。 

・中学生に必要な一日の摂

取カロリーが 2000kcal～

2750kcal であることを押さ

える。 

・チャドは難民の少年であ

り、国際援助団体から配

給されている食事であるこ

とを知らせる。 

 

 

・写真カードを組み合わせ

るだけではなく、原料と加

工されたものの名前も確

認しながら組み合わせる

ようにする。 

 

・「食事＝動植物の命をい

ただいている」ということを

９組のカードで確認する。 

 

 

・全部で９組のカードがある

ので、各グループに１つを

割り当てる。 

 

・困っているようであれば、

途中でヒントになる資料を

配付し、資料から分かった

ことを付け加える。 

・付け加えがあれば付箋に

書き、発表グループに渡

すことを説明する。 

・ピーター・メンツェ

ル、フェイス・ダルー

ジオ『地球のごは

ん』 TOTO 出版よ

り、４か国の一日分

の食事の写真（ケニ

ア、バングラデシ

ュ、チャド、スペイ

ン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

・原料の写真カー

ド、加工されたもの

の写真カード各９枚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・山本茂『もったいな

い！感謝して食べ

よう』少年写真新聞

社より、「食べ物は

こうしてつくられる」

「食生活を支える人

たち」など 

評価規準に基づく 
本時の評価 

・フォトランゲージを活用することによって、写真の隅々までに目を向け、一日に摂取できる

カロリーは国や生活背景などによって差があることに気づくことができた。 

・原料と加工されたものを組み合わせる「『食』マッチングゲーム」では、写真カードを組み

合わせることはスムーズにできたが、食卓に届くまでの道のりを考えるのは戸惑ってい

た。しかし、グループで話し合って考えていくうちに、たくさんの人々が関わって食卓まで

運ばれていることに気づき、「これからは残さずに食べたい」「感謝の気持ちをもって食べ

よう」という思いをもつことができた。 
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Ⅴ．実践報告書［伊藤聡子］ 

［総括・まとめ］  

学習方法および
外部との連携 

・毎時間、参加型学習を取り入れたので、活動が円滑に進むようなグループ編成を行った。 

・行動計画を立てる前に、「もしも○○がなかったら…」と派生図を用いて考えたことで、より考えを

深めることができ、具体的な行動計画を立てることができた。 

学校内外で 
国際理解教育・
授業実践を 

広める取り組み 

・本学年の先生に授業（第１・２時）を参観していただいたり、授業公開（第５時）で保護者の方に見

ていただいたりして、国際理解教育の取り組みを知ってもらった。 

・本実践の他にも、道徳の授業実践の中に現地研修で体験してきたことを取り入れた。『明るい人

生』の資料「ガランチード」（愛国心）では、パラグアイで暮らしている人々が思う日本人のよさを紹

介し、「引き継いでいきたい日本人のよさ」としてピラミッドランキングを作成する活動を行った。そ

の後、全校朝礼のクラススピーチで、「引き継いでいきたい日本人のよさ」を紹介した。 

苦労した点 
・参加型学習にあまり慣れていなかったため、活動を進めるのに時間がかかってしまった。 

・生徒の興味関心が広がるように、毎時間の生徒の反応を見ながら計画を考え直して進めた。 

・生徒の考えが深まるような資料を選んだり、資料を簡潔にまとめて分かりやすく提示したりした。 

改善点 

・年度当初に計画を立てて学年全体で取り組んだり、各教科（本実践の場合は社会科と家庭科）と

関連させて取り組んだりしていく。また、各教科でも参加型学習を取り入れていく。 

・行動計画を立てた後、計画だけに終わらないよう行動するまでの手立てを考える。 

・食べものが自分たちの食卓に届くまでの道のりを、教師側が一つ一つ把握しておく。 

成果が出た点 

・回数を重ねるごとに日本にも世界にも興味をもつ生徒が増え、世界とのつながりに気づくことで身

の回りの人やものへの感謝の気持ちをもつようになった。 

・給食の時間には、給食当番が必ず食缶が空になるように付け分け、「毎日、残さいゼロにする」と

いう意識が学級全体で高まったように感じた。 

学びの軌跡  
（児童生徒の 
反応、感想文、
作文、ノートなど） 

＜生徒が書いた振り返りの抜粋＞ 

第１時…クイズの答えが思っていたことと違い、自分が勝手に思い込んでイメージを作ってしまって

いた。日本では当たり前のことが、パラグアイでは当たり前ではないことに驚いた。 

第２時…日本とパラグアイの関わりの深さを感じた。パラグアイの人が日本のことを知っているよう

に、日本人もパラグアイのことをもっと知らなければいけない。 

第３時…いつも使っているもののほとんどがなくなったら困るものだったり、外国のものだったりし

た。当たり前にものが使え、食べものが食べられることへ感謝したい。 

第４時…いつも食べているものが何からできているのかは分かっても、その間にどんな工程があっ

てどんな人が関わってどんな想いでいるのは分からなかったので、他のグループの発表

を聞いて感心することがたくさんあった。これからは感謝して食事をしたい。 

第５時…輸入が止まってしまうと和食が食べられなくなり、みそ汁が飲めなくなってしまう。自分たち

にできることは、食べられることに感謝して残さずに食べることである。 

第６時…世界とは食べもののつながり以外にも、文化やスポーツなどのつながりがたくさんある。オ

リンピックが近いので、世界の国々とのつながりをもっと大切にしていきたい。 

・本実践を通して、自分と世界がつながっている、日本と世界がつながっていることに気づき、食べ

ものをはじめ身の回りにあるものに感謝する気持ちをもつ生徒が増えた。これからの国際化に向

けて、自分たちにできることに取り組んでいきたいという思いをもつことができた。 

授業者による 
自由記述 

・「食」から世界とのつながりを考えることで、自分の生活と世界が密接に関わっていることに気づく

ことができた。身近なところから入ることで、生徒の興味関心を広げることができたのではないかと

思う。 

単元構想・実施 
における 

参考資料等 

・『写真で学ぼう！地球の食卓 学習プラン１０』開発教育協会 

・『地球のごはん』ピーター・メンツェル、フェイス・ダルージオ/ＴＯＴＯ出版 

・『もったいない！感謝して食べよう』山本茂/少年写真新聞社 

・『世界の食料』『どうなってるの？世界と日本』ＪＩＣＡ冊子 

・『にっぽん食べもの事情』『ニッポン食べもの力見つけ隊』『食料自給率の推移』『諸外国・地域の食

料自給率等について』農林水産省ホームページ 



 

40 

 
Ⅴ．実践報告書［伊藤聡子］ 
 

［学びの軌跡 （児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 第１時 パラグアイってこんな国【ブレーンストーミング】 ▲ 第１時 「Sí〇？No×？クイズ」後、分かったことを追加 

▲ 第１時 「Sí〇？No×？クイズ」の活動の様子 

▲ 第３時 どこの国の食卓の写真かな？ 

▲ 第２時 「どれがパラグアイ？どれが日本？」の活動の様子 

▲ 第４時 写真の人物になりきって、一日の食事を紹介 

▲ 第２時  「どれがパラグアイ？どれが日本？～フォトランゲージ～」の振り返り 
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Ⅴ．実践報告書［伊藤聡子］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 第４時 「唐揚げ」が食卓に運ばれるまで 

▲ 第５時 日本で作られた食料だけで作る「朝食」 
 

▲ 第４時 「『食』マッチングゲーム」の活動の様子 

▲ 第６時 もしも世界とのつながりがなくなったら…【派生図】 

▲ 第６時 世界の国々とのよりよいつながりのためにできること  ▲ 第６時 行動計画の中から私にできそうなことは… 

▲ 第６時 「世界の国々とのよりよいつながりのために私たちにできること」の振り返り 
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Ⅴ．実践報告書［加藤寿恵］ 
 

 

 

 

 

 

学校名 愛知県海部郡蟹江町立蟹江小学校 授業者氏名 加藤 寿恵 

対象学年 
（人数） 

小学校６年生（１００名） 
実践年月 
（時数） 

２０１８年５月～２０１９年２月 

（２４時間） 
担当教科等 全科 

単元名 
（活動名） 開こう！世界へのとびら 

実践する 
教科・領域 総合的な学習・外国語活動 

学習領域 

[Ａ] 多 文 化 社 会 … 文化理解（〇）／ 文化交流（〇）／ 多文化共生（〇） 

[Ｂ] グローバル社会 … 相互依存（  ）／ 情 報 化（  ） 

[Ｃ] 地 球 的 課 題 … 人 権（〇）／ 環 境（  ）／ 平 和（  ）／ 開 発（  ） 

[Ｄ] 未 来 への選 択 … 歴史認識（〇）／ 市民意識（  ）／ 社会参加（  ） 

単元目標 

・世界の国々に興味をもち、それぞれの国について進んで調べる。 

・世界の国々について調べたことをまとめ、発表する。 

・世界には、異なる文化や考え方があることに気づき、その違いを認め、尊重しようとする心情を

育む。 

単元の 
評価規準 

知識および技能 
・世界には、異なる文化や考え方があることに気づき、その違いを認め、尊重し

ようと考える。 

思考力、判断力、

表現力等 

・担当する地域について調べた内容をもとに、発表の内容や方法を考え、発表

をすることができる。 

学びに向かう力、

人間性等 
・世界の国々に興味をもち、様々な国について意欲的に調べようとする。 

単元設定の 
理由･意義 

 
（児童生徒観、
指導観、教材

観から） 

・６年生の児童は、１００名が在籍している。その中には、外国にルーツをもっている児童もいる。そ

のため、世界には日本と異なる文化をもつ国があるということを学校生活で友達と関わるなかで無

意識のうちに感じている児童もいる。また、友達との交流から世界の国々について興味をもつように

なっている。その一方、近年のニュースでは、国同士の戦争やテロリズムなど世界の国々について

否定的な報道を目にする機会が多く、外国に対して恐怖心を抱いている児童も少なくない。 

・本単元では、世界には様々な文化や生活習慣などがあることを知り、その良さや課題に気づくこと

で、自分にできることがないか考えることができる。世界の国々について調べたり、実際に外国に住

んでいる（住んでいた）人の話を聞いたりすることによって、世界の国々の良さも感じることができる

教材である。 

・指導にあたっては、ＪＩＣＡ中部「国際協力出前講座」やパラグアイのピラポ日本語学校との交流を

行い、世界の国々の良さを感じられるようにすることで、外国の出来事が自分事として捉えられる

ようになると考える。 

開こう！世界へのとびら 
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Ⅴ．実践報告書［加藤寿恵］ 

［単元計画 （全２４時間）］  

時 ねらい 学習活動 資料など 

１・２ ・外国語活動で学習した表現を

使って、外国人にインタビュー

をする。 

・インタビューで使用する英語表現を練習する。 

（名前・出身地・お土産に買いたいものなど） 

・修学旅行で、外国の人に英語でインタビューをする。 

・インタビューを振り返る。 

・PPT 

（録音した音声で練

習できるようにしたも

の） 

・ワークシート①② 

３ 
 

・知っている国を確認し、これか

らの学習の見通しをもつこと

で、学習への意欲を高める。 

・知っている国名を書き出す。 

・国や地域について知っていることを書き出す。 

（食事・気候・文化など） 

・「世界」と聞いて、イメージすることを書き出し、学級で

共有する。 

・総合的な学習で調べてみたいことを考える。 

・ワークシート③ 

 

 

 

４ 
 

・世界には、十分な教育を受け

られない子どもがいることを知

る。 

・「世界一大きな授業」クイズをする。 

・文字の読み書きができない体験をする。 

 読めない文字が書かれた、３種類の液体を見て、ど

れが「薬」なのか考えて選び、実際に飲んでみる。 

・世界で使われているお金（必要な援助額・ゲーム・軍

事費）をリボンの長さで比べる。 

・学習の振り返りをする。 

・JNNE「世界一大き

な授業」 

・ワークシート④ 

６ 
 

・エチオピアの文化や生活習
慣について知る。 

・元青年海外協力隊の隊員による、エチオピアの出前

講座を聞く。 

（歴史・食べ物・学校生活・街の様子など、エチオピア

の様子を写真や映像で見たり、講師の体験談を聞い

たりする） 

・国際協力出前講座 

（山本光恵氏による） 

９〜 
２０ 

 

・担当する地域について、発
表する内容や方法を考え、
調べたことを伝える。 

・５つのグループに分かれて、担当する地域について

調べる。（言葉・食べ物・世界遺産など） 

・調べたことをもとに、発表原稿・小物作りをする。 

・発表の練習をする。 

・歌「小さな世界」の練習をする。 

・学習発表会で発表する。 

・発表の振り返りをする。 

 

２１ 
 

・住んでいる地域の良さを伝え

合い、楽しく交流をすることが

できる。 

・ピラポ（パラグアイ）の児童に、質問をする。 

・ビデオレターを制作する。 

（学校紹介、蟹江町・愛知県紹介、ピラポの児童への

質問に答える、学年合唱「小さな世界」） 

・ピラポ日本語学校のビデオレターを見る。 

・ピラポ日本語学校とビデオレター交流をした感想を書

く。 

 

２２ ・日本人がパラグアイに移住し

た歴史を知る。 

・ビデオレターを見て、生まれた疑問を共有する。 

・戦後の日本の人口増大により、パラグアイに移住をし

た歴史を知る。 

・日系人が築いた、日本とパラグアイの繋がりについて

知る（ゴマの輸入）。 

・国籍とは何か考える。 

・JICA Paraguay「パ

ラグアイへの日本人

移住の歴史」映像 

・パワーポイント 

２３・ 
２４ 
本時 

・住みやすい蟹江町・日本にす

るためにできることを考える。 

・国籍の意味を知る。 

・自分が移住するとしたら、「楽しみなこと・心配なこと」

について考える。 

・蟹江町の人口減少に関するグラフを読み取る。 

・住みやすい蟹江町・日本にするためにできることを考

え、行動計画を作成する。 

・学習を振り返る。 

・厚生労働省「「外国

人雇用状況」の届出

状況まとめ」に基づく

集計 

・RESAS（地域経済

分析システム）「将来

人口推計・蟹江町」 

・ワークシート⑤ 
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Ⅴ．実践報告書［加藤寿恵］ 
 

［本時の展開 （２４時間目）］   

ねらい ・住みやすい蟹江町・日本にするためにできることを考える。 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

３分 

 

 

 

１２分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

１．前時の復習をする。 

・もし、移住をするとしたら「楽しみなこと」・「心配なこと」に

どんなことがあったのか、確認する。 

 

２．人口減少についてのグラフを読み取る。 

（1） 「外国人労働者の推移」のグラフを読み取る。 

「なぜ、外国人の労働者が増えているのでしょう。」 

（2） 「愛知県蟹江町の総人口の推移（１９８０～２０４０年）」の

グラフから分かることをグループで話し合う。 

（3） 「愛知県蟹江町の年少人口、生産年齢人口、老年人口

の推移（１９８０～２０４０年）」のグラフから分かることを

グループで話し合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

３．住みやすい蟹江町・日本にするためにできることを考

える。 

（1） 「私にできること」・「仲間とできること」・「蟹江町・日本が

できること」の３つに分けて考えたことを付箋に書き、行

動計画をグループで表にまとめる。 

（2） グループで話し合った内容を学級で共有する。 

・グループで話し合った内容を発表し合い、似ている内容

を近くに貼り、分類をする。 

（3） 表から、分かったこと・気づいたことを発表する。 

＜行動計画＞ 

私にできること 仲間とできること 蟹江町・国ができること 

・外国語を覚える。 

・あいさつをする。 

・ゴミ拾いをする。 

・困っている人が

いたら、助ける。 

・蟹江町をＰＲす

る。 

 

・愛知にイベントや

遊ぶところを作っ

て、人を呼ぶ。 

・英語が話せるカ

ウンセラーを学

校にやとう。 

 

４ １年間の学習を振り返る 

・これまでに学習した内容を振り返り、感想（考えたこと・気

づいたこと）を書く。 

 

 

 

 

 

 

 

・学習していない言葉を確

認することで、「年少人

口」、「生産年齢人口」、

「老年人口」推移の関係に

ついて読み取れるように

する。 

 

 

 

 

 

 

 

・前時の学習で考えた、「移

住するとしたら「楽しみな

こと」・「心配なこと」のプリ

ントを見ながら考えること

で、自分が移住する気持

ちと、外国人が日本に来

る時の気持ちに共通点が

あることに気づけるように

する。 

 

・「私にできること」は、すぐ

に始められるような、普段

の生活でできることを考え

るように声をかける。 

 

 

 

 

 

・総合ファイルを見返し、学

習を通して、印象に残って

いることを書くように声を

かける。 

 

 

 

 

 

・厚生労働省「「外

国人雇用状況」の

届出状況まとめ」に

基づく集計 

・RESAS（地域経済

分析システム）の統

計資料（蟹江町版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシート 

評価規準に基づく 
本時の評価 

・人口の推移のグラフから、蟹江町（日本）の人口減少について読み取ることができる。 

・住みやすい町にするために、自分にできることを考えることができる。 

＜児童の反応＞ 

・2005 年の人口が一番多い。 

・将来、年少人口より、老年人口が倍以上になる。 

・働ける人口が減ってしまう。 
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Ⅴ．実践報告書［加藤寿恵］ 

［総括・まとめ］  

学習方法および
外部との連携 

【学習方法】 

体験や交流（インタビューやビデオレター交流）を通して、外国の文化を知り、人と繋がること

で、世界の出来事が自分事として捉えられるように単元を構成した。また、学習では、グループ

ワークを取り入れることで、意見を交流しながら考えを深められるようにした。 

【外部との連携】 

① JNNE「世界一大きな授業」 

② JICA 中部 青年海外協力隊元隊員（山本光恵氏）による国際協力出前講座 

・事前に「ねらい」を伝え、エチオピアの国の概要や文化・習慣、協力隊の活動についても

話していただいた。 

③ パラグアイ ピラポ日本語学校６年生との交流（ビデオレター） 

・パラグアイ現地研修にてお会いした、青年海外協力隊澤田千秋隊員と学校間の交流を進

めた。互いの学校や地域について紹介した。 

学校内外で 
国際理解教育・
授業実践を 

広める取り組み 

・学習発表会で保護者による参観。 

・授業実践を他学年の教員にも参観してもらうとともに、授業で使用したパワーポイントや成果

物を学年の掲示板に掲示し、校内でもより多くの人たちに見てもらえるようにした。 

・教師海外研修と本実践について、職員に対して報告会を行った。 

苦労した点 
・授業の展開を考える中で、学校行事との関係で日程を調整することが困難であった。そのた

め、単元計画が前後する場合もあり、児童の思考に合った構成を考えることに苦労した。 

改善点 
・学習発表会が１１月にあり、学習の成果を保護者に見てもらうことができなかったため、今後

は保護者に活動を見てもらえるような授業参観の場や、通信などで紹介することで、保護者に

も世界のつながりについて伝えていきたい。 

成果が出た点 

・総合的な学習の振り返りでは、約８割の児童が意欲的に学習に取り組むことができたと回答

した。 

・現地の写真や資料を見せたことによって、児童の興味を引き出すことができた。また、実際に

同年代の児童と交流することによってパラグアイについて興味をもち、その国の歴史や日本

の歴史についてより詳しく調べようとする児童の姿が見られた。 

学びの軌跡  
（児童生徒の 
反応、感想文、
作文、ノートなど） 

・外国は外国、日本は日本でそれぞれ独自の文化があるからおもしろいんだなと思った。これ

からも伝統・文化を大切にしようと思いました。 

・外国を学ぶ前は、外国人なんてしょせん部外者だと思ったけど、学んだ後は、外国人との交

流は、とても大事だということがわかった。 

・ピラポ日本語学校の人たちとの交流や、移住して不安なことや楽しみなことを考えました。み

んなの意見を聞いて、同じ意見や違う意見があり楽しく活動できたのでうれしかったです。 

・私は、外国人にインタビューをするのは、初めてで少しドキドキして怖かったけど、相手はとて

も優しくて、外国人の印象が変わりました。 

授業者による 
自由記述 

・移住や国籍についてなど、小学生の児童にとっては難しい内容だったが、パラグアイの日本

語学校の児童とビデオレターで交流したことがきっかけとなり、世界との関わりが自分事として

考えられたのではないかと考える。 

・日本の歴史や政治について学んだ、６年生の３学期だからこそ理解できる内容であったと考

える。 

単元構想・実施 
における 

参考資料等 

・ＪＩＣＡ中部２０１８年度開発教育指導者研修（実践編）資料 

・ＪＩＣＡ中部２０１７年度教師海外研修報告書 

・『世界一大きな授業２０１８』教育協力ＮＧＯネットワーク（ＪＮＮＥ） 

・厚生労働省 ホームページ 

・RESAS（地域経済分析システム）の統計資料 

・JICA Paraguay 映像資料 
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Ⅴ．実践報告書［加藤寿恵］ 
 

［学びの軌跡 （児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）］  
 

 

▲ 「パラグアイの子と交流しよう」で制作したしおり 

 

 

▲ 児童の振り返り① ▲ 「住みやすい蟹江町・日本にするためにできることを考えよう」 

 

  

 
▲ 児童の振り返り③ ▲ 児童の振り返り④ 

 

 
 

 

 ▲ 児童の振り返り④ ▲ 児童の振り返り⑤ 
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Ⅴ．実践報告書［川合孝弥］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 愛知県立常滑高等学校 授業者氏名 川合 孝弥 

対象学年 
（人数） 

高校２年生（３２名） 
実践年月 
（時数） 

２０１８年１０月 

（６時間） 
担当教科等 外国語 

単元名 
（活動名） Lesson 5 How Climate Changes Are Affecting Us （教育出版） 

実践する 
教科・領域 コミュニケーション英語Ⅱ 

学習領域 

[Ａ] 多 文 化 社 会 … 文化理解（〇）／ 文化交流（  ）／ 多文化共生（  ） 

[Ｂ] グローバル社会 … 相互依存（  ）／ 情 報 化（  ） 

[Ｃ] 地 球 的 課 題 … 人 権（  ）／ 環 境（〇）／ 平 和（  ）／ 開 発（  ） 

[Ｄ] 未 来 への選 択 … 歴史認識（  ）／ 市民意識（  ）／ 社会参加（  ） 

単元目標 
・日本とパラグアイの同一性に気づく、つながりを理解する。 

・パラグアイや世界の環境に関する課題について、共に考え、共に越える。 

・環境問題に対して、自分たちにできることは何か考え、行動する。 

単元の 
評価規準 

知識および技能 ・地球温暖化をはじめとする、さまざまな環境問題を知る。 

思考力、判断力、

表現力等 

・ペア・ワークの相手や他のグループの考えを理解することができる。また、自

分の考えなどを表現することができる。 

学びに向かう力、

人間性等 

・単元で扱われている内容に関心を持つとともに、ペア・ワークやリーディング

活動に、積極的に取り組むことができる。 

単元設定の 
理由･意義 

 
（児童生徒観、
指導観、教材

観から） 

・学年の成績上位者が集まっており、習熟度別に３展開したうちの１クラスである。習熟度の高いクラ

スを２つ作り、このクラスは習熟度の高いクラスである。多くの生徒が教員による簡単な指示や説明

を理解できている。ペア・ワーク等の活動を多く取り入れ、生徒が積極的にコミュニケーションできる

ように促している。 

・現地研修でのカテウラ地区のゴミ問題と関連のある単元を扱いたかったため。 

・環境問題に対する知識がない生徒が多いため、生徒のレベルに合った読み物を用意したり、参加

型手法を使ったりすることで生徒の興味関心を引き出したい。 

環境問題 〜私たちにできること～ 
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Ⅴ．実践報告書［川合孝弥］ 
 

［単元計画 （全６時間）］  

 

時 ねらい 学習活動 資料など 

１ パラグアイに肯定的に出会う 

 

①仲間探し、名刺で自己紹介（「好きな色」、「幼少期

の遊び」、「野望または夢」、「好きなかき氷の味」） 

【アイスブレーキング】 

②パラグアイの基礎情報 （クイズ形式） 

パラグアイの人口、面積、主要産業、また、現地研

修での訪問先を紹介した。 

③日本とのつながり 

ゴマ、日系社会について知る。 

④パラグアイが抱える課題 【フォトランゲージ】 

カテウラ地区のゴミ問題やカテウラ音楽団の写真

を見て、それがどんな写真なのか考える。また、そ

の写真について説明する。 

 

・現地教材 

・パワーポイント 

 

２ 
 

世界の環境問題を知る 

 

①４人１グループに分かれ、海洋ゴミ、森林伐採、地

球温暖化、フードマイルについての記事をそれぞ

れ読む。【ジグゾー法】 

②同じテーマを読んだ人同士が集まり、４人１グルー

プで、理解を深める。 

③最初の４人１グループになり、上記の４種類の記事

の内容を共有する。 

 

・写真 

・資料① 

３ 
 

世界の環境問題を知る 

 

①上記の４種類のテーマから自分たちが調べたいテ

ーマを一つ選び、原因を考える。【因果関係図】 

②原因を解決するために自分たちに何をできるかを

考え、模造紙にまとめる。また、原稿を書く。 

 

・資料① 

４ 
 

 

世界の環境問題を知る ①原因を解決するために自分たちに何をできるかを

考え、模造紙にまとめる。また、原稿を書く。（３時

間目の続き） 

②発表の練習をする。 

 

・資料②③ 

 

５ 
本時 

発表① 

 

 

①グループでポスターセッションをする。他のグルー

プの発表を聞き、質問する。 

 

・評価シート 

6 発表② ①生徒全員の前でプレゼンテーションを実施する。発

表を聞いている生徒は評価シートに基づいて評価

する。 

・評価シート 
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Ⅴ．実践報告書［川合孝弥］ 

［本時の展開 （５時間目）］   

 
 

ねらい 
・ペア・ワークやグループワークに積極的に参加し、相手の考えなどを聞いたり自分の考えなどを主体的

に話したりする。 

・気候の変化に対して、自分たちにできることは何かを考える。 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

導入 

１分 

 

Small Talk 

５分 

 

発表の練習 

１０分 

 

 

 

 

発表 

３２分 

 

 

 

 

まとめ 

２分 

１．本時の流れとねらいを確認する。 

 本時の授業の展開とねらいを伝える。 

 

２．与えられたテーマについてペアで話す。 

 

 

３．グループで発表の練習をする。 

 発表時間を確認しながら、練習をする。 

 

 

 

 

４．グループでポスターセッションをする。他のグループの発表

を聞き、質問する。 

（４人グループを２人１組にし、前後半分かれ、それぞれ２分

間の発表を７回） 

 

 

５．本時の内容をふりかえり、次回までの予告を聞く。 

次回の発表に向けて、発表のよかったところ、改善できる

ことを伝える。 

・板書を用いて、説明する。 

 

 

・対話の前に注意すべき点を伝

える。 

 

・発表の練習の前に注意すべき

点を伝える。 

・採点基準を確認し、アイコンタク

トや意欲的に発表をするように

伝える。 

 

・他のグループの発表に対して、

質問ができるように、しっかり聞

くように伝える。 

・生徒の様子を見ながら、時間の

管理をする。 

 

・顔をあげて聞いているか。 

・ポスターセッションに際して、発

表者の良かったところや改善で

きることを全体に共有する。 

 

・評価シート 

評価規準に基づく 
本時の評価 

［知識および技能］ 

・地球温暖化をはじめとする、さまざまな環境問題を知ることができた。具体的には、海洋ゴ

ミ、森林伐採、地球温暖化、フードマイルについてジグゾー法を用いて知ることができた。 

［思考力、判断力、表現力等］ 

・「2. Small Talk」では、ペア・ワークの相手やの考えを理解したり、自分の考えなどを表現す

ることができた。 

・「4. 発表」では、他のグループの考えを理解することができた。また、自分の考えなどを表

現することができた。但し、他のグループの考えを理解した上で、即興で質問をしたりする

ことが難しかったため、授業の創意工夫が必要である。 

［学びに向かう力、人間性等］ 

・単元で扱われている内容である、環境問題に関心を持つとともに、ペア・ワークやリーディ

ング活動に、積極的に取り組むことができた。具体的には、教科書の内容である、地球温

暖化だけでなく、海洋ゴミ、森林伐採によりオラウータンの生息地が減少している問題、地

球温暖化による珊瑚の白化現象、フードマイルについてジグゾー法を用いて知ることがで

きた。 
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Ⅴ．実践報告書［川合孝弥］ 
 

［総括・まとめ］  

学習方法および
外部との連携 

・参加型手法を用いて、生徒が主体的に学習することを促した。限られた時間数であったものの、

現地の方との交流等の外部との連携があればさらによかった。 

学校内外で 
国際理解教育・
授業実践を 

広める取り組み 

・２０１８年度愛知県事業「あいちスーパーイングリッシュ・ハブスクール」知多地区第２回地区別

授業研修 

上記の研修において、研究授業を実施した。また、その後の研究協議では、授業者の感想

及び反省、授業に対する質疑応答、協議、助言者からのご指導をいただいた。 

・愛知県高等学校国際教育研究協議会（ＡＫＫ）２０１８年度研究大会 

上記の研究大会の分科会において、ＪＩＣＡ主催教師海外研修（パラグアイ）報告者による報

告として、研修に参加した他２名の教諭と報告をした。 

苦労した点 

・教師海外研修で学んだことと授業をどのように関連づけるかが課題であった。研修のなかで、

カテウラ地区のゴミ山の光景が非常に印象的であったことと、教科書の内容に環境問題、とり

わけ地球温暖化の単元があったため、上手く関連づけるこができた。 

・世界の環境問題を知る上で、教科書以外の海洋ゴミ、森林伐採、地球温暖化、フードマイルに

ついての記事を準備するのが大変であった。生徒のレベルに合う記事を探すのに他の教員か

らも支援をいただき、大変助かった。 

改善点 

・より多くの言語活動を英語で行うことがさらに良かった。しかし、語学力以上に海洋ゴミ、森林

伐採、地球温暖化、フードマイル等の環境問題の背景知識が少ないため、さらなる授業の創意

工夫が必要である。 

・ポスターセッション、プレゼンテーションの発表において、発表者に対して即興で質問ができると

さらに良かった。即興で日頃からのトレーニングが必要である。 

成果が出た点 

・さまざまな参加型手法を用いることにより、学習者が主体的、対話的で深い学びをすることが

できた。また、自己肯定感や他者理解にもつながった。 

・環境問題に対して、他人事ではなく、自分事として、自分たちにできることは何か考えることが

できた。 

・授業以外の学級においても協同的に学校行事に取り組むことができるようになった。 

学びの軌跡  
（児童生徒の 
反応、感想文、
作文、ノートなど） 

・授業者の一方的な授業に比べて、生徒が積極的に授業に参加する様子が見られるようになっ

た。生徒のなかには、グループワーク等の協同的探求学習が好きであるといった意見を聞くこ

とができた。 

授業者による 
自由記述 

・本実践報告以外においても、選択科目である異文化理解の授業においても同様の授業を実施

した。そこでは、映画「クロスロード」を鑑賞し、青年海外協力隊の活動を知り、映画を通じて印

象に残ったことを共有した。 

・担当学年の修学旅行では、事前学習として、総合的な学習の時間を用いて、生徒が興味のあ

るテーマについてグループで調べ、発表した。この際にもマインドマップやポスターセッション等

の参加型手法を用いることができた。このように、参加型手法は開発教育国際理解教育以外

においても協同的探求学習として活用することができた。 

単元構想・実施 
における 

参考資料等 

・NEW ONE WORLD（東京書籍） 

・BIG DIPPER（数研出版） 

・クロスロード（東映ビデオ株式会社） 
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Ⅴ．実践報告書［川合孝弥］ 

［学びの軌跡 （児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）］ 
 

 

 

▲ カテウラ地区のゴミ山【フォトランゲージ】 ▲ 背景知識が少ないグループ【因果関係図】 

▲ 発表の模造紙、原稿を作成する生徒たち ▲ ポスターセッションをする生徒たち 
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Ⅴ．実践報告書［椙山紗希］ 
 

 

 

 

学校名 岐阜県海津市立下多度小学校 授業者氏名  椙山 紗希 

対象学年 
（人数） 

小学校５年生（１３名） 
実践年月 
（時数） 

２０１８年９月～１２月 

（６時間） 
担当教科等 全科 

単元名 
（活動名） 

社会科「これからの食料生産とわたしたち」 

国語科「明日をつくるわたしたち」 

学級活動、外国語活動 

実践する 
教科・領域 

国語科「明日をつくるわたしたち」 社会科「食料生産とわたしたちの生活」  

外国語科・異文化理解、学級活動・よりよい人間関係の形成 

学習領域 

[Ａ] 多 文 化 社 会 … 文化理解（〇）／ 文化交流（  ）／ 多文化共生（  ） 

[Ｂ] グローバル社会 … 相互依存（〇）／ 情 報 化（  ）  

[Ｃ] 地 球 的 課 題 … 人 権（〇）／ 環 境（  ）／ 平 和（  ）／ 開 発（  ） 

[Ｄ] 未 来 への選 択 … 歴史認識（  ）／ 市民意識（  ）／ 社会参加（  ） 

単元目標 
・パラグアイの文化や食を通した世界とのつながりを知ることで、「世界の中の自分」に気付く。  

・自分とは異なる価値観や背景をもつ人たちの存在を通して、様々な人と気持ちよく過ごすために 

自分にできることを考えて伝え合う。 

単元の 
評価規準 

知識および技能 ・日本が抱えている食料生産における課題を知り、他国とのつながりを理解する。 

思考力、判断力、

表現力等 

・パラグアイを題材にした活動を通して、言葉や文化の面白さや豊かさ、多様な

ものの見方や考え方があることに気付き、共存するために自分ができることを

考える。 

学びに向かう力、

人間性等 

・日本と世界、または仲間同士の思いを受け止め、相手の立場や考え方を理

解しようとする。 

単元設定の 
理由･意義 

 
（児童生徒観、
指導観、教材

観から） 

・本学級の児童は、互いのことを理解し合い、男女とも思ったことは素直に言い合う児童が多い。し

かし、世界に対する関心が低く、初めて出会う出来事に抵抗感をもつ児童もいる。そこで、固執した

人間関係にとらわれず、広い視野をもち、他を受け入れられるような児童の育成を目指している。 

・本実践では、教師海外研修で得た学びを教材化し、児童にとって身近な大人の一人である担任が

児童と世界をつなぐことで、世界への関心をもち、自分と世界との関わりを実感できるようにする。

また、複数の教科の学習を関連付けて授業を仕組むことで、児童の思考や発達段階に応じた学び

となり、児童の抵抗感を少しでも低くして学習に臨めるようにする。そのために、単元の導入で、児

童がクイズの掲示まで動いて答え合わせを進める形式を工夫し、主体的に世界と出会える環境を

用意する。中盤では、社会科の食料自給率の問題と関連させて、自分と世界のつながりを実感でき

るようにする。終末では、学級内の意見交流の場を位置付けて、自分が世界とのつながりの中でで

きることを現実的かつ具体的に考えられるようにする。 

・本時では、パラグアイの良さを考えることを通して、初めて出会う物事に対して良さを見出し、互い

の良さを尊重しようとすることを目標とする。その中で、世界に関心をもち、日本の良さとも照らし合

わせながら、他国の良さに気づけるようにしたい。 

虹 ～無限の色でみんなスマイル～ 
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Ⅴ．実践報告書［椙山紗希］ 

［単元計画 （全６時間）］  

 

時 ねらい 学習活動 資料など 

１ ・パラグアイの文化を知ること

を通して、日本とは異なる文

化の良さや面白さに気づき、

異文化について理解すること

ができる。 

『パラグアイってこんな国！』 

・パラグアイ動画を視聴する。 

・パラグアイクイズラリーを行う。 

 …教室中にパラグアイに関する３択クイズを貼り、 

児童が解答用紙をもってクイズを解いていく。 

・答え合わせをして、感想を共有する。 

・現地研修時の動画、

写真 

・クイズ（壁面掲示） 

・解答用紙（個別） 

２ 
本時 

・パラグアイの良さを考えること

を通して、初めて出会う物事

に対して良さを見出し、互い

の良さを尊重しようとすること

ができる。 

『日本と世界の良さ見つけ』 

・エピソードカード（体験談が書かれたカード）の交流 

・２色の付箋にパラグアイと日本の良さをそれぞれ書き

出す。 

・模造紙に付箋をグループ分けして貼る。 

・気づいたことを共有する。 

・現地研修時の体験

談 

３ 
 

・自分の体をつくる食と世界と

のつながりを知ることを通し

て、食料生産に関わる日本の

課題に気づくことができる。 

 

『食べ物のルーツをたどろう』 

・半年後（日本への食料の輸入が途絶え、備蓄も尽き

るころ）に食べたい夕食のイメージを描く。 

・食料自給率表をもとに描いた夕食の何割ほどが食べ

られるのか知る。 

・感想を共有する。 

・食料自給率表 2017 

４ 
 

・異なる価値観や背景をもつ人

と関わる場面を想定して接し

方を考えることを通して、誰に

でも感情面で通じるものがあ

ることに気づき、自分にとって

も相手にとってもよりよい言動

をしようとすることができる。 

『ようこそ転入生』 

・ミッションカードに書かれた背景や状況の児童になり

きり、転入生として学級の仲間に入ろうとする。 

・架空の転入生に対してどんな言動をすべきか考え、

実際にやってみる（ロールプレイ）。 

・ミッションカードを引く児童を交代し、様々な状況でロ

ールプレイを行う。 

・それぞれの立場で気づいたことを共有する。 

・ミッションカード 

５ ・様々な人と気持ちよく過ごす

ためにできることを考えること

を通して、自分・学級・行政の

視点で解決方法を見つけ、自

分にできることを提案すること

ができる。 

『気持ちよく過ごすために』 

・これまでの学習を踏まえて、互いに気持ちよく過ごす

ためにできることを付箋に書き出す。 

・書き出したことを「自分ができること」「学級でできるこ

と」「社会ができること」にグループ分けをする。 

・「自分ができること」の中から実際に自分が行動に移

すことができる項目を１つ決めて、行動宣言用紙に書

く。 

・全体で発表し、行動宣言する。 

 

６ ・これまでの学習と身近な問題

をつないで、自分にできること

を提案書にまとめることがで

きる。 

『明日をつくるわたしたち』 

・新聞記事から関心のあるものを選ぶ。 

・記事から得た情報や既習事項を生かして仲間と話し

合う。 

・解決方法を提案書にまとめる。 

・新聞記事 
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Ⅴ．実践報告書［椙山紗希］ 
 

［本時の展開 （２時間目）］   

ねらい 
・パラグアイの良さを考えることを通して、初めて出会う物事に対して良さを見出し、互いの良さを尊重し

ようとすることができる。 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

導入 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

３５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

５分 

１．前時のパラグアイクイズラリーで知ったパラグアイの文化を振り返る。 

「前回行ったクイズラリーで、１番印象に残っているのは何ですか。」 

・印象に残っているクイズは、伝統の刺繍のニャンドゥティです。カラ

フルできれいだけど、由来がクモの巣だということに驚きました。 

・パラグアイの子どもたちの１番人気な食べ物が焼肉だということを

覚えています。ぼくも焼肉が好きだから、同じだなと思いました。ま

た、肉の塊がすごく大きくていいなと思いました。 

２．課題を確認する。 

日本とパラグアイの良さ見つけをしよう。 

３．活動１： 

パラグアイについてのエピソードカード（研修で出会った人との関わり

や言葉からまとめたエピソードが書かれたカード）を読んで、クイズに

はなかった良さを知る。 

・パラグアイには日本の物事を知っている人がたくさんいること 

・初めて出会ったのに家族のように受け入れてもらえたこと 

・農業をしている人が多く、命の大切さを身近に感じること 

・困ったことがあっても、心を広く相手を待つことができる人と出会っ

たこと 

４．活動２-１： 

２色の付箋に日本とパラグアイの良さをそれぞれ書き出す。 

・パラグアイの良さ…きれいな刺繍、日本のことを知っている 等 

・日本の良さ…自然豊か、礼儀正しいことで有名 等 

５．活動２-２： 

付箋を模造紙にグループ化し、気付いたことを交流する。 

・グループの例…食べ物、エンターテイメント、自然、性格 等 

「模造紙を見て、日本とパラグアイの良さについて気付いたことはあり

ますか。」 

・どのグループにも、２色の付箋が入っていることに気が付きまし

た。だから、日本にもパラグアイにも、食べ物や自然など良いところ

があることがわかりました。 

・付箋がわくからはみ出るくらい貼ってあります。日本に良いところ

がたくさんあるのはもちろん、パラグアイにも良いところがたくさん

あることに気付きました。 

６．本時の学習から学んだことをまとめる。 

 

・パラグアイがどんな国だっ

たのか想起しやすいよう

に、前時使用したクイズの

掲示と答えのカードを黒板

に貼る。 

・良さについて印象に残っ

ていることを取り上げ、課

題につなぐ。 

 

 

 

・児童が自分たちで良さに

気付く意識をもてるよう

に、教師が読まずに児童

が一人１枚ずつ班の子に

読む。 

 

 

 

 

・多くの意見が出せる環境

をつくるために、余分に付

箋を配付し、思いついたこ

とからすぐに書いていくよ

う声をかける。 

・見つけた良さをグループ

化して一般化するととも

に、日本とパラグアイの良

さから共通点や相違点を

みつけられるように、模造

紙は各班１枚だけ用意す

る。 

・他の班の模造紙からも気

付きを得るために、黒板に

全ての班の模造紙を掲示

してから学級全体で交流

する。 

・個人のまとめを書けるよう

に、単元を通したワークシ

ートを用意する。 

・クイズ 

・答えのカー

ド 

 

 

 

 

 

 

 

 

・エピソード

カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価規準に基づく 
本時の評価 

・日本と世界、または仲間同士の思いを受け止め、相手の立場や考え方を理解しようとす

る観点において、パラグアイの良さを実際に書き出すことで、良さを認識することができ

た。また、一人で考えるのではなく班や学級で交流することで、自分では気づかなかった

良さにも気づくことができた。しかし、活動中に「やっぱり日本のほうが良い」というつぶ

やきがあった。どちらのほうが良いのかという比較ではなく、双方の良さや違いに気づけ

る視点を与える必要があった。 

日本にもパラグアイにも良いところがたくさんあり、その中には、

国はとても遠いけど、似ている良さもあることに気づきました。

ほかにも似ているところはないか探してみたいです。 
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Ⅴ．実践報告書［椙山紗希］ 

［総括・まとめ］  

 

学習方法および
外部との連携 

・学習者同士で学び合える環境づくりのために、以下のような活動の工夫をした。 

①クイズラリーの答え合わせは、児童が一人１枚答えのカードを持ち、答えを発表して教え

合う形式 

②３～４人班で付箋を貼りながら意見交流を促す形式 

③ロールプレイでは学級で協力して解決方法を考える形式 

・対象児童は国際理解教育として授業を受けることは初めてだったが、仲間と意見を交流する

中で共に問題解決しようとしている様子がうかがえた。 

学校内外で 
国際理解教育・
授業実践を 

広める取り組み 

・勤務校にて教師海外研修の報告をした（資料配付と説明）。 

・実践の一部を実践論文としてまとめ、勤務校の所属する市に応募した。実践論文集に掲載さ

れ、市内教員に紹介された。 

苦労した点 

・対象児童の小学生にとって、世界という視点が身近ではないために、自分事として感じたり問

題意識をもったりという、実感を伴う指導が難しかった。 

・授業を仕組む上で、単元全体の構成を教科書などの学びから離れないよう時間を確保するこ

とに苦労した。 

改善点 

・事前に評価規準や単元との関係性をより明確化して実践に移す。 

・単発の授業にならないよう、前時との学びの連続性を意識した導入を行う（特に後半の授業実

践において）。 

・テーマを絞って単元計画を立て、出口の行動に生かす視点を明確にする。 

成果が出た点 

・食料自給率に関する授業後に、食料以外の輸入品目についても関心をもち、新聞記事を見つ

けたり冊子を読んだりする児童の姿があった。 

・世界の人々の設定で行ったロールプレイから、身近な人に対しても接し方を考えようとすること

ができた。 

学びの軌跡  
（児童生徒の 
反応、感想文、
作文、ノートなど） 

・「パラグアイという国を初めて知ったけど、私たちと似ているところや様々な文化を知ることがで

きて楽しかった。」 

・「日本もパラグアイも、表し方は違うけど、やさしさ（人柄）やエンターテイメントが似ていておもし

ろい。」 

・「日本（食）っぽい大豆がほとんど外国（から輸入されたもの）で、しょうゆ、みそ、豆腐など輸入

がなくなると大変なことが起こることが分かった。」 

・「できることを考えると思ったよりたくさん出てきたので、次は実行してみたい。」 

授業者による 
自由記述 

・今回、初めて国際理解教育に関する研修を受講し、教師海外研修に参加した。多くの実践例

がすでにある中で、実際に自分が見聞きしたことを授業で活用する良さを、児童の反応から感

じた。しかし、教師の思いと児童の意識の違いを認識する必要性も同時に感じた。そのため

に、複数の教科を学級担任が担当する良さを生かし、様々な教科での学びを関連させながら

単元を仕組むことを、今回は意識して実践を行った。これからも、児童の視点に立ち、実践を積

んでいきたい。 

単元構想・実施 
における 

参考資料等 

・『国際理解教育実践資料集～世界を知ろう！考えよう！～』ＪＩＣＡ地球ひろば/２０１３年 

・『Ｆｉｎｄ ｔｈｅ Ｌｉｎｋ どうなってるの？世界と日本 第二版』ＪＩＣＡ/２０１７年 

・『品目別食料自給率』農林水産省/２０１６年 
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Ⅴ．実践報告書［椙山紗希］ 
 

［学びの軌跡 （児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）］  
 

 

 

▲ 第１時終了時の児童の感想 ▲ 第２時の良さ見つけのまとめ 

▲ 第５時できることビンゴ ▲ 第５時できること宣言 

▲ 全授業後のふりかえりのまとめ 
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Ⅴ．実践報告書［髙橋泉名］ 

 

 

 

学校名 愛知県名古屋市立滝川小学校 授業者氏名 髙橋 泉名 

対象学年 
（人数） 

小学校５年生（３６名） 
実践年月 
（時数） 

２０１８年９月～ 

２０１９年２月（９時間） 

 担当教科等 全科 

単元名 
（活動名） 世界の問題について考えよう 

実践する 
教科・領域 総合的な学習 

学習領域 

[Ａ] 多 文 化 社 会 … 文化理解（〇）／ 文化交流（〇）／ 多文化共生（〇） 

[Ｂ] グローバル社会 … 相互依存（  ）／ 情 報 化（〇） 

[Ｃ] 地 球 的 課 題 … 人 権（  ）／ 環 境（  ）／ 平 和（  ）／ 開 発（〇） 

[Ｄ] 未 来 への選 択 … 歴史認識（  ）／ 市民意識（  ）／ 社会参加（  ） 

単元目標 
・多様な価値観や文化を肯定的に捉え、世界に関心をもつことができる。 

・自ら知ろうと行動し、多面的に物事を見ることができる。 

単元の 
評価規準 

知識および技能 

・考えたテーマに沿って、資料やインターネットなどを活用し、世界の国々や

日本の課題を理解し、その問題を解決するために自分自身ができることに

ついて説明することができる。 

・パラグアイについて調べることで、その国独自の良さに気づくとともに、日

本の良さについても理解できる。 

思考力、判断力、

表現力等 

・調べ学習を通して学習した世界の国々の課題の原因から、身近で実践で

きる、課題を解決するための方法を考えることができる。 

学びに向かう力、

人間性等 

・実社会の中から積極的に問いを見出し、日本人と外国人がよりよく共存す

るための方法を意欲的に考えている。 

・日本とは違う文化をもつ外国や、世界の国々を取り巻く課題に興味をもつこと

で、日本や自分自身には何ができるのかを意欲的に考えることができる。 

単元設定の 
理由･意義 

 
（児童生徒観、
指導観、教材観

から） 

・本校は、転出入が多い学校で、愛知県以外で育った児童も少なくはない。また、海外で育ち日本

に帰ってきた児童もおり、話し方や習慣が違うことに偏見をもつことは少ないように感じる。児童

に、身近にいる外国人について尋ねた際には、「近くに大学がたくさんあって、留学生がたくさん

歩いているよ」という答えが多く返ってきた。外国人を日常的に見かける機会があり、外国を遠い

存在と感じている児童は少ないと考える。一方で、児童にパラグアイのイメージを尋ねると「学校

に通えない子がいそう」「貧しくて、土で作った家に住んでそう」など自身のイメージで国の様子を

判断する発言が見られた。そこで、本単元では、相手のことを自ら知ろうとし、相手の良さを認め

て人と接する大切さについて考えられるようにしたい。 

そのために、パラグアイを例に取り、その国の良さを発見する活動を行ったり、パラグアイの課題

や世界の課題について調べ学習を行ったりする。この活動を通して、自分たちは違う国で暮らし

ているからと、日本に住む自分自身の価値観で判断をしたり、「違う」ということに偏見をもったり

するのではなく、違うからこそ興味をもち、理解しようという態度を養う。このことは、本単元のねら

いである、「多文化を理解し受容する力」と「自ら知ろうと行動し、多面的に物事を見ることができ

る力」の２つの力を育成する上で、意義があると考える。 

世界へ旅に出かけよう 
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Ⅴ．実践報告書［髙橋泉名］ 
 

［単元計画 （全９時間）］  

 

 

時 ねらい 学習活動 資料など 

１ ・いろいろな価値観と出会い、

身近な人や他国との違いを感

じることができる。 

・自分の身近にいる友達でも、価値観に違いがあるこ

とに気づくために、アクティビティ「四つの隅」を行う。 

・パラグアイの子どもたちが大切だと思っていることと、

日本で生活している自分自身が大切に思っているこ

とを、ビンゴゲームを通して知り、共通点や相違点を

見つける。 

 

 

２ 
 

・文化や生活習慣が違う国につ

いて興味をもち、「違い」との

出会いを楽しむことができる。 

 

・パラグアイについてもつイメージを整理し、自分自身

がパラグアイに抱いているイメージを考える。 

・パラグアイに関する基礎知識を知る。 

 

３ 
本時 

・文化や生活習慣が違う国につ

いて興味をもち、その国の独自

の良さを認めることができる。 

 

・パラグアイに関するものを実際に触ったり、使ったり、

五感を使って日本の文化や生活との違いを感じる。 

・パラグアイ BOX 

４ ・イメージと事実を比べること

で、自ら知ろうとする気持ちが

大切であることに気づくことが

できる。 

・パラグアイが抱える問題を知

り、日本も同じように課題を抱

えていることに気づくことがで

きる。 

 

・パラグアイに対して抱いていたイメージと、実際にパ

ラグアイと出会ってみて感じたことを、ワークシートを

活用して比べる。 

・問題を解決するために、多くの方が尽力していること

を知り、現地の人の想いに触れる。 

・社会科で学習したことを基に、日本が抱える課題につ

いて思い起こす。 

・パラグアイに関する

写真 

５ 
 

・世界の人々が抱える課題に

ついて興味をもち、もっと知り

たいと思ったことを基にテーマ

を決めることができる。 

・ニュースや新聞などで見た、世界が抱える問題につ

いて知っていることを整理する。 

・その中でさらに知りたいと思ったことを基に、調べてい

くことのテーマを一人一人決める。 

 

 

６ ・テーマにそって調べ学習を行

うことができる。 

・本やインターネットを活用して、テーマに沿って調べ学

習を行う。 

・発表をする際に、必要な資料を集める。 

【資料】 

「世界の子どもたち」 

「世界の水問題」 

「砂漠化する惑星」 

 

７ ・テーマにそって調べ学習を行

うことができる。 

・本やインターネットを活用して、テーマに沿って調べ学

習を行う。 

・発表をする際に、必要な資料を集める。 

 

 

８ ・世界の課題から、自分にでき

る課題を解決する方法につい

て考え、発表原稿や資料に表

すことができる。 

・身近に取り組むことができそうな課題を解決するため

の方法について考える。 

・テーマに沿って効果的な発表をするために資料作り

を行う。 

 

 

９ ・世界の課題、課題を解決する

ための方法について、資料を

効果的に用いて伝えることが

できる。 

・資料を提示しながら、原稿を基に発表を行う。 

・友達の発表を聞いて、共感したり、興味をもったりした

意見や、自分も協力できそうな課題を解決するため

の方法について知る。 

・単元のまとめを行う。 
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Ⅴ．実践報告書［髙橋泉名］ 

［本時の展開 （３時間目）］  

ねらい 
・パラグアイに住む人々の様子や文化について調べ、日本との共通点や相違点に興味をもち、自国の良さ

や相手国の良さについて気づくことができる。（他者や社会とのかかわりに関すること） 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

３分 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

１５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

１．前時に考えたパラグアイに対して、自分のイメージについ

て思い起こし、それを基に、めあてを立てる。  

（1） 大切な物ビンゴについて思い出し、自分のイメージと

パラグアイの国の実際の様子が違っていたことを思い

出す。 

（2） 自分のステレオタイプに気づき、知ることの大切さを実感

したことを基に、めあてを教師とともに立てる。 

 

２．教師とともに簡単なパラグアイの概要をつかむ。 

（1） パワーポイントを見ながら、パラグアイの基本情報をつ

かむ。 

（2） クイズを行うことで、調べ学習への興味付けを行う。 

 

 

３．パラグアイの特色について調べる。 

（1） 衣食住のブースホームステイや街並みの写真、パラグ

アイ料理に使われている香辛料、民族衣装、民芸品、パ

ラグアイ音楽、お金 

仕事のブースパラグアイ働く人クイズ、観光パンフレット      

自然のブースパラグアイの植物や鳥の写真 

学校のブース現地の学校の様子の写真、教科書 

などが置かれている各ブースを、ワークシートを持って

周り、日本とパラグアイの共通点や相違点を見付ける。 

（2） 日本と似ていると思った点や、違うと感じた点を発表す

る。 

 

 

 

４．全体でまとめを行う。 

調べてみて、住みたいと思う国の魅力について意見交換を

する。住みたいと思う国の国旗を名札に付けて、パラグアイ

と日本どちらに住みたいか、またその理由は何かについて

意見交換をする。 

 

 

 

 

 

５．次時の確認を行う。 

・自分がどのようなイメージを

抱いているのかを想起させ

るために、前時に使用した

ワークシートを手元に置い

ておく。 

 

 

 

・活動３の興味関心を高める

ために、クイズの答えは教

師から伝えず、調べ学習で

答えを探すように指示し、次

の活動に繋げる。 

 

・衣食住、仕事、自然、学校

のブースがあることを伝え、

全てのブースを個人で回る

ように指示を出す。 

・違う文化に触れることを楽し

むことができるように、「旅

行をしよう」と伝えたり、ワー

クシートをパスポートとした

り、l 教師の言葉掛けを工夫

する。 

・違う文化を肌で感じるため

に、五感を刺激する教材を

衣食住のブースに置く。 

 

・自国との「違い」を、相手国

の魅力として考えた児童の

発言を取り上げて、違うこと

の良さを伝える。 

・意見が偏らないように、名

札に付いている国旗を見

て、自分の発言が終わった

ら、違う意見をもった友達を

次に指名するように伝え

る。 

・各国には良さがたくさんある

が、課題もあることについて

触れ、次時は世界が抱える

課題について考えていくこと

を伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パラグアイＢＯＸ 

・パラグアイに関す

る写真 

・伝統ダンスの動画 

評価規準に基づく 

本時の評価 

・パラグアイに住む人々が大切にしていることや、パラグアイの様子を写真や民芸品などの

情報の中にある特徴から見つけ、日本との共通点や相違点に気づくことができる。 

【ワークシート】（学習方法に関すること） 
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Ⅴ．実践報告書［髙橋泉名］ 
 

［総括・まとめ］ 

学習方法および
外部との連携 

・海外青年協力隊員のインタビューの様子を伝えることで、世界の課題の解決に向けて行動をし

ている日本人について知り、ボランティアをする際に大切にしていることについて学んだ。ある

専門家が言った「外国の課題を解決しているように見えて、実は日本のためでもある」という言

葉に、世界のつながりを感じることができた。生の声なので、子どもたちも興味を高く示していた

ように感じる。 

・ＪＩＣＡから発行されている、世界の課題やその課題を解決するための方法について書かれた冊

子を活用して調べ学習を行った。難しい内容である世界の課題もイラストやまんがなどで書かれ

ており、児童が理解できるような工夫がされていたため、とても効果的に活用することができた。 

学校内外で 
国際理解教育・
授業実践を 

広める取り組み 

・総合的な学習の教科主任として、初任者に示範授業及び、校内への公開授業を行った。 

苦労した点 
・教師が異なる文化･生活･習慣などを、断定的に評価をして伝えることで、子どもたちを偏見や誤っ

た理解に陥らせることがないように、国際的課題や実情の伝え方については大変慎重に考えた。 

改善点 

・児童が調べた世界の課題を解決するために、行動できることを実践し、振り返る活動までする

ことができなかったため、自分の行動で世界を少しでも変えられるのかもしれないという思いを

もつことが十分にできなかった。 

・課題を解決するための方法を振り返る際に、「私たちと同じ年の子どもたちを救うためにも、行

動していきたい」という記述があった。課題を解決していくことは私たちにもできるという意識は

強くなったが、世界が課題を抱えていることを他人事として捉えている一面も見られた。 

・テーマを設定する際に、環境、食料、教育、健康の課題からそれぞれ一つ選び調べ学習を行っ

たが、設定が広かったために発表の内容も様々で、同じ友達の発表を聞いて学びを得る活動

が十分にできなかった。そのため、発表会は同じ課題を選んだ人でグループを作りその中で行

うか、初めから調べ学習を行う課題を精選しておくべきであったと考える。 

成果が出た点 
・世界の国々について、もっと知りたいという関心をもつことができたこと。 

・日本での取り組みが世界の課題解決の第一歩となることや、課題を解決するための方法は、

身近に行うことができることもたくさんあると気づく児童が多かったこと。 

学びの軌跡 
 

（児童生徒の 
反応、感想文、
作文、ノートなど） 

・９月の実践前に行ったアンケートでは、「自分たちの力で、世界を平和にすることができると思

いますか」という質問に対して、「日本のほんの一部の人の行動では、そう簡単に日本全体に

は広がらないから」ということを理由に、「あまり思わない」と答えていた児童が、１月に行った実

践後のアンケートでは「自分たちの声は世界に届かないし、自分が国に何かを言っても何も変

わらないけど、募金など小さな行動をしたらそれが大きな行動につながると思う」ということを理

由に「まあまあ思う」に変化をしていた。このように、自分たちの身近には課題を解決するため

の方法があることに気づき、その行動の意義について理解を深めた児童が見られた。 

【「自分たちの力で、平和な世界にできると思いますか」という設問のアンケート結果】 ５年２組 ３４名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪９月 実践前の結果≫               ≪１月 実践後の結果≫            

 

30%

58%

12%

0%

自分たちの努力で平和な世界にできると思いますか？
（１月 実践後）

とても思う

まあまあ思う

あまり思わない

思わない

 

15%

61%

24%

0%

自分たちの力で，平和な世界にできると思います
か？（９月 実践前）

とても思う

まあまあ思う

あまり思わない

思わない
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Ⅴ．実践報告書［髙橋泉名］ 

 

 

［学びの軌跡 （児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）］  
 
 
 
 

 

 

 

 

▲ 【自分のイメージと違うこともあって驚きました。「知る」ことの大切さを実感しました】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 【世界の課題を調べてみて、私たちにも今から行動できることがあるということに気づきました】 

 

・「今まで、学校に通えない国の子どもたちのことをニュースで聞いて、ただかわいそうと思ってい

たけれど、この授業を通して、その国の何が問題でかわいそうだと思うのかということを詳しく説

明できるようになった」と、知ることの大切さに気づいた児童もいた。 

・実践後の後期アンケートで「自分たちの力で、世界を平和にすることができると思いますか」と

いう質問に対して、「あまり思わない」という解答をした児童もいた。記述には、「感染症、国同

士の紛争の問題などはすぐに無くなっていくものではないから」とあった。課題を解決するため

の方法は多くあるということを知った上で、それでも世界の課題は根深いものであるということ

を理解したように感じる。                           

授業者による 
自由記述 

・調べ学習の際に活用したＪＩＣＡの資料が、まんがやイラストで児童に楽しく伝える工夫がされて

いたり、世界の課題が子どもにも分かるように分かりやすく公正に説明してあったりしたので、

難しい内容を理解する際には大変効果的であった。 

・実践を通して、インターネットで調べ学習をしたり、発表会をしたりしたことで、情報モラルを守る

ことの大切さや、得た情報をまとめる力、相手に簡潔に意見を伝える力を伸ばすことができたと

考える。 

単元構想・実施 
における 

参考資料等 

・『世界の水問題』『世界の子どもたち』『砂漠化する惑星』ＪＩＣＡ冊子 

・ＪＩＣＡ中部２０１７年度教師海外研修報告書 
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Ⅴ．実践報告書［髙橋泉名］ 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲ 【世界には深刻な課題もあり、課題を解決しようとすることが簡単なことではない一面も知りました】 
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Ⅴ．実践報告書［宮川勇作］ 

 

 

 

 

学校名 愛知県津島市立東小学校 授業者氏名  宮川 勇作 

対象学年 
（人数） 

小学校１年生（２９名） 
実践年月 
（時数） 

２０１８年７月～ 

２０１９年１月（９時間） 
担当教科等 全科 

単元名 
（活動名） 「せかいの 人と つながろう」・「せかいの 人と いっしょに」 

実践する 
教科・領域 学級活動・道徳〈国際理解教育〉 

学習領域 

[Ａ] 多 文 化 社 会 … 文化理解（〇）／ 文化交流（〇）／ 多文化共生（〇） 

[Ｂ] グローバル社会 … 相互依存（  ）／ 情 報 化（  ） 

[Ｃ] 地 球 的 課 題 … 人 権（  ）／ 環 境（〇）／ 平 和（  ）／ 開 発（  ） 

[Ｄ] 未 来 への選 択 … 歴史認識（  ）／ 市民意識（〇）／ 社会参加（〇） 

単元目標 
・自分と他者のちがいに気づき、肯定的に受け止め、認め合うことができる。 

・自国と他国の文化や環境のちがいを知り、課題に対して仲間と共にできることを考える。 

・日頃の生活の中で感じている当たり前のことには、たくさんの支えがあるということに気づく。 

単元の 
評価規準 

知識および技能 ・世界的な課題とその原因が何かを理解することができる。 

思考力、判断力、

表現力等 

・世界的な課題を自分事に感じ、解決するために自分ができることは何かを

考えることができる。 

学びに向かう力、

人間性等 

・友達の考えを肯定的に受け止めながら、課題解決のために話し合うことがで

きる。 

単元設定の 
理由･意義 

 
（児童生徒観、
指導観、教材

観から） 

・本クラスは、小学１年２９名（男子１６名・女子１３名）が在籍している。４月から新入生として新たな

集団での学校生活が始まり、一人一人が小学校で学ぶことに期待と不安を感じている。発達段階と

しても、自己を客観的に捉えることは難しく、いかなる場面でも自分の意見を主張したいという意思

が強い。 

そこで、「共生」をテーマに普段の生活を振り返り、自分が他者との交わりのなかで生活をしている

ことや他者の考えに耳を傾け、「いいね！」を合言葉に、それを肯定的に受け止めることで自他共に

互いを認め合い、安心感と信頼を高められると考える。 

また、自分を支えている人やものは、姿が見える身近なものだけではないことや、自らが豊かなくら

しをする一方で、さまざまな課題を抱えながら生きている他者がいることにも気づけるようにしたい。 

さらに、その課題を解決するための行動として、自分たちには何ができるかを考え、話し合い活動を

通して深め、共有し、それぞれを認め合いながら、児童の今後の生活に役立たせていきたい。 

・本単元のなかでねらいとする「他者を肯定的に受け止められる力」は、自国と他国の文化や風習の

ちがいをそれぞれの良さとして捉えることができる多角的な視点を育み、今後、持続可能な世界を

築くために必要不可欠な感受性を育てることができるのではないかと考える。 

世界授業 〝いいね！〟っていいね！ 
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Ⅴ．実践報告書［宮川勇作］ 
 

［単元計画 （全９時間）］  

時 ねらい 学習活動 資料など 

１ ・１日の生活をふりかえり、自分

が行動をたしかめる。 

①毎日の生活の中で、朝起きてから、夜寝るまでの間

にしていることを１項目１枚の付箋に自由に書き出

し、グループで共有する。 

②書き出した付箋を〈１人でできること〉と〈１人ではでき

ないこと〉に分類する。 

 

２ 
 

・日頃の生活の中で感じている

当たり前のことには、たくさん

の支えがあるということに気づ

く。 

①〈1 人でできること〉は、誰に支えてもらってできるよう

になったのか、また、〈1 人でできないこと〉は、誰に

支えてもらって行なっているのかを考え、A４用紙に

書き出す。 

②書き出したものをグループで共有する。 

 

３ 
 

・自分の生活を支えてくれてい

る存在に感謝の気持ちを持

つ。 

①日頃から自分を支えてくれている人やものに向け

て、感謝の気持ちを込めて、グループごとにサンキ

ューレターを書く。 

②書いたものを全体で発表する。 

 

４ ・パラグアイの文化や習慣を知

り、日本との共通点やちがい

に気づくとともに、どちらにも

良さがあることを理解する。 

①パラグアイについて初めて知ったことや日本との共

通点とちがいについて、気づいたことをグループごと

で共有する。 

②私たちとパラグアイの繋がりを知り、パラグアイを身

近に感じる。 

③世界の国々には、解決しなければならないたくさんの

課題があることを知り、次時以降の実践に繋げる。 

・パラグアイのプレゼ

ンテーション（自作） 

・一般的な写真（学校、

家庭料理、街並み、子

どもたちの様子など） 

・パラグアイの国旗・

民芸品など 

５ 
 

・食べるものはどこから来てい

るかに興味を持ち、世界には

食べものがなくて困っている

国があることを知る。 

①食べ物を捨てている国と食べるものがなくて困って

いる国があることを知り、飢餓をなくすために自分た

ちができることを帯状の白紙に個人で１つ書き出す。 

・写真（飢餓に苦しむ国

の子ども達の様子や大

量の食糧廃棄） 

・ＪＩＣＡ資料「世界の食

料」 

６ ・食べものがなくて困っている

国をなくすために自分たちが

できることを考える。 

①書き出した考えをグループで共有し、「みんなで頑張

りたい順」に並べながら、模造紙に貼る。 

②出来上がった模造紙を提示しながら、全体に発表す

る。 

 

７ 
本時 

・世界には、学校に行けないた

くさんの子どもたちがいること

を知る。 

・学校に行けるのは当たり前で

はないことを理解し、世界中

の子どもたちがみんな学校に

行けるようにするには、どんな

ことが大切かを考える。 

①ロールプレイを通して、文字が読めない不便さを気

づき、世界には学校に行けない子どもたちがいるこ

とを知る。 

②どのような原因で学校に行けないのかを知る。 

③児童労働を取り上げ、谷川俊太郎氏の「そのこ」の

動画を視聴する。 

④世界中の全ての子ども達が学校に行けるようにする

ために自分ができることを考え、グループで１枚模造

紙に書き出す。 

⑤書き出したことを全体へ発表し、「いいね！」と感じた

意見を友達に伝える。 

・ペットボトル（ネパー

ル語で「水」・「薬」・

「毒」と書いたラベルの

もの） 

・ＪＩＣＡ資料「学校に行

けない世界の子どもた

ち」 

・動画「谷川俊太郎 

そのこ」 

８・９ ・世界的な課題を自分事と捉

え、その解決に向けて行動で

きることを積極的に考える。 

①ＳＤＧｓを知り、興味がある目標を一つ選んで、達成

するために大切なことを考える。 

②これまでの単元学習をふりかえり、今後も世界に目

を向けながら、どんな人の考えも肯定的に受け止め

たり、自分にできることを考えたりして、他者と協力し

ていくことを伝える。 

・ＳＤＧｓイラスト掲示

物 

・ワークシート（自作） 
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Ⅴ．実践報告書［宮川勇作］ 

［本時の展開 （７時間目）］   

ねらい 
・世界には、学校に行けないたくさんの子どもたちがいることを知る。 

・学校に行けるのは当たり前ではないことを理解し、世界中の子どもたちがみんな学校に行けるように

するには、どんなことが大切かを考える。 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

導入 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

２５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ 

１０分 

１．文字が読めない生活を体験する。（ロールプレイ） 

 【発問】 

 「お母さんが風邪をひいてしまいました。風邪薬を買いに来た

あなたの目の前には、３種類のペットボトルがあります。この

中から風邪薬を選んでください。」 

 ・指名した児童が風邪薬だと思うものを選び、選んだペットボ

トルを全体に見せる。 

 ・それぞれのペットボトルの中身は何かを全体に伝える。 

 ・文字の読み書きは、学校で学習するということに気づく。 

 

 

 

２．本時のめあてを知る。 

 【めあて】 

 すべての子どもたちが学校へいけるせかいをつくろう。 

 

３．なぜ学校に行けない子どもたちがいるのかを知る。 

 （1） 世界には学校へ行けない子どもたちがどれぐらいいる 

か知る。 

・「世界がもし２９人（本学級児童数）の村だったら」と仮定

し、約５人に１人が学校へ行くことができていない現状を

知る。 

 （2） 写真を見て、学校に行けない原因を考える。 

・どのような原因で学校に行けないのか、写真を見ながら

グループで話し合う。 

 

 （3） 動画を視聴する。 

  ・児童労働について感じたことを発表する。 

 

４．世界中の全ての子どもたちが学校へ行けるようにするため

に、大切なことを考える。 

・本時で知ったことをもとに、グループで１枚の模造紙に自

由に書く。 

→もっと学校をたくさん作る。 

→子どもが働かなくてもいいようにする。 

→学校に行っている人に勉強を教わる。 

 

５．話し合った内容を全体へ発表する。 

  

 

６．本時の振り返りをする。 

・ラベルがネパール語で書

かれた３種類のペットボト

ル〈薬・毒・水〉を用意し、

母親のために薬を買うこと

を想定してロールプレイを

する。 

・文字が読めないと手に取

った品物が何なのか分か

らないことから、文字が読

めない不便さを体験から

感じる。 

 

・本時のめあてを掲示す

る。 

 

 

・世界中で学校に行けない

子どもたちがどれぐらいい

るか予想する。 

 

 

 

・学校に行けない原因を示

した７種類の写真を黒板

に掲示し、内容を伝える。 

・谷川俊太郎の「そのこ」を

視聴する。 

 

 

・どんな意見も肯定的に受

け止めるよう伝える。 

・５人グループで話し合う。 

・模造紙にそれぞれの意見

を書き出すよう指示する。 

 

 

 

・模造紙を提示し、グルー

プで話し合ったことを代表

者が発表する。 

・みんなで考えたことをふり

かえる。 

・ペットボトル 

・ネパール語のラベ

ル 

（出典：ワークショッ

プ版 世界がもし

１００人の村だった

ら） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イラスト 

（出典：ＪＩＣA 資料 

学校に行けない世 

界の子どもたち） 

・動画 

（谷川俊太郎  

「そのこ」） 

評価規準に基づく 
本時の評価 

・小学１年生の児童が扱う課題としては、難易度が高いと思われたが、自分たちと同年代

の子ども達のことが主題だったため１時間を通して意欲的に取り組む児童が多かった。 

・自分達の生活と比較すると実情がかけ離れすぎていて、想像が追いつかない児童もいた。 

・全体での発表ではなく、模造紙を回し読みしながら「いいね！」と思った意見に印をつけ

ていくようなアクティビティを入れたほうが振り返りに繋げる上で効果的だった。 
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Ⅴ．実践報告書［宮川勇作］ 
 

［総括・まとめ］  

 

学習方法および
外部との連携 

・教師による一斉指導の時間をなるべく削り、本単元のねらいでもある「友達の考えを肯定的に

受け止める」ことに向けて、児童が自分たちで考え、表現し、反応する流れを大切にした。ま

た、発達段階を考慮し、シンプルかつ思考的にも視覚的にも有効なアクティビティを取り入れる

必要があったため、【カード式分類法】・【リストアップ】・【ランキング】を行った。第７時では、主

題とした課題を自分事として感じられるようにするため、【ロールプレイ】を行った。 

学校内外で 
国際理解教育・
授業実践を 

広める取り組み 

・校内の取り組みとして、市教育委員会の学校訪問の際、公開授業として第７時の実践を視察し

ていただいた。また、同学年の他学級にて一部同様の授業を実施した。 

・校外の取り組みとして、ＪＩＣA 中部「開発教育・国際理解教育実践フォーラム２０１８」に参加し、

教員や一般の方に向けての実践報告を行った。また、地元の青年教育者有志を募り、同様に

本実践の報告会を行った。 

苦労した点 

・発達段階を考慮した上で、各アクティビティが実践可能かどうかやどれぐらいの時間がかかる

かという点で計画を立てるのに熟慮した。 

・主題とする課題によっては、肯定的に受け止めにくいものもあり、自分の生活からかけ離れた

実情に対し、同情する児童もいたため、受容性を高め、転換させる点で困難があった。 

改善点 

・全体的に前時との繋がりを実感できるような計画を立て、１つの課題に対してもっと多くの時間

を費やしながら、深まりのある実践にするとさらに効果があると感じた。 

・課題解決に入る前に、他国の文化や習慣と肯定的に出合うことに、より多くの時間を割くべきで

あった。 

・視覚に訴えるものだけでなく、実物に触れるような体験的要素を盛り込めると良かった。 

成果が出た点 

・今まで知らなかった世界の国々と自分達の共通点や相違点、また世界的な課題やその原因を

知ることでさらに児童の知的好奇心を広げることができた。 

・児童同士が、どんな意見でも「いいね！」と温かく肯定的に受け止めてもらえるという安心感を

互いに持つことができた。普段あまり自己主張しない児童でも、本実践をきっかけに自分の考

えを表現できるようになり、自己有用感を高めることができた。 

学びの軌跡  
（児童生徒の 
反応、感想文、
作文、ノートなど） 

・他の教科の学習活動において、学び合いの授業を実践した際、児童同士で「いいね！」と声を

かけ合ったり、ノートに印を付けたりするようになった。 

・飢餓について授業を行ったことで、食べものの好き嫌いをする児童が減り、給食の残飯は０に

なった。 

・ＳＤＧｓを知り、自分にもできることがあることを実感して、身近な行動から改善していこうとする

気持ちが高まった。 

授業者による 
自由記述 

・教師海外研修に参加して、他国と肯定的に出会う大切さを実感した。研修時に出会った現地の

方々の使命感や人間性に触れ、「教師だからこそできること」を改めて深く考えることができた。

授業実践の対象となる児童・生徒の学年や発達段階によって、それぞれに適した計画を熟慮し

なければならないが、教師自身が教材となり、自分が肌で感じたことを伝えていくという点では

一貫していると思う。また、研修を通して実体験で学んだことは、児童・生徒だけでなく、同じく

教鞭をとる仲間に自信を持って伝えることができる。国際理解教育を実践する上で、同じ思い

に立つ仲間が増えることは最大の好循環を生むと感じている。 

単元構想・実施 
における 

参考資料等 

・『世界の食料』『学校に行けない世界の子どもたち』ＪＩＣＡ 

・『そのこ』谷川俊太郎 

・『SDGs のうた』未来人ｆｅａｔ．ＳＤＧｓオールスターズ（Youtube） 

・ワークショップ版『世界がもし１００人の村だったら』開発教育協会 
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Ⅴ．実践報告書［宮川勇作］ 

［学びの軌跡 （児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）］  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 一日の生活を付箋に書き出す児童の様子 ▲ 「一人でできること」「一人ではできないこと」 

▲ 感謝の思いをサンキューレターに 

▲ 飢餓をなくすために大切なこと 

▲ パラグアイってどんな国？ 

▲ すべての子どもたちが学校に行けるように① ▲ すべての子どもたちが学校に行けるように② 

▲ 大切なことランキングを発表 
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Ⅴ．実践報告書［宮川勇作］ 
 

 

 

 

▲ 未来のためにやりたいこと ▲ 毎日給食の残飯が０ 

▲ 「いいね！」はクラスの合言葉① ▲ 「いいね！」はクラスの合言葉② 
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Ⅴ．実践報告書［村上偉代］ 

 

 

 

学校名 愛知県立瀬戸北総合高等学校 授業者氏名  村上 偉代 

対象学年 
（人数） 

高校１年生（４０名） 
実践年月 
（時数） 

２０１８年１２月～２０１９年２月 

（７時間） 
担当教科等 生物・生物基礎・科学と人間生活 

単元名 
（活動名） 自分と社会のつながりに気づこう。 

実践する 
教科・領域 理科（科学と人間生活） 

学習領域 

[Ａ] 多 文 化 社 会 … 文化理解（  ）／ 文化交流（  ）／ 多文化共生（〇） 

[Ｂ] グローバル社会 … 相互依存（  ）／ 情 報 化（  ）  

[Ｃ] 地 球 的 課 題 … 人 権（〇）／ 環 境（〇）／ 平 和（〇）／ 開 発（  ） 

[Ｄ] 未 来 への選 択 … 歴史認識（  ）／ 市民意識（〇）／ 社会参加（〇） 

単元目標 
・自分自身の考えを他者に表現する力を養う。 

・他者の考えに触れることで、いろいろな価値観、いろいろな良さがあることに気づく。 

・自分の持つ力に気づき、他者と協働し社会の課題解決のためにできることを主体的に考える。 

単元の 
評価規準 

知識および技能 ・活動を通じて得られた知識をさまざまな場面で積極的に活用しようとする。 

思考力、判断力、

表現力等 

・自己や他者・社会の現状について主体的に捉え、自分自身の考えを他者へ

表現することができる。 

学びに向かう力、

人間性等 

・活動を通じて多様な考え方があることに気づき、自分の未来を主体的に創造

しようとする。 

単元設定の 
理由･意義 

 
（児童生徒観、
指導観、教材

観から） 

・本校には、教員に対して素直で人なつっこい性格の生徒が多い。その一方で、他者とのコミュニケ

ーションが苦手で、授業内でグループ活動や発言をすることを避ける、目に見える結果が表れやす

い事柄(試験の点数やアルバイトの賃金など)にとらわれやすく、授業という学びの空間に対するモ

チベーションが高まりにくいといった課題を抱えている。このような状況が続くことで、本人たちが未

来への展望をポジティブに描くことを阻み、進路選択を消極的なものにしてしまっているのではない

かと感じている。 

このような生徒の現状と課題を鑑みて、次のような意識と行動の変容を目指したいと考えた。 

・第一に、集団の中で自分の価値観や持ち味について共有する活動を通じて、他者との関わりへ

の不安を緩和すること。 

・第二に、他者とともに自分の良さを活かした社会を創造することで、未来に対する希望を持てるよ

うになること。 

・第三に、現代社会の課題と向き合い、よりよい社会を作る上でどのような行動が必要かを考えら

れるようになること である。 

自分の存在、価値観や行動が他者や社会全体、ひいては地球そのものと繋がっていることに気づ

くことで、自分のこれまでの考え方や行動を振り返ることにも繋がることを期待して、授業の実践を

行った。 

「わたし」と「社会」はつながっている！ 
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Ⅴ．実践報告書［村上偉代］ 
 

［単元計画 （全７時間）］ 

時 ねらい 学習活動 資料など 

１ ・地球と地球の生命が、さまざ

まな奇跡の連続で誕生したこ

とに気づく。 

・動画 『地球・４６億年の大変動 (1) 生命の誕生』 を、

解説を交えながら視聴する。 

・動画 『地球・４６億

年の大変動  (1) 生

命の誕生』  

・動画視聴プリント 

２ 
 

・地球と地球の生命が、さまざ

まな奇跡の連続で誕生したこ

とに気づく。（前時の続き） 

①動画 『地球・４６億年の大変動 (1) 生命の誕生』 

を、解説を交えながら視聴する。（前時の続き） 

②感想をプリントに記入し、回収。 

・動画 『地球・４６億

年の大変動  (1) 生

命の誕生』  

・動画視聴プリント 

３ 
本時 

・「大切なもの」というテーマに

ついて、考え方の多様性に気

づくとともに、自分や他者の大

切なものを大切にしていくた

めに必要な行動を考える。 

①私が大切にしているモノ・コトは何だろう？ 

・授業プリントに、自分の考えを思いつくだけ書く。 

②私が大切にしているモノ・コト Best３を選ぼう！ 

・①で書いた内容から最優先したい Best３を選ぶ。 

・なぜそれを選んだか、理由をプリントに書く。 

③クラスのメンバーにインタビューしてみよう！ 

・ほかの人が大切だと感じていることについて、インタビ

ューをする。その際、理由も聞くようにする。 

④大切なものを大切にできなかったら、どんな未来が

待っている？ 

・グループに分かれ、【派生図】で思いつくままに広げて

いく。 

⑤大切なものを大切にするために、どんな行動が必要だ

ろう？ 

・グループの中で話し合って、必要な行動について考え

て箇条書きする。 

 

・授業プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ・「かっこいい探し」というテーマ

について、考え方の多様性に

気づくとともに、課題解決に向

けてパラグアイで活動する

人々の話を聞いて、視野を広

げる。 

①冬休み中に目にした「かっこいい！」と思った人物を挙

げよう。 

・授業プリントに、「かっこいい」と感じた人物(身近な人

だけでなく芸能人でもＯＫ)を書き出す。 

・その人の「かっこいいポイント」はどんなところかを

書く。 

②隣の人に紹介しよう！私が「かっこいい！」と思う人 

・①で挙げた「かっこいい！」と思った人について、隣の

席の人と共有する。 

・どんなことを感じたか、感想を共有。 

③パラグアイで先生が出会ったかっこいい人紹介！ 

・授業者が体験した出会いを紹介し、話を聞いて共感で

きたところや感想をプリントに書く。 

 

・授業プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パラグアイで撮影し

た写真 

５ 
 

・「私に力（パワー）をくれるも

の」というテーマについて、考

え方の多様性に気づくととも

に、力をもらえることや力を与

えることの意味について考え

る。 

①わたしは日々どんなものにパワーをもらっている？ 

・授業プリントに、自分がパワーをもらえるものや人に

ついて思いつく限り書き出す。 

②パワーをもらえるとどんな気持ちになるかを考えよう。 

・①で書き出したことについて思いを巡らせて、自分の

気持ちを振り返る。 

③隣の人に紹介しよう！私に力（パワー）をくれるもの 

・①②で考えたことについて、隣の席の人と共有する。 

④「音楽の力」でこどもたちに希望を！カテウラ音楽団の

ハーモニーを聴こう♪ 

・動画を観て、感じたことをクラスで共有する。 

 

・授業プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

・カテウラ音楽団の

動画 
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Ⅴ．実践報告書［村上偉代］ 

  

６ ・自分の長所や持ち味が活か

せる場面を想像し、他者との

共有を通してみんなで作る前

向きな社会を創造する。 

①わたしの持ち味・長所って何だろう？ 

・自分の趣味や特技、長所を考えて、プリントに書き

出す。 

②グループで共有！わたし・あなたの持ち味・長所 

・グループで各自が考えた長所などを共有。個人の発

表のあとに、「いいね！」を言い合う。 

③それぞれの持ち味・長所はどんなところで活かせるだ

ろう？ 

・共有した持ち味・長所について、それが活かせる場面

をグループでイメージし、箇条書きする。 

④力を結集！みんなで「先生」になって学校を創っちゃ

おう♪ 

・グループのメンバーそれぞれの良さを活かせる『授

業』の【イメージ図】を作成する。 

・完成したイメージ図を黒板に掲示し、クラス全体で

共有。 

・感想をグループで共有。 

 

・授業プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ・身近な「困りごと＝課題」をと

らえ、社会の課題と関連づけ

つながりに気づくとともに、そ

の解決に向けて、どんな行動

ができるかを考える。 

①身近な「困りごと」を考えよう。 

・自分の身の回りにある「困りごと」を思いつく限り付箋

に書き出す。 

②グループで共有しよう。 

・①で挙げた「困りごと」をグループで共有し、分類す

る。【カード式分類法】 

③社会にはどんな「困りごと」があるだろう？ 

・②の結果から、社会の「困りごと＝課題」を考えて書き

出す。 

④社会の課題を放っておくとどうなる？ 

・③で考えた社会の課題を放っておくとどうなってしまう

か、【派生図】で考える。 

⑤社会の課題の解決に向けて、わたしたちにできること

を考えよう。 

・課題の解決に向けてできることを付箋に書き出し、「個

人でできること」「仲間とできること」「社会全体でできる

こと」に分類する。【カード式分類法】 

 

・授業プリント 
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Ⅴ．実践報告書［村上偉代］ 
 

［本時の展開 （３時間目）］   

ねらい 
・「大切なもの」というテーマについて、考え方の多様性に気づくとともに、自分や他者の大切なものを大

切にしていくために必要な行動を考える。 

過程・時 教師の働きかけ・発問および学習活動 指導上の留意点（支援） 資料 

導入 

５分 

 

 

 

展開 

４０分 

（５分） 

 

 

 

 

（５分） 

 

 

（８分） 

 

 

 

（８分） 

 

 

 

（８分） 

 

 

 

（６分） 

まとめ 

５分 

１．前時の振り返り 

・前回までに視聴した『地球・４６億年の大変動(1)生命誕生』

の内容について簡単に振り返るとともに、クラスで出た感想

の一部を紹介する。 

 

 

２．私が大切にしているモノ・大切にしているコトは何だろう？ 

・授業プリントの所定の欄に、自分の考えを思いつく限り書く。 

 

 

 

 

３．私が大切にしているモノ・コト Best３を選ぼう！ 

・先ほど書いた内容の中から、最優先したい Best３を選ぶ。 

・なぜそれを選んだか、理由をプリントに書く。 

４．クラスのメンバーにインタビューしてみよう！ 

・ほかの人が大切だと感じていることについて、インタビュー

をする。その際、理由も聞くようにする。 

 

５．大切なものを大切にできなかったら、どんな未来が待って

いる？ 

・グループに分かれ、【派生図】で思いつくままにイメージを広

げていく。 

６．大切なものを大切にしていくために、どんな行動が必要だろ

う？ 

・グループの中で話し合って、必要な行動について考えて【箇

条書き】する。 

７．感想 

・授業プリントの所定の欄に、ワークの感想を書く。 

８．本時のまとめ・授業プリント回収 

・「地球は様々な偶然が重

なった奇跡の惑星である」

というところを全体で確認 

・生徒の感想に出てきた

「大切」という部分を意識

する。 

・思考の循環を良くするため

に、思いついたものはどん

どん書き出すように助言。

(ただし、自分の中にとどめ

ておきたいことはこの限り

ではないことも付け加える) 

・机間をまわり、生徒の進

み具合を確認しながら声

をかけていく。  

・普段あまり関わっていな

いと思う人にも積極的にイ

ンタビューするよう声かけ

をする。 

・【派生図】の取り組み方に

ついて説明をしてから始

める。 

・机間をまわり、適宜声か

けをする。 

 

・机間をまわり、適宜声か

けをする。 

 

 

 

・各班で出ていた意見を紹介 

 

 

 

 

 

 

・授業プリント 

 

 

 

 

 

・授業プリント 

 

 

・授業プリント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業プリント 

 

評価規準に基づく 

本時の評価 

・「自分の考えを思いつくままに書いてよい」という指示に対して、最初のうちは「こんな答え

でもいいのかな？」と質問してくる生徒が多かったが、ワークが進むにつれて質問の場面

は減っていった。 

・インタビューの際、「普段あまり話さない人にもインタビューしてみよう」と伝えたが、様子を

見ているとなかなか一歩を踏み出せていない生徒が多かったようである。しかし、ほとん

どの生徒が自席を立ってワークに取り組んでいたので、その点は良かった。 

・時間の設定が甘く、まとめの部分が駆け足になってしまい、グループで出た意見を全体で

共有する時間を取れなかった。生徒の思考のプロセスや活動にかかる時間の想定をもっ

と緻密に考えておく必要がある。 

・全体での共有はできなかったものの、授業プリントに書かれた個人の感想の中には「改

めて自分のことを考え直すいい機会になった」「人の意見も聞けて、視野が広がった」など

のコメントが見られた。 

・「友情」「家族」など人の存在や、「食べること」「寝ること」など行動の大切さが挙がる一方

で、「アイフォン」「スマホ」などの回答も少なからず見受けられた。ヒトやモノとのつながり

の手段としてスマートフォンが介在する、現代の高校生事情が垣間見えた。 
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Ⅴ．実践報告書［村上偉代］ 

［総括・まとめ］  

学習方法および
外部との連携 

・学習方法で重視したことは、「大切なもの」「力をもらえるもの」など、自分の支えとなっている事

柄を通じて、他者とポジティブに意見の共有ができるようなアクティビティにしたことである。誰に

とっても身近な問いとなるよう意識し、インタビューやグループワークで各自の反応が自然と引

き出されるようにした。 

学校内外で 
国際理解教育・
授業実践を 

広める取り組み 

・職員会議の一議題に入れていただき、海外研修と授業実践の報告をパワーポイントを用いて 

１０分程度行った。 

・職員室に開発教育指導者研修実践フォーラムのチラシを掲示し、周知を図った。当日は職場

から２名の参加があった。 

・愛知県高等学校国際教育研究会(ＡＫＫ)にて海外研修と授業実践の報告を行った。 

苦労した点 

・報告書に掲載した授業実践の前に、別のクラスで授業実践を行った際に、授業の内容(国際理

解・課題解決など)や手法（ペアワークやグループワーク）に興味関心を示してもらえず、ねらい

とは程遠い苦しい実践になってしまった。生徒の実態や集団の特性を捉えた上での活動計画

が必要だと痛感した。 

・ねらいを達成するために、どのようなアクティビティを組み込むかがかなり難しかった。実践して

みて、生徒の活動の様子を見て初めて「もっとこうすればよかった」と感じることが多かった。 

・グループワーク＝おしゃべりの時間と捉えてしまい、元気はあるものの活動の意図を汲めてい

ない生徒が一定数おり、声かけに苦労した。 

改善点 

・１時間で完結するワークの効果的な時間設定を再検討（今回はあれこれ詰め込み過ぎてしま

い、最後がどうしてもバタバタしてしまった） 

・生徒の興味関心を引きつける言葉や、導入となる話題の選び方（「今日はこれやるから！」と押

し付ける形になりがち） 

・生徒がもっと楽しんでアクティビティに参加できるような教材の準備と使い方（視聴覚教材や付

箋・カードなどの素材をどのように活用していくか精選する必要がある） 

成果が出た点 

・もともとの集団の力でもあると思うが、クラスに「学び合い」の雰囲気が広がっているように感じ

ることが増えた。以前、止むを得ない事情により授業が監督なしの自習になってしまった時に、

「本時のミッション」と称して授業プリントを協力して完成させるよう指示を出したことがあった。

授業の終了間際に急いで教室に戻ったら、完成されたプリントを各自が「うちら頑張ったよ

ー！」と誇らしげに見せてくれた。 

・ワークを通じて、生徒が自分達で取り組むだけでなく教員も経験や考え方を語ることで、同じ話

題を共有できるという信頼関係に繋がったと感じる。 

※報告書提出時点では、６時間目・７時間目の実践が終了していない。この２時間の取り組

みを通じて、自分の長所を自分自身が肯定できるようになること、自分の長所を活かせる

未来を創造できるようになること、自分の持つ力を確信した上で、社会の課題と向き合え

るようになることを期待する。 

学びの軌跡  
（児童生徒の 
反応、感想文、
作文、ノートなど） 

＜大切なものワークの生徒の感想＞ 

・今まで大切なものや大切にするための行動など、考えたことなかったけど、振り返ってみたら、

割と生活の中に大切なことも多くあって、１つ１つの小さなことを大切にしようと思った。 

・改めて、何が大切なのか、そして、一人一人それぞれ違うので、視野が広がった。 

・めっちゃ大切なもの見つけられた。プリント楽しかった！ 

・大切なものって言われると難しいけど日々生きていくためには、今、日常生活にあるものすべ

て大切だなと思った。 

・クラスの皆が、大切にしていることとかものとか、あまり会話の中では出てこないので、知るきっ

かけができてよかった。 

＜私に力(パワー)をくれるものワークを通じて＞ 

・「音楽の力」で価値観を伝えていくという、カテウラ音楽団の活動を、演奏の動画を交えて紹介 
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Ⅴ．実践報告書［村上偉代］ 
 

 

［学びの軌跡 （児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）］  
 

 
 

した際に、生徒たちはじっと聴き入っていた。「演奏がすごくて感動した」「ゴミから楽器を作るな

んてすごい」という感想が寄せられた。 

・「自分が力をもらえると、周りの大切な人に力を与えたいって思ったりする。もしかすると周りに

力を与えたいという思いが未来まで繋がったものが、仕事だったりするんじゃないかな」と話を

したところ、生徒の感想として「すごく大切な話を聞けた。進路選択する際に役立てたい」という

反応があった。 

授業者による 
自由記述 

・授業実践を振り返ると、教師海外研修に参加したが、正直あまりパラグアイの話題を組み込め

なかったな・・・という反省もかなりある。ただ、こうして振り返ってみて、パラグアイで私は、それ

ぞれの現場で課題解決に向けて奔走する方々の使命感や、そこから仲間が増えていく人と人

との「つながり力」や、大切なものを「大切だ」「愛している」と当たり前に口にできる現地の方々

の愛の深さを感じて戻ってきたのだな、と改めて気づかされた。だからこそ私は、日々接してい

る子どもたちに、自分自身が大切な存在であることや、思いを言葉にすることの大切さや、自分

の良いところもダメなところもまるっと受け止めてそのまま進んで良いのだということを伝えたく

て、この授業をやることにしたのだった。 

・生徒のモチベーションをうまく引き上げられなかったり、準備が甘かったりして、計画通りには進

まなかった部分もあったが、それぞれのワークを通じて何かを感じ取ってくれた生徒も少なから

ずいて、「1 人でも伝わる子がいれば、そこから広がっていくはず」と前向きになることもできた。

参加型にこだわることで、子どもたちの表情の細やかさにも気がつくことができた。 

・教師海外研修に参加して得られた仲間や現地の方々とのかけがえのないつながり、密度の濃

い研修の中で得られた数々の学びは、今後もずっと活きてくるものだと感じている。今回の実践

をさらにブラッシュアップさせながら、次年度以降も意欲的に取り組んでいきたい。 

参考資料等 ・動画 『地球・４６億年の大変動 (1) 生命の誕生』 ディスカバリー・チャンネル 

▲ 大切なものワークの様子 ▲ グループワークの様子 

▲ 大切なものを大切にできないと・・・ ▲ 大切なものを大切にしていくために必要な行動は？ 
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研修受講者アンケート結果から 
 
 

１．研修の満足度について 
 

研修受講者全員が、５段階評価の最上である「と

ても満足できた」に回答しており、満足度の高い研

修であったことがわかる。【設問１】 

 

 

 

 

 
 

２．開発教育・国際理解教育の実践について 

（１） 実践時間及び前年度からの変化 
 

研修受講者の一人平均実践時間は 9.5 時間であった。最短 3 時間から最長 24 時間まで多様な実績

が行われている。【設問 2】 

実践時間の前年度からの変化では、研修受講者の全員が「前年度よりも増加した」としている。【設問

3】 その理由の主なものは以下のとおりであり、研修に参加して関心が高まったり、開発教育・国際理解

教育の手法がわかったりしたことが要因であったといえる。 

 

Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 

※ 

設問１；研修は、あなたの期待（あるいは目標

達成の支援）を満足させるものでしたか。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても満足できた 8 100%

2 満足できた 0 0%

3 ある程度満足できた 0 0%

4
あまり満足できなかった＋
満足できなかった

0 0%

全体 （無回答1名除く） 8 100%

設問２；開発教育・国際理解教育の延べ実践時間 設問３；前年度に比べた実践時間の変化 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 前年度より増加した 8 100%

2 前年度と変わらない 0 0%

3 前年度より減少した 0 0%

全体 39 100%

＜実践時間が増えた理由（主なもの）＞ 

◇ 研修に参加したことで、自分自身の関心が高まったから。 

◇ 少しでも開発教育・国際理解教育や参加型学習を広めたいという思いをもったから。 

◇ 国際理解教育をやるという意識で授業を行ったから。 

◇ 国際理解教育の手立てが分かり、実践することに自信をもつことができたから。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 1～4時間 1 13%

2 5～9時間 4 50%

3 10～14時間 2 25%

4 15～19時間 0 0%

5 20時間以上 1 13%

合計実践時間数 76 時間

１人当たり平均実践時間 9.5 時間／人
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 

 

（２） 実践内容の深まりについて 
 

研修受講者のうち 6 人が「とても深まった」、残り 2

人は「ある程度深まった」としている。【設問 4】 

その理由の主なものは以下のとおりであり、研

修に参加して関心が高まったり、開発教育・国際

理解教育の手法がわかったりしたことが要因であ

ったといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

３．学習者のより良い変化について 
 

研修の学びを活かして学校で当該教育の授

業実践を行った結果、学習者により良い変化が

あったかとの設問に対し、「とても変化があった」

が 3 人、「変化があった」が 4 人、「ある程度変化

があった」が 1 人であり、研修受講者全員が、学

習者のより良い変化を感じ取っていることがわ

かる。【設問 5】。 

 

より良い変化の内容として多かったのは、「自分とは異なる他者への共感、周りに対する思いやりの気持ち

が育った」が 7 人、「開発途上国や国際協力に関する話題に興味や関心を持つようになった」が 6 人、「自分

と他者・地域・世界のつながりを意識するようになった」が 5 人などとなっており、多様な面でより良い変化が

あったことがわかる【設問 6】。 
 

 

 

 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても深まった 6 75%

2 深まった 0 0%

3 ある程度深まった 2 25%

4
あまり深まらなかった＋深まらなかっ
た

0 0%

全体 8 100%

設問４；前年度に比べて本年度の実践内容は 

どのようになったと思いますか。 

＜実践内容が深まった理由（主なもの）＞ 

◇ パラグアイの学校との交流によって、児童が自分事として捉えられていたから。 

◇ 教師海外研修で現地の方々と出会い、そのことを子ども達に伝えたいと思ったため。 

◇ 研修を通して、開発教育・国際理解教育の実践に対する意欲が高まったから。 

◇ 研修を通して、実践内容の見立てがある程度立てられたため。 

◇ 参加型の授業により児童の意欲を高められた。その実践の手立てを知ることができた。 

◇ 参加型の手法を学ぶことができたり、ファシリテーターとしてのスキルを学べたため。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても変化があった 3 38%

2 変化があった 4 50%

3 ある程度は変化があった 1 13%

4
あまり変化はなかった＋変化はな
かった

0 0%

全体 8 100%

設問５；開発教育・国際理解教育の実践により 

学習者により良い変化がありましたか。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 自分とは異なる他者への共感、周りに対する思いやりの気持ちが育った 7 88%

2 開発途上国や国際協力に関する話題に興味や関心を持つようになった 6 75%

3 自分と他者・地域・世界のつながりを意識するようになった 5 63%

4 自分の生活を振り返り、世界の人権や環境を大切にする意識が高まった 4 50%

5 学ぶことを楽しむようになり、主体的または継続的な学びに取り組む意欲が育った 4 50%

6 自らの生き方や共生について考えるようになった 4 50%

7 話す・聴く能力と態度が向上し、良好な人間関係を築くことにつながった 4 50%

8 自分に出来る国際協力への取組みに関心を持つようになった 2 25%

9 その他 1 13%

全体 8 100%

設問６；学習者にどのようなより良い変化がありましたか。（複数回答） 
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４．研修内容への評価 

（１） 事前研修 
 

事前研修の一つの重要なポイントである「学びの３つの柱に沿ったねらいごとの情報収集シートの作成」に

対する受講者の評価を聞いた。受講者のうち5人が「とても役立った」、1人が「役立った」、2人が「ある程度は

役だった」としている【設問 7】。その理由及びより良くするための提案は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜よかったこと＞ 

◇海外研修のイメージが湧かず、個人的な目的しかなかったが、事前研修を通してチームで動く目的

や役割がはっきりした。 

◇受講者同士で研修に対する思いを共有することができた。 

◇教材収集シートなどの事前準備があったため、教師海外研修で何を学びたいのかという一人一人

の思いが一つにまとめられ、現地で迷うことなく学ぶことができた。 

◇各訪問先に行く時には、何度も情報収集シートを振り返り、研修を進めることができた。 

◇海外研修まで、現地で何をしないといけないかを明確にすることができた。 

◇もしも可能であれば、前年度の研修参加者にも声をかけて頂き、その場で直にアドバイスを伺える

とより良くなると感じました。 

◇パラグアイというまったく未踏の国を訪問するにあたり、自分自身がどんなことに疑問を持ち、どん

な学びを実現させたいと思っているのかということを具体的にアウトプットできたことで、もやもやと

した頭の中が整理できた。 

◇他の参加者の思いも共有できたので、現地訪問先での質問内容を決めたり、ワークショップで意見

を交わしたりする際にとてもスムーズだった。 
 

＜より良くするための提案＞ 

◇教材収集のための観点を明確にしたことは良かったと思いますが、結局はっきりとテーマ分けできな

い内容・重複する内容等もあり、そこに時間をかけるべきなのか疑問に思うこともあったため。リスト

アップ形式だけでもよかったかもしれません。 

◇メンバーが効率よく教材収集することは可能だと感じたが、実際に現地での研修の中で、聞きたい

内容などに変化もあるため、そこに囚われすぎなくても良いのではないかと感じた。そのため、詳細

な質問というよりは大まかな分類くらいの把握でも良いと考える。 

設問７：「事前研修」で行ったテーマ別の教材収集についてのシート 
作成や準備検討は、海外研修での学びに役立ちましたか。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても役立った 5 63%

2 役立った 1 13%

3 ある程度は役立った 2 25%

4
あまり役立たなかった
＋役立たなかった

0 0%

全体 8 100%
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 

（２） 事後研修 

事後研修の重要なポイントである「ねらいを達成するための実践プログラムの作成・評価」に対する受講

者の評価を聞いた。受講者のうち 6 人が「とても役立った」、2 人「役立った」としている。【設問 8】。その理由

及びより良くするための提案は、以下のとおりであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

＜よかったこと＞ 

◇研修仲間や研修スタッフからのご意見は非常に参考になった。実際にその多くを取り入れて授業実

践を行い、全体としては生徒にとって気づきや学びの多い授業ができた。 

◇教師海外研修で学んだことがたくさんあったため、子どもたちに考えさせたいこともたくさんできた。

そのため、授業実践プログラムをどのように作成したらよいのか混乱してしまったが、受講者や研修

スタッフの方々からのアドバイスを参考に流れが作成できたので、自信をもって実践を進めること

ができた。 

◇教師海外研修で得た教材をどのように活用したら良いのか、とても悩んでいたため自分の考えを整

理したり、様々な方法を提示してもらえたりしたため、実践をスムーズに進められた。 

◇授業実践プログラムの作成にあたり、他者の意見が聞けたのが良かった。 

◇具体的な展望をもてたことが実践に役立った。プログラムの評価の中に、授業としての児童の評価

の視点も必要かなと思った。 

◇海外研修ではインプットが非常に多く、研修の内容をより深く自分の中に落とし込むためにも早くア

ウトプットしたいと思っていました。事後研修のタイミングはとても良くて、事後研修で立てたプログ

ラムが本年度の実践のたたき台になったので、とても役立った。 

◇現地研修の記憶と感覚が鮮明なうちに、「これを伝えたい！」という現地から持ち帰ってきたまっすぐ

な気持ちを、実践プログラムの作成という形で表現することができた。また、他の参加者と共有をし、

新たに提案や質問をもらえたことで、プログラムが実際どのように受け止められるのかというシミュ

レーションができた。 
 

＜より良くするための提案＞ 

◇自分自身が、いざ実践という段階で生徒の実状と計画した実践の内容がはまらず、かなり苦しいス

タートになってしまった。時間的内容的に可能であれば、実践クラスの実態や、それに対する授業者

の課題観や彼らに何を伝えたいかなどを最初に共有できるとよい。それにより、計画を立てる上で

「こういう活動の方がはまるかも」、「これだと少し飛躍しすぎかな？」といった視点を持って組み立て

ができる気がする。 

設問８：．「事後研修」で、授業実践プログラムの作成・評価を行ったことは実践に役立ちましたか。 

No. 選択肢 回答者数 割合

1 とても役立った 6 75%

2 役立った 2 25%

3 ある程度は役立った 0 0%

4
あまり役立たなかった
＋役立たなかった

0 0%

全体 8 100%



 

79 
 

 
５．教師海外研修の良かったところ、より良くするための提案 

  「教師海外研修の良かったところ」と「より良くするための提案」の主な回答は以下のとおり。 
  

 

＜良かったところ＞ 

◇最初は日程がハードかなと思っていましたが、国内での研修（事前、事後ともに）も全て含めて、このま

まで良いと思う。 

◇現地での貴重な体験や学び合うことのできる仲間ができたことは、私自身の一生の財産になった。 

◇今年度は、学びが多く、自分自身の中でも変化の多い一年になった。学び合える仲間も増え、今後の

実践への意欲が湧いた。 

◇現地では、短い時間の中でより充実した研修となるように、特に現地同行スタッフ、同行ファシリテータ

ーがスケジューリングとファシリテーションに関して尽力いただいた。また、訪問先の方々には、快く私た

ちの訪問を受け入れていただき歓迎していただいた。快く私たちの質問に答えていただいたり、プロジ

ェクトなどの説明を熱心にしていただいたりした。通訳の方は、訪問先での正確な通訳のみならず、場

合に応じて背景知識を説明していただき、パラグアイの現状についてより深く理解することができた。 

◇パラグアイで関わった全ての人々が、私をパラグアイと肯定的に出会わせていただけた。 

◇実際に海外でたくさんのお話を聞けたこと。現場を知っている、現状の良さも困難さも経験している

人からお話を聞けたことは、自分自身にとっても授業を実践していく上でもとても良かった。 

◇なんといっても『生きた学びができる』ということだと思う。現地の人々、環境、文化や習慣、価値観な

どに直接触れることができるのは、大きな学びであった。 

◇同行ファシリテーターのお陰で、学びが深いものとなった。研修後に、バスの中でアウトプットの時間を

取ってくれて整理することができた。また、体調のこともかなり気を使ってくれ、異国での研修ではと

ても心強かった。 

◇参加者同士や訪問先の方々との固い絆を感じられた。どの人とも初めて会ったのに、昔から知ってい

るような感覚になれたのは、「よりよい社会を作りたい」「こどもたちに希望をもって生きてほしい」「後

世に思いを伝えたい」といった共通の信念がどの人にもあるということを感じられたからだと思う。 

◇JICA 及び研修スタッフの素晴らしいサポートのおかげでとても有意義な研修となった。 
 

＜より良くするための提案＞ 

◇研修後に一日の終わりに提出するワークシートは、課題の範囲が広いため、終わりの基準がなく困りま

した。どのワークシートも、「児童に伝えたいこと、言葉」や「この研修を生かした授業構成」など、絞って

あると、もう少し書きやすかったように感じた。研修の際に聞いてメモに取った研修シートですでに自

分の考えや研修の内容をまとめて書いており、提出用ワークシートにまた同じようなことを写す作業に

なるようなこともあった。 

◇ワークシートは、訪問先でメモしたことを文章化していた人が殆どかと思うが、訪問先ごとのメモ欄の

下に振り返りができるようなスペースがあれば合理的だと思う。 

◇実践を意識した研修にすることで、研修で情報を取捨選択する自分なりの基準もはっきりすると思っ

た。自分なりに実践を意識できるとよいのですが、私の力不足で研修のまとめをすることと、健康に過

ごすことで精一杯だった。 

◇現場を知っている、現状の良さも困難さも経験している人からお話は、私にとってはその内容や経験

したことの意味を解釈していく時間がもう少し必要だった。 
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Ⅸ．研修全体のふりかえり・評価 

 

実践内容の評価 

 

 

評価は、３人の評価者が、実践度合いを「全くなし」０点～「特にあり」５点まで点数化しその平均値で

行った。 

 

 

※実践報告書の内容について下記の指標から評価を行った結果をまとめた。 



 

81 
 

 

学びの３つの柱からみた実践内容の評価結果 

１．学びの３つの柱についての実践度 
 

教師海外研修では、３つの学びの柱に沿って、現地での情報収集や実践プログラムづくりを行った。各授

業実践に、３つの学びの柱がどれだけ盛り込まれたかについて、受講者の実践報告書の評価を行った。その

結果は下表のとおりである。 

各柱の実践度を見ると、「柱３：共通の課題について共に考え・共に越える」の実践度が高く、次いで

「柱１：訪問国に肯定的に出会う」、「柱２：日本と訪問国とのつながりや同一性に気づく」の順となっている

が、いずれも取り入れた実践がほとんどであった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．参加型、収集教材活用の実践度 
 

本研修では、開発教育・国際理解教育を通して、世界における共通の課題解決に向けた行動につながる

プログラムの作成、学習者の主体的な学び合いを支援する参加型手法の活用ができる指導者育成をめざ

している。また、海外研修においては、現地で得られる教材を活かして実践をすることも求めている。受講者

の実践において、関連する３つの指標について評価した結果は下表のとおりである。 

３つの指標ともに、すべての受講者が実践していると評価できた。 

  

 

 

 

 

参加型・現地教材活用の実践度からみた実践内容の評価結果 

学びの柱
特にあり
3.3点以上

あり
1.6点以上
3.3点未満

なし
1.6点未満

5 2 1

63% 25% 13%

4 4 0

50% 50% 0%

7 1 0

88% 13% 0%

実践度（上段：人数、下段：割合）

柱１ ： 学習者が、「訪問
国に肯定的に出会う」 次
のような学びがあるか。

柱２ ： 学習者が、「日本と
訪問国とのつながりや同
一性に気づく」　次のよう
な学びがあるか。

柱３ ： 学習者が、「共通
の課題について共に考
え・共に越える」　次のよ
うな学びがあるか。

参加型・現地教材の活用
特にあり
3.3点以上

あり
1.6点以上
3.3点未満

なし
1.6点未満

7 1 0

44% 6% 0%

7 1 0

44% 6% 0%

6 2 0

38% 13% 0%

現地で収集・整理した教
材が効果的に活用されて
いるか。

実践度（上段：人数、下段：割合）

プログラムに流れがあ
り、気づきから行動へとつ
ながるものとなっている
か。

学習者が、主体的に考
え、学習者同士が学び合
えるような問いかけや手
法となっているか。
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